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事室 E r  ＭＱｉｾ＠
. 耐 伎、耐I! i t¥の不燃紅吟! i l ! がIH来ます。

・適当な紗僚によって耐火椛造にも/ J ¥来ま す 0

.  ! 際世なため施エが簡単で工慣が低限です。

.  r!"r，:弐村't i也が可能でl . i 1 鴎に適しご仁朔が短縮できます。

. 梢 i食品: f i 1) が! の汗( t.;:，た め 合}' ll 的 な設 計 がt I : I 来ます。

鋼 材 の 使 用 品 が ぐ ん と 節 約出 来 て 仕 上 に →づ子佐用を

か け ら れます。

・ 木造並みのＧｊ ｾτ で 、 白血車にも犯 されない 耐久建築が
出来ます。

・外観が軽快優美で近代的な廷謀、になりま す。

主 要 製 品 …

i軽 盤 jf i . 鋪 簡 易 鋼 矢 板 :

! デ Y キ プ ν ー ト ガ ー ド ν ー ル 1

: す' ; J V  J 、 ー す " ; 1 i /  "7 ν ー ム 1

!!lI 続 鋼 管 ロック V ームチューブ l

( $ ) 中 之 島 製 鋼 株 式 会 社

' 本社 ・工場 大 阪 市 東 区 弁 天 町 4 電@5031- 5

J 時 事 務 所 東京都中央区西八丁姻4- 10 電. 01515- 6

@ 八 幡 製 銭 株 式 会 社

築

し

建

リノリ且- 1 .

皆様の設計と施工に 東洋の床材

ｉｊｾｾ Ｍｲル

ｅ 二号ートタ ｾｊｊ

ヌポ〉ヂシート

リユーム株式会社

兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5  8  

電話伊丹( 代) 3531 ・大阪 (48) 4490

東京都中央区銀座 4 丁 目三和ピノレ

電話京橋 @1  7  0  1 ・2 5  6  4  

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 丁目三和ピノレ

電話北浜 @ 0 3 7 5 - 0 3 7 9

東洋リノ

本 社 工 場

。ソフ卜な感触

。優秀な耐久力

。美 し い 色 彩

東 京 支 庖

カ

タ

ロ

グ

進

呈

大阪事務所



建築月1セメダイソを用いて施工される

/ ソスリ ップ ( 大阪・東映会館)

施 工 法 を 一 変 し た

“ 液イ本のクギグ

セ メ ダ イ ン

N O .  1 9 5・・ ・木 レ ン ガ ・ノ ン ス リ y プ

テ y ク ス ・ ハ ー ド ボ ー ド 等

を コ ン ク リ ー ト 又 は 木 部 へ

N O.  6 0 1 ・・ ・合 板 ・内 装 化 粧 板 ・ ク ロ

ス 類 の 接 着

N O . 1 5 0 0・・ 金 属 ・ガ ラ ス ・ プ ラ ス チ ッ

ク ス の 接 着

事

建 築 周

ＱＺ Ｃｾｉｾ［Ｂ＠

平JI トMPボイラ

煙管式ボイラの華命見現るノ

⑩ 
特 許

大 阪 府 立 工 業 奨 励 館

汽 公 式 試 験 成 績

伝

2  
株式曾示士卒川鉄工所

経費節減527万円ρ

利益をｾも
女 高 性 能

.  
謡 射 型

女 石炭・オイル・刀ス焚

女 1年間 (7200時間) の燃料節系旬客員

7' x 30' ランカ ν ヤボイラと

比較して

5 2 7 万 円 益

改 Ｏ 但 し ｅ Ｎｅ Ｎ ＲＰ ∞勾 Ｏ ｨ ｟ ｾｾ ， ＭＢＮｾ ～～～ｲｮ / ，-+， ¥ 

I  6000カロリ一石炭6000円/屯 !

¥ 1 日24時間 1 月25日として /

平川 ~水管ホ・イラ 、平川~機関車型ボイラ

平川~竪型ボイラ 、外ボイラ全般 ・輸送機械

く3営業科目 1>

本社 ・工喝 大阪市大淀区大仁西2の1 電話福島@ 1 9 7 5 - 8

東 京 営 業 所 東京都中央区八重州6の7 電話 ⑧ 5883 ・7787- 8

九州 出張 所 福 岡 県 小 倉 市 市野545 電 話 小 倉 @ 1 3 62  
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ア ム ス ラ ー 油 圧 式 償 型 引 張 試験 機

( 日本海事協会検定No. 3788)

製 品 は 本 機 に よ って試 験す

/  

くM ，K ，K ，‘〉

' レール接続の革命 f

新 製 品 完 全 防 錆

種 目

トラ ックレール ガイドレール

計雇用 cとJ 乙 立 入) 騨 ・ 単 車ハンガー

軽 50務. 60協 . 70務

プ ラ ケ ッ ト 附 ー 属 品 一 切

カープレール

山

出
イ

1  111 三 谷 製 作 所 ? ? : rぷな

のそ

御用命は全国各地有名建築金物応へ御H員会願い ます
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，鍾島誠為1- ｱ Ｍ￭Ｂｾ＠
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(  1 ・5 事毛 J享 )

藤 森 建 材 株 式

ふ

一

品
社

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 通 l ノ 2 ( 大合ピノレ)

電 話 一 東 京 @ 6 4 3 2 - 5

大 阪 営 業 所 大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 1 丁目 1 番地( 大同ピノレ内)

電 話 土 佐 掘 @ 1 6 2 3 ・3 7 9 8 ・8 4 6 1 - 4

盆蕊ミト

建築汐

用途 橋梁用・プラ ットフオーム用及耐酸床周

厚サ2{) -25-38-50 粍 巾 120 粍 × 長サ 240 粍

7t
l

lIン'If，LI勿l製造扱式会自I

本 社 及 工 地 尼 崎 市 長 州 字 稲 川 新 聞 44 T E L 大阪 (48) 4947- 9 ・5920

ょ11京支庖及工均 埼玉県北) E 部隊町窓越 T E L 厳 (0889)3252- 4  

九 州 支 庖 及 工 場 福 岡 県八幡市東浜町16の2 T E L  ( 八幡) 723 ・2512

斑北支底及工喝 福山県郎山市外富久山町久保 111 142 T E L  ( 郡山) 267 

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 熱 111区三本松町2の35 T E L 名 古 屋 (88) 7674  

OR I E NT A L  
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民 主主 持

写会主云ミさミミヨ

ベ今一二~ごさミ云宍

円主空事 .• 
業界最新最大の設備を誇る

様式B，ft :'11シ"'11'-': 信府
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日 本 住 宅 公 団

日 本 道 路 公 団

他 官 序 、 一 流

建設業者御指定

尼 崎 市 久 々 知 字 コ エ 二 三 電話 大阪⑩ 2 9  5  9 ・9 7  4  8  

東京都新宿区西大久保 一丁目三七 O 電話東京13 2478 ・9 6  7  8  

札 幌 市 南 九 条 西 六 丁 目 電 話 札 幌① 13  6  8④48 7  8  

仙 台 市 土 樋 ー 一 二 電話 仙 台 ① 3 2  9  6  

名古屋市中村区広井町二丁目四五 電話 名古屋 ⑪ 2 8 4  6  

稚 内 網 走 留 朋 名 寄 。格 広 士 別 北 見 . 釧路 旭川。函館

室 蘭 弘 前 秋田 盛 岡 山 形 福 島 . 宇 都 宮 長 岡 . 松 本 甲 府

千 葉 償 浜 焼津 富 山 金 沢 舞 鶴 . 岐 阜 四 目 前 。京 都 岡 山

高 松 広 島 米 子 小 倉 福 岡 別 府 . 佐 世 保 長 崎 伊万里 熊本

本 社

東 京

札 幌

仙 台

名古屋

代行庖
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l同 l民驚異的近代感覚の吸音壁貼材料

新 製 品

拘ヲf' ｾ｡Ｍｸ＠

こッボンクロース

東 京 営 業 所

点 ［ ［ ｾ Ｇｍｬ Ｑ 千代 Ｑ Ｑ Ｑ 区 ｬ ｊ ＡＱＱＳｗ ､ ｬ ｩ ｬｬｬｊ 2 の 7

T  E  L ⑫ 9  3  7  5  

名 古 屋 ・Jム 山 ・稿! 日j

製 造 発 売 元

河 津 装 飾 株 式 会 社

本社 大阪市北区常品七ー ノご凶 T E L大阪@1351- 3 所彊出



4  

崎

、

経室、議勾配屋根氏

軽快た道代建築枚

Ｘｾ ｊｩヌー ， ｲＭ ｩＧ ｉｾ ソイド
8j Ji ｝Ｇｾｉｩ テン Ｒ レ Ｗ イ〉タ

伸 純 白 地 枝 工 牟 ヌ1¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンク本会 シ ー ル セ 〆 ン ト

日 源 化 学 工 業 株 式 会 柑

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重洲1- 3

T  E  L  ( 27)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久111]" 6ー 101

T  E  L  (807) 代表0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区婦上通り 3 - 3 9

T E  L (39) 0924- 5 ・2045 ・2079



の街生陶器ヒ付属i金3Z

L - 2 2'O  

L - 9 2  ( こイモる

オ バ ー ル

ピル ・ア〆ー トはも とよ りで 般 住 宅

σ 句吉おKゐ ，俄

東 洋 陶 器 株 式 会 社

本 社

小倉市篠崎町4 5 8

T E L ⑤ 2481- 5  

茅ケ崎 工場

神奈川県茅ケ崎市

T  E  L  2 10 5 - 8  

大阪営業所 大阪市東区伏見田T 5 の3 T  E  L  a3) 4518 - 9  

各地営業所 東京 ・名古屋 ・小倉 ・広島 ・高曜 ・札幌

定 価

陶 器 ( 1級 ) L  220 ￥ 2. 750 

金 具 ( 抗 予 臥岬 )

立 水 怜 T 2 0 5 Y

@ ￥ 600 ( 2  { 困) ￥ 1，200

止 水 校 T 4 A Y

@￥ 670 Ｈ Ｒ 他ｾＩ￥ Ｑ ， ＳＴ Ｐ

排水金具 T 6 P ￥ 1，2 10  

ー

/ < ョワハソ :l f

l収イオ木ネゾ T L  220D ￥ 200 

ｾ ｴ ￥ ＶＮＷ ＰＰ＠

参 考 定 価

陶 器( 並級 ) L Z20 ￥ 2. 200

金 具 ( . 7. 71<- 印)

立 A，I主 K 2  0  5  Y  

@ ￥ 引o ( 2  f困) ￥ 1. 020

1上水 t主 K 4  A  Y  

@ ￥ 570 ( 2 f聞) ￥ 1，140

排水金具 K 6 P C ￥ 1，030  

い つ も 新 し い 感 覚 で 清 潔 感 の あ る

;  而己主ｾピこール建材 I  
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採 光屋 根 ・間 仕 切 ・壁{ 事 ・天 井 ・装 飾 用 等 に 好 適 な 近 代 建 材 で す 。

ｈ 月る〈美し ＨＧ ， 軽くて Ｇｊ ｾ ｬｴ 、 Ｎ 燃えない，安 い

l車さ・ 1，1. 5. 2. 3. 4 . 5酬

透 明 ・不 透 明 . n 消し . f t リ 平 岨 巾町田 ( :i M'"品182an (6尺)

，度岨巾12cm(2.4R)  x 品182凹 (6R )

型押・網入 ・模線級各種 ヱ ノ ト レ ス 巾121cm( 4尺}

{品R 出制) 140cm (4. 6尺) X品10m(33尺)

ーー+

「ピ二 一 J レが簡単 に貼れたら J

これを解決したのがロンフイ y クス です。

どA な糊でも ;11にでも容易 に貼れ ( 特疎加工) 、どんな汚れも

石鹸水か 、 ｪ 耳 Ｑｾｾｩ ｬ ｬ ｊ できれ ｴ 、にとれて変質せず半永久的に新鮮

で、催雑草新製品です。( 実閉まli宜登録首N469550号)

単色 ・二色 ・フ ラノ 巾 96cm(3. 17尺) X 18m ( 5 坪巻 )

床 材 料 の 決 定 版 /

6 尺 巾 長 尺 の 床 材

標 準 寸 法 康 幸 2.5mmx 巾 183c m ( 6 尺 ) x 長27.45m (15坪 巻4 ・ー-

E古心地がよ く 疲 れ な い 、 耐 隠 粍 性 は極 め て 優 秀 、 色 彩 優美 、

手 入れ は水 拭 き で よ く 消 潔 ・経 済的 、 暑気 ・寒 気 ・3車品 ・油

脂 等 に変 質 しな い。

ｩ ロｾリウ ｲｾ

』ーロW イルl

最 高 級 ビ ニ ー ル タ イ ル

(尺角) 30:  3cm x  30.3c mx  2  m m  

ジヤス ベ 12色

⑩ 
川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

!1i，古n m飾 院 本Inllq .，木町 5 4 1t! t，H.)1出 (69) )946- 9  

会 国 有 名 内 民 r :t IHI Tに 御 照会下 さ い 。

カタログ進 呈
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(京 都 支 部)

米 太 郎 氏 ( 京都市管財局住宅営繕l l ! bD

武 司 君 (岡野組札長)

市 朗 君 {仁F紅 蹴 社長)

( 兵 庫 支 部)

:J i・ 一 信 君 (石井建材社長)

藤 太 郎 君 ( 加藤建築事務所長)

山 正 明 君 (神戸市建築課長)

Z注 文 雄 君 ( 兵庫県建築課長)

( 東 海 支 部)

正 夫 君{ 染木建設社長)

l協 君( 文部省名古屋工事々君臨所長)

(九 州 支 部)

お1次 郎 君 ( 黒木工費臨取締役会長)

与 荘 君 { 福岡』騒築士会々良)

( 和歌山 2名 ・中国 4名未定)

昭和34年 3 月初 日

せ

なお各支郎選 ;1¥の評議員は下記のブj が当選せられまし

た。

佐々木

岡 野

仁 張

り知お選当員

UH初3H I'- 2 凡26 Ll lm会の通常総会において監事 1 ｾ，な

らびに3平議員35:y，の選挙を執行いたし ま したと乙ろ，下

記の方 々がそれぞれ当選せら れ ました。

監 事 ( 1 ｾ ， Ｉ＠

田 辺 信 君 ( 大林組副社長〉

本部所属評議員 ( 35Z' ，・部門別50音Jl m

議評び並事監

石

加

P

M

千

木

村

木

日本ffi 築協会社 団法人

参 考

昭和34年度留任監事 ・評議員氏名

監 事

評議員

( 技術)

木村 博己君

国 公 初 夫 君

竹中 米造君

元木 貞次君

山 本 利 雄 君

(綜合)

青柳 貞|並君

杉 本 寛 治 君

矢野 豊作君

e電気)

浅 海 正 雄 君

( 令工)

菅野

( 建材)

尾 崎 博一君 柏原

鈴木 松雄君 戸谷

脇1. 1 静 夫 君

( 兵庫)

森 図 版次君

(京都)

高 橋 政 吉 君

( 和歌山)

井 崎 梁 次 君

( 50割 以)

宮脇

担:;t 蔵 君

染

酋

集

薄

良選手君

r-S文 君

彩 君

茂 君

坂 本 広 吉 君

西村 忠 二 君

吉 本 一 夫 君

諸 君

喜作君

邦彦君

内

品

本

音

竹

村

山

幾 男 君

義一君

善 雄 君

孝雄君

石丸 正 名 君

七尾 健 三君

山 口 吾 郎 君

鳴尾

竹中

幸町谷

松 井

晴美君

内

本

場

田

坂

滝

馬

森

清 次 君

高 須 洪 一 郎 君

国光君

周円君

治 司 君

禎二君

中元

山田

瀬村

栄 君

主主. 見

池 田

須 賀

上

総

元

岡

本

(技 術 部 門)

清 君( 日本生命相互保険不動産管理課)

三 君( 今宮工業高佼教諭)

隆 君( 府建築部指導ll!防災強度係長)

夫 君 ( 近a開通時五E築部)

宏 君( 大成建設大阪支底設計主任)

君( 堺市砲築深良)

彦 君 ( ひぢり座長E制 E必所長)

郎 君( 大阪市大剖工学部)

茂 君( 近1&地方建設局計画訓!反)

静 夫 君 ( 東 洋 レ ーヨン胞設部}

正 雄 君 ( 大 阪建築( j l 1Jl 所}

定 男 君( 平間建築構造研究所長)

敬 誠 君( 点畑建策m必所取締役)

( 綜 合 部 門 )

芳 雄 君 ( 大林組l!J. U，取締役)

逸 雄 君 (函館建設関西支脳次長}

秋 則 君( 鴻池組常窃取締役)

iJjj¥兵衛 君( 怯村組常f6取締役)

啓 太 郎 君 ( 消水建設大阪支J . ! i 次長)

宗 治 君( 大成建設大阪支広建築工事係長)

季 雄 君( 鹿島建設大阪支広建策部次長)

謹 次 君 { 木 村 工弱所社長}

朝 男 君 { 申辺組社長)

( 電 気 部 門)

JU母 君 ( 中央電気工業社長)

男 君( 工雌低気社長)

三 君 ( 三湖 沼気土木社長)

( 管 工 部 門)

政 一 君( 昭和副 司工業大阪支自民)

英 太 郎 君 ( 三織工業大阪支広長}

栄 一 君 { 須賀工業営業部長)

( 建 材 部 門)

武 雄 君 ( 中 央建材社長)

長 太 郎 君( 大阪耐ボード社長)

熊 雄 君 ( 岩 元 工 業社長)

雅 秋 君 ( 内田商会社長)

末 蔵 君 ( ツパ メ建材社長)

正 太 郎 君 ( アスニュー工業社長)

二 郎 君 ( サン エス石育大阪営業所臥

石 川

乾 亮

斧 出 正

加 藤 毅

佐 久 間

島 田

玉 置

手 塚

中 原

中 村

長 回

平 田

部ij )11  

玉

売

{言

五十嵐

脇 原

加 藤

川 勝

島 田

中 川

若 林

木 村

中 道

:t 

村

藤

野

今

工

助

上

井

伊

岩

内

橋

原

村
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昭 和 34 年 度 役 員 選 任

任

昭和34年 3 月24 日の定時評議員会において，副会長 1 ;名，理事16名の

改選を行い，下記のとおりそれぞれ選任さ れましたので 乙乙 iζ 会告いた

します。

選員役度年34 和昭

:t 

任

君

君

君

君

君

君

君

君

君

君

君

君

君

君

助

三

郎

方

次

郎

留

尾 崎 久

東 畑 謙

伊 東 五

河 東 義

塚本ｾ

深 尾 実

奥 島 正

主主沼 猪 之 吉

松 村 雄 吉

栗 原 信 虎

佐 藤 太

菅 野 栄

青 木 友

向 井 保 晴

任

君

君

君

君

君

君

君

君

君

君

君

君

君

君

君

君

君

君

君

新

鴻 j也 藤

諌 早 信 夫

岩 崎 甚 太 郎

小 林 清 周

越 田 正 勝

田 中 f皇 太 郎

小 栗 賛 吾

大 林 芳 郎

銭 高 輝 之

竹 中 錬

藤 木 正

山 本 竜 太 郎

菅 谷 三 郎

知 見 義 夫

金 光 五 郎

佐 々 木 米 太 郎

設 楽 貞 三

評議員会議長 青 柳 貞 世

岡 高IJ 議長 滝 本 義

昭和34年 4 月 1 日

会 長

副 会 長

理 事

.  
日 本 建 築 協 会社団法人

近織建築会館設立資金

借入金の一部抽銭償還

近館建築会館設立資金借入金の一部抽範償還

近畿建築会館の設立K ついては，関係者から乙れが資金を借入いたし

ておりますが，昨年から乙の借入金の一部納銭償還を行っております。

3 月24 日の定時評議員会終了後， 評議員諸氏列席の下1( ，桝会館運営委員

長の手で本年 度の抗 ｉ ｪ ｾ 読を行いまし た結果下記のとおり当選し償還が決定

いた しましたから乙乙 K 会告申し上げます。

記

20 ，000 

20 ，000  

10 ，000  

80 ，000  

5 ，000  

30 ，000  

200 ，000 

40 ，000 

10 ，000 

100 ，000  

515，000 

株 式 会 社 藤 本 組

株 式 会 社 盛 工 務 庖

株 式 会 社 大 ｪ｛ｾｾ＠ 組

株 式 会 社 間 組 大 阪 支 庖

株 式 会 社 田 中 組

志 垣 正 次

株式会社 大 林 組

大日本土木株式会 社 大 阪 支 庖

株式会 社 水 閣 総

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

合 計

No.  157  

179 

93 

143  

84  

76 

32  

94  

173 

128 

"  

"  

"  

"  

"  

11 

11 
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4 月
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| 会 と 催 |

明 治 製 菓 K. K. 大 阪 工 場 見 学 会

1  . と き 4 月21 日( 火〕午後 2 1時( 集合) - 4 1時30分 (解散)

1. 集合所 国 屯 儲 作 富 田 駅 北 口

1. 見 学 1 ) 操 業 中 の ビ ス ケ ッ ト 工 場 午 後 2 11寺10分- 3 11寺

2  ) 工事中のチョコレート工湯午後 3 時一 4 時30分

チョコレート工場建物概要

設計監理 日建設計ー工務 K. K.  

施 工 K.K 大 林 組

R.C造 Ｑ 部地下室附 ・ Ｒ ｾ 階建Ｈ特 ｬζ ｰ .S.C 架設状況

見学) 延 2，230坪

第 8 回 建 材 工 場 見 学 会

大 阪 金 属 工 業 K. K. 堺 製 作 所 見 学 会

1. と き 4月23日( 木〉午後 1 時( 集合) - 5 1時( 解散)

1. 集会所 本 会 前

1. 申 込 往復ハガキで 11 日までにお申込み下さい。抽せん lζ より参

加者 (70名) を決定し，お知らせします。

1  .  行 程 本会前 (13時) 発ー( 大阪金属工業 K.K. ど提供の貸切パ

スを利用〉 →大阪金属工業 K.K. 堺製作所ー (工場見学 ・

懇談) → ( 貸切パス) →大阪駅西口 ( 17時〉解散。

大 阪 金 属 工 業K.K. … .. .・ H ・.. 代表的な製品 H ダイキン冷凍機 M は従来 の

アンモ ニヤ冷凍機1[. かわるものとして，ダイフロンガスの研究ととも

わが国において最古の歴史と優秀なる技術と性能を誇るフレ1[" オン

式冷凍機であり，堺製作所で製造されている。

最近，わが国における冷凍機工業の発展は飛躍的に拡大し，冷凍，

冷却，冷蔵装置はもとより温湿度調整，恒温恒湿装置，冷暖房装置，

脱湿装置，超低温装置，クレーンキャブク ーラ，ヒートポンプ式冷泉

加熱装置，電気冷蔵庫，自動車用冷房装置など，あらゆる方面に応用

されている。

中速単働竪型圧縮機の製作ととも lζ ，高速多気筒圧縮機も製作して

いる。また密閉裂圧縮機の完成によりパッケイジドエヤコンデ ィショ

ナーは，従来に見られなかった性能を有し，騒音，振動は皆無，美麗

な体裁と相ま って据付取扱いが非常K 簡単で・ある。

主な製品名は，大型 ・小型冷凍機，ウインドクーラ ー，ヒートポン

プ式エヤコン，静電集塵装置付エヤコン，空冷式エヤコン，クーリン

グタワー，キャプク ーラー，等多数の品種がある。



春 の 桂， 修 学 院 離 宮 見 学 会

恒例の離宮' 見学会を催しますから 何本申込方法を熟読の上お申込み下

さい。参加者は却lせん lこより決定いたします。 なお今回より桂離宮は 1

級建築士の資格者のみとなり ましたのでご了示願います。

申 込 方 法

(  1  Ｉ 申込み は往復ハガ、キの み と し ，希望の南 ｬ ｦ，白 ｾ Ｑ カ所 ｬ 乙限る 。

( 2 ) 予定人員 住離' 白 30f ， 修学院離' 凶 50名

( 3 ) 〆 切 4 月15 1:1 ( 当U の消印作効)

( 4 ) 見学予定目 玉月初ー中旬

( 5 ) 申込ハガキに記載の事項 。) ご希望書住吉 1 カ所名 b) 氏名

c) 年 'I i d) 勤務先お よび役職れ e) 現住所

( 註) 桂離'自 の申込は 1 級建築士に かぎります。

. d.  

ヨコE

告 ｾ Ｔ

桂， 修 学 院 離 宮 見 学 会

本 会 後 援 の 新 建 材 展 示 会 開 催 l  新 建 材 展 示 会

1. 名 称 新 建 材 展 示 会

1. 主 催 株 式 会 社 関 西 原 木 市 場

大阪木材センタ ー協同組合

1. 場 所 大 阪 木 材セ ンター

大阪市浪速区久保吉町 1248

1. 期 間 3 月16 日一一- 4 月15 日

1.  展 示 品 「壁面と床」用の建材 (C限定

1. 後 援大阪府， 市， 遜産局，本会その他

日 本 学 術 会 議 第 5 期 会 員 選 挙 に 闘 し

本年は日本学術会議会員改選の年に当り，来る 11 月20 日に従前のとお

り通信によっ て選挙が行われます。

乙の選挙で選挙し，または選挙されるためには， 日本学術会議事務局

iζ 備えた有権者名簿 lζ 登録されなければなりません。会員多数の方の登

録を期待申し上げます。

なお，乙のたび日本学術会議会員選挙規則の一部が改正されましたか

らど注意昨夏います。詳細は本会事務局にど! 照会下さい。

登録カードの提出: 5月 8日まで

登録カ ー ドの記入の業絞 lζ 証明を必要とするときは本会 (Cおい

て致します。

y  
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建 築 写 真 コ ン ク ー ル

Y  

.  

第 4 回 建 築 写 真 コ ン ク ー ル

( 入 選 作 品 で 「建 築 と 社 会」 の 表 紙 を 飾 る 写 真 コ ン ク ー ル〉

建築写真 コンク ールも今回で 4 回を依す乙とに なり ました。 乙ん回は

入選作品を「建築と社会」の表紙に使用していただく ζ とに なり， 意義

ある写真コンク ーJ レに なる乙乙と存じます。主J' HI は従来通 りであ りま

す。恋って ご応募下さい。

第 4回 建 築 写 真 コ ン ク ー ル 募 集 規 定

(1) 主 題 建築に関連のあるもの ( 建築を中心にしてかも しださ

れたもの)

(2) 応募資格 日本建築協会々員IC限る

(3) 大 き さ 四ツ切版以上， ( カラーの場合は自由) 応募点数は制

限しないが未発表のもの

件) 〆 切 昭和34年 6月30日 ただ し当日の消印 あるものは有効

俗) 入選者の数並に賞

入選者10名に 日本建築協会:l.'.i: ( 記念品 ・賀状) および

富士フィ ルム賞 (富士賞) を贈る。

(6) 審 査 員 (順不同) 5 名

森 忠 一 氏 ( 村野森建築事務所)

政 間 基 次 氏 ( K. K .松村組)

恒 成 ー 訓 氏 (つねなりすた じお)

多比 良 敏 雄 氏 ( タイ ラホート )

および後援者より 1 名

(7)  入選発表 本人 lζ 通知する外「建築と社会」に入選者氏名を発表

する。

入選作品は「建築と社会J 表紙κ 使用並陀誌上に掲載

する。また適当 な場所で展示公開する。

(8) そ の 他 μ) 応募作品は希望者のみ返却す る。

(ロ) 応募写其の裏面lζ は暗号( 文字 lζ 限る〉を附 し別

ICI暗号，撮影場所， 日時，データ，住所，氏名を

明記 した紙版を密封し，封書表面lζ は暗号のみを

記入するとと。

例 入選作品は公表する以前に他で発表する乙とは 出

来ない。

F)  入選作品を編集し本会で出版する場合の版権は本

会IC帰属する。

(9) 送 り 先 大阪市東区北浜 3 丁目 37

日本建築協会建築写真 コンク ール係

後援 富士写真 フィルム株式会社



青 年 建 築 家 の す い せ ん に つ い て

ノド会誌「建築と社会J 7 月号は， i青年建築家特集号」として企画し

ておりますが，青年延築家をとすいせん下さる協合は，別掲の「青年建

築家のみなさまへ」をど参照の上，下記の要領でごすいせん下さい。

① すいせん用紙 ｬζ 記入の上，編集委員会背年ＧＮｾ築家特集号係までお

送り下さい。ただし，すいせん用紙は，同係に備えてありますから，切

手llMl の返イ言封筒を同封の上，ど請求下さい。

① すいせんは 1人 1沢にかぎります。

① すいせん期 U は来る 4 月20 日までとします。

なお，参考までにいままでに掲載された青年建築家を下記IC掲げまし

た。

青年建築家特集号に掲載 された青年建築家

日本ｾ築協会編集委員会

第 1 回

自 家 宏 司 . 0:( 家主1 ! 築設計事務所)

坂 田 J < 郎 (Jlllil 所)

今 丙 茂 雄 ( 今 丙 デ ザ イ ンノレーム)

三 回 一 男 ( =: 閏u ! 築設計事務所)

渡辺納己( 大阪市住宅i I ¥設課)

森 下 紡 良 ( K K大林組)

平 生 舜 ー (K K竹中工務応)

長 谷 川 元 郎 ( 東 却l総築事fh所)

吉 田 降 一 ( "  )  

松村俊三Ｈ足立敷レイヨン ｬｬｾ 繕ＤＩ

稲 葉 税 明 ( 約 水 建 設K K)

Ji" 1I1 光 生 ( 近 畿 地m

宮 武 保 義 ( 消 水m宜K K)

小 林 館( 建築 tl ! 代)

小林l l l ! 太( "  )  

近 藤 Jモ志( 村野森辺築τ1I務所)

太 聞 伝一郎( ! R 公々社)

( 昭和29年 6月号より)

第 2 固

鈴 木 英 夫 (r. j ! 畑建築事務所)

梅 田 孝 治 { 近 畿 地 建 )

浜 田 和 夫 ( 沼 々 公 社 )

成 田 竺儲 夫 ( 三鹿沼築!Jl lil 所)

議袋公明( 日建設計工l i I K K)

佐久間 宏( 大成主1 ! ;投K K)

高 指 則 夫 (K K竹 Ij 1工務院)

節 団 ii'l ( 安井越築設計事務所)

栄 木 一 成 (K K大林組)

加藤碑治( 消水' l ! 投K K)

( 昭和305手6 対号より)

第 3 固

{ 七回栄次郎( 点畑正E策事務所)

石中速夫Ｈ大阪泡築モ ｾｉｦｨ 所Ｉ

井 上 i晶 ( ρ  )  

嶋 村 隆 次 ( 大 成 建 設K K)

小 阿 敏 哲 ( 中 間 四 岡 地 建 )

八 木 彰 ( ρ )

吉 岡 常 雌 (K K大林組)

内 藤 誠 列 ( ー座主1 ! 策事務所)

1耳 石 秀 夫 ( K K竹中工務院)

j J 武 利 夫 ( 約 水 政 投K K)

ow，有131
f
l' 6 月サよ り)

第4 回

市 川 ｾＨ東畑建築 Ｇｊｊ 窃所Ｉ

三 川 栄 吉 ( 兵 同I県営給源)

山本符縦Ｈ依田平間強調ｾＧｊｬ ｦｨ 所Ｉ

陶 村 功( 清水建設K K)
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一一 「建築と社会j 1959年 7月号

「青年建築家特集号 j 企画一一-

まさ年 建 築 家 の み な

三 邑

同

れ1:0:と ーl 夫lこみ ちた育4ド必築家のために， I建築と社会 J 7  J=J号 を 恒

例のとおり 「背" 111築家特集号」 として編集する 乙ととなりました。

ＭＱ ｾ Ｑ， Ｑ は従来の背 Ｑ， Ｑ 建築家特集 ‘ 新 人特集 Ｈ ＱＱ 日和 ＲＹ Ｑ， ＱＧＭ Ｎ 3011'- .  311， 1' .， 32 

1， 1'. ， ＳＳ Ｑ， ｮ の冴ｾ 6  "1自に当ります。

ねがわ くば，つ ぎの規定により 2 ふ る って応募されんことを ./

、4

定

1  応募される人は， 35才ぐらいまでの育I ，f 往築家で，本会会員にかさ

ります。

規募応

2. な るべ く仰せ ん者を. i i l l してJ ，E、41されん 乙とを希望しますが，その打i

せん- ( ' i ' の見当 らない人は，直後当編集委日公におけ 1;1' ，下されば，その

任務を代行いたします。

事ヰ資出提

(  i  ) 本人の: 写 μ ，氏づノ1 ・つ れ1， 1'. • 最終学 ｬｅ Ｍ ｊ 主 ｊ Ｎｬｦ .  1' 1 品目KJJ 王cfl'; p  11に)

(  ii ) 実 施作品の場合

共同設 ｾｮ によるＱＧ Ｑ 品 で も可 。

o.  f!¥l' lljj なる写点

b  プ ラン( 黒インキンク)

概' ! . t ( 所在地 ・設 JI 施工- ( ' i i ' ，・mi決 ・坪数 ・工 JUI • _L '!.tf_1上)

設計者 と しての乙とば ( 400字ていど)d  ， 

( iii ) デスクプランの場合

'よ施に い た らず ，UL上にとII もれているデスク プ ランでも，アイ テ

アでも lリ。

モ ピ乙 ｾを Ｔｅ 示する資料 Ｈ パース， フ ラン ， li 下創11凶なと)

その2誌の概説 ( 1000字てい ど)

。

b  

( iv) 建築評論の場合

建築 lζ 関述した評論でも可。

枚数400字詰原町: ，用紙20枚以内( スリ 上り 3頁- 4 頁予定〕

IIWffl 34"f 5  Ｉｾ＠ 15 LI までに必芯ねがいます。間期出提

掲載権およびデ ィスプ レイは本委員会 lζ 一任ねがいます。

掲載の分Li : ，偽jl 主託、および規定の杭料をとii 上し ます。

大阪市東区北浜 3 - 37

日本建築協会編集委員会

青年建築家特集号係

先出提7.  

日本建築協会編集委員会社団法人

昭和34年 4月
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設 計 村 野 ・森 建 築 事 務 所

施 工 株式会社 大 林 組

4  



v  

、

夜 景

大 阪 新 歌 舞 伎 座

〆

用使

、
l
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う
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一

-

開

硝

ア

.

居

ド

f

b

ぺ

複

ト

hv

h

一
U

イ

L

モ

ラ

j

一

フ

ブ

サ

タ

"" 

① 81仮綴鶴子株式会社

5  



シヤタア工事 株式会社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商

ホーノレ村 。ノ'-，: }lH イi

株式会社 矢 橋 大 理 石 商 庖

. 6.  

=  

大 | 以 新 "政 1l)v. f交 州

v  



ノ( 19;( 新 "飲 知 {交 ドh

v  

カ ー ペ ッ ト・鍛 通 ・モケ ッ ト

住 ;工 織 物

客ｊＮｬ ｩ ｾ Ｇ

i土 品'1 ｾ有 子

稲 田 株

株

式

式

. d.  

τ'" 

. d.  

コz

社

ネ土



地 2 階 ポ ン プ 室

衛生設備 株式会社

タ イ ル 工 事

株 式 会 社 平

建 築 川 袋 飾 令 14

ホワイトブロンス.事2スクリーン

回

階 段 T nl ・I(ri 絡 f ・そ の 他 株式会社 上

晃 商

タ イ

. 6.  

=  

)(.， 

野 製 作 所

大 | 坂 新 歌 舞 伎 州

、，



大 | 波 新 歌 舞 伎 H'i

、

冷 暖 房 設 備 工 事

高 砂 熱 学 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

電 灯 動 力 工 事

株 式 会 社 大 阪 電 気 商 会 大 阪 暖 房 商 会

変 電 設 備 工 事

工 藤 電 気 株 式

. 6.  

=  
ネ土



大 阪 新 歌 舞 伎 座

'. 

銅 製 建 具 大 阪 建 材 工 業 株 式
L >ー

ココE
社

窯 業 セ メ ン 卜 大 阪 窯 業 セ メ ン 卜 株 式 会 社

生 コ ン ク り ー ト 大 阪 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社

10 

‘' 



- 圃圃圃・

住 宅 美 素 工 事 の 創 始 者

。 ビ ル デ イ ン ゲ の 洗 浄 工 事

。 建 物 外 塗 サ ン ド プ ラ ス ト 工 事

。 建 物 外 壁 各 種 吹 付 工 事

。 建 物 外 壁 シ リ コ ー ン 防 r.，水 工 事

。 月 極 め 清 掃 工 事

。 木 造 建 築 洗 浄 美 素 仕 上 工 事

、

戸庁業工棄美
株 式 会 社

電話@4938 ・5888 ・⑪8050大阪市東区瓦町二丁目 (三和ピル)

.  
、

近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

2 ートピ? 叩

式 会 社

布 施 (72) 8 3  9 1ft  

東京 (866) 3051- 2 1ft 

上枠・上 l蒜 下枠 ・下 扉

Ｈ ピポ ッ ト ・ヒ ン ヂ 持 出 し吊 り 雪 ｾ Ｉ

(カ タログ御入用の節iは御申込下 さい )

製 造 元

敷 島 金 物 株

布 地 市 償 沼田T 1 丁目 4 6 番 地 itI;活

* 京都千代田区 神田和 j込町 1 ノ11 ilt 話

( 中心吊 自由開 型)



務議ノ

・ プ・・デ n ン カ ~

東レナイロン級車王・鍛通は100%スパン

ナイロン糸を使用したもので・摩擦に強く

・弾力性に富み・吸盤性が少なく

・虫の害を全く受けません

級車毛・鍛通

乙のほか価格低廉な ＱＰＰ ｾ ぢレーヨ γ による

東レカーペ ットも好評を博しております

東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社

， 

発売元( 株) 泉 商 会

新

ま

.  

， 

ｾ＠， 

し い 塗 料 か

れ る 新 し い

ら 生

環 境

コ ン ク リ ー ト ・モ ル タ J レ・プ ラ ス タ ー ・木 材 ・金 属

紙 ・繊 維 ・皮 革 ・そ の他 あ ら ゆ る 材 料 に 深 さと 魅 力

を与える高分子粒子状多彩塗料

米 国特許 No. 2，591，904 

英 国特許 No. 760，605 

日本特許 No. 231，698 

ヲラヨート開S ペイント

大阪市東区伏見町 5 丁目 27 - カタ ログ御希望の方は当社宣伝課迄御申付け下さい。



様 式 ・ デ ザ イ ン 特 集

表 紙 デチイン 村 足 首と

写真はｽＧｾＴＺ博行 ｌ｜Ｚ 0 )  1' 1品ならびに ;11 凶l

Z長。

建 築 と 社 会

第 4 0 集 ・ 第 4 号

売 価 1 部 1 8 0 I司・送料共

昭 和 3 4 年 4 月 2 0 日 印 刷

昭 和 3 4 年 4 月 2 5 日 発 行

発 行 所 社 団 法 人 日 本姥策協会

大 阪 市 東 区 北 浜 3丁 目 37

電話 北 浜 @9648・9649・9640番

綴 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

発 行 人 沖 f l I 誠 一

編 集 人 松 井 附 光

印 刷 所 抹 式 会 社 研 文 字上

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6  

電 話 @ 2 0 9 1 - 3 番

印 刷 者 網 野 栄

建 築 と 社 会

4  
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Ｍｅ ヨｾ・ ｅ 置置雪・

日 本 の 建 築 近 代 性 大 倉 三 郎

M 日本文化のfl 認識 m という課題が，最近また ， しかし切実に浮び上 ってきた 。海外との交流

が活発になるにつれ，他との相異や共通性 l乙直前l して 、自己省察しよう という気配も滋い。国際

ネ| 会の民族主義的な潮流が，共布を呼びかける声も ，機迎とな っていよう 。かくて。日本的性格 M

M 世界と日本仰が改めて問われるのも ， どく自然な 形であろう 。 しかし ， 日本的とい っても ，現

代を動かす主役が近代性である以上，その限を通 して，われらの足ドを注視す るものである ζ と

は当然である 。

では ，近代建築における 日本的なもの とは， 一休何であろうか。建築が現代の機能や構造に立

脚 し，国際共通の 言葉を話す以上，そとには英語 ，フランス語 と日本語とい ったほどの違いはな

い。 しかし ，その同じffli や形，色からの受取り方は ， またそれ以上に創造而においては ，民族性

やその感性の伝統によ って，かなり違 った ものがあると思われる 。 日本語はやはり日本の生活 に

つなが っているのである 。極端ないい方をすれば，純粋1m色な近代性 というものは ，現実にはあ

り併ない といえよう 。

ある画家の述懐に ，滞欧 '1' の作は他の作品と違 ったものができる ，日 本 l乙帰 って揃 くとタッチ

が自然に変ってしまう ， という話を惜h' た ζ とがある 。それは身近かな生活のふるまいや感じが，

作品の 中K 自らしみ込んでくるからであろ う。同 じ建築の機能性と いっ て も，その見方，扱い方

には ， 日本の土や香りを通じて ，西欧とは自ら違 った ものが，し み出るはずである 。 リチャ ーズ

の つl寺と所と目的との有機的個別性に関す るH ものなのであるが， しかし ，それは機能の性格で

はなく ，むしろ 普遍的 な機能の受けとり方 lζ おける日本的姿勢 というべきもの 。つまりは物心両

T:fii を含む日本文化のあり方，その生活のニ ュアンスに依存するものである 。機能をば ，普遍固定

と考えるところでは ，純以な機能性はち っ息され，機能主義的な 形式一遍倒 lζ 落ちてしまう 。い

ま， 乙乙 lζ あるべき生活機能は ，すなおに具象化されて ，生きた形式表現 となるであろう 。

展覧会を見て ， 日本匝|と洋画との区別は ，ただ絵の具の違いだけだ，と いう 批評を聞いた。 な

るほど洋画という 言梨が，今 lζ 通用しているのが，おかしいといえ ばいえる 。 しかし絵の只 と発

想は別 々のものではない ，深くからみあ っている 。鉄筋コンク リー トで木造の組プj を形づくると

と，それ自身は構法の可能性を示しているに外ならない 。そこでは材料は ただの手段 K 過き‘ なく

なる 。材料や椛法は手段か ら出発してはいるが，それが似j きを与えられる 11与，それ自身の性絡に

応じて ，呼吸する肉体となり顔付きとなる 。絵の具がその rl-' fC生きているのである 。 また ，地 iti

をば ，ただの手段として見ると ζ ろでは ，対象は知的にのみ認識され分析され，征服した物，突

きはなして作 った衣われに過ぎなくなる 。構造主義の冷たい落穴がそこ lζ ある 。桃iiJi は征服する

のでなく ，その '1' fC入り込み，そのもの となってともに表れる仕組み，そ乙fC 日本的椛ji! iの源流

がある 。ゼムパーは川Y ; j s象徴 かと形容 した が，そ ζ にはまだ対象を客体化 して見る西欧的 な残

浮がある 。主容が一体 とな ってリズ ムlζ 乗る境地， しか し呪夫否定ではな く，む しろ肖定的民間

としての 日本的 レアノレなのである 。

いま日本文化の衣 Ｉｾ ｩ は複雑混乱している 。 その流動する多様性の 中 から ， 発ＩｬＨ的な 俊性 を ， た

くましい 日本的底流をば，近代性の 中lζ 引出す必要がある 。現代の創造志欲に内から働きかける

もの ，オクトの w 内的な必然性から作らるべきもの' がそれである 。むしろ ，作られるものでは

なく ，自ら成るものなのである 。それは前進的な姿勢において ，現実を見つめる 11寺，内 に自らし

み出るもの ，且[ J ち日本的感覚の教養 lζ 帰す るものである 。

(茸l f，. 本会京都支部長 ・J;t 伺iユ. <，繊維ブ学教綬)

.・， 



置 大 阪 i I i 南 区 難 波 新 地 5 の 59

期 間 有I 32 年 11 月 12 n 起 ユ

昭 和 33 年 10 月 30 n 竣 工

敷地面積 2， 2  7  3， 7  m 2  6  8  9.  0 坪

建築面積 1. 9  9  3. 2  6  0  4. 0 伴

延床面積 1  1， 0  8  8. 0  3  3  6  O.  0 呼

j也 2 附・ 8  0  1. 2  2  4  2.  8 呼

地 l 階 1. 6  0  6.  8  4  8  6. 9  If-

l 附 1，9  4  2.  7  5  8  8.  7 坪

中 2 階 3 6  8. 3  1  1  1. 6 坪

2 階 1，9  2  3. 2  5  8  2.  8 坪

'1' 3 階 1 3.  9  4. 2  If-

3 階 9 2  O. 7  2  7  9. 0 野

4 階 1，0  5  4. 4  3  1  9.  5 郎

中 5 階 2 1  3.  2  6  4. 6 月'

5 階 9 9  O. 3  3  0  O. 1 坪

出 階 1  1  5.  5  3  5.  0  Ji1' 

構 造 地 下 2 隣 地 上 5 階

鉄 1t ，鉄筋コンクリート illi ，銅版J : l '

さ t:¥ty: 1  地盤より ｾｱＺ ，';lj 2 1 m  

3 1 m  

本企II 築It ，*' :J 2，∞0 名をj収容する敬持依劇喝な

らびに附属，光広 ，食堂のほか千土地興行本社

'li 務所を包合 L ，3，3ω 坪の床面紛争ヲ有する。

l 隣にはホワイエ ，食堂，パー . 茶3{. 2階以

上 4 階は劇場とし附段の他 4 l . l i のエス jJ ν ータ

ーをもって辿統している。 5 階は本剖事務司王と

し専用エ ν ベーターを市 L ，地下 l 防は食蛍，

光 ｨ Ａｩとし地下 Ｒ 防には ｮｬｾｻ 室 ・ 機械室を設けて

いる 。

斗装として ， 1階 iE而アーケ ドの性および壁

ifii は中国庫大PJ¥.fi ，側壁は特殊一九貼りとし ， 2  

階以上はそノレグル，ベ Y キ塗り ，ー・部特殊瓦貼

り。

JEi:面の側iui の 2 階以上には，コンクリート ブロ

y タ飾金物つまの勾闘をまわし ，窓には防音の

ためベアーガラスをはめ込んである。大 lilAfI ，

I. l l 破風，箱l l I ! は銅桜J : l ' ，飾金物付，! - ，ー部金箔

{ 上上. 床下はコ y 夕日ート打放のよベ Y キ仕上

げ。

内装として ， 1階ホワイエの叫ミは紙鍛敷 (_"r ，壁

ｬ 主ゾヲコート塗り ｦ 上上げ ， 独立討には大 ｾ ｉ ｜ 石

( 白玉) を貼り 7.:}1 の絡1111は間後照明入。食堂

の! 盟は一部鏡貼りとし，天井はベニヤ下地の上

こ特製織物貼。 2階以上にある品目rll 品内部の壁面

は桧ベニヤ貼り ，←lζ場の陥zの側壁11陣盟国をも

って飾り ，舞台の11[ 1は防火 ν ャッタ一世もって

仕切られている 。!とl凸のある桝形天引にして一

間Slf 色仕上げ。体はアス タイル貼り ，通路は級

椴Ｚ散き。 ｪ 也 下 大食 ｾ ［ ｴ ， 床アスタイノレ ， ｾ世ヲ＿コ

ート ，天JI ベニヤ j J : ，/，，/、ス貼りベ Y キ仕上。階

段宝吹t!<ホールは叫J 級綴敷き，笠白ラワ : y' ) ' 夕

日仕上，天井は桧ベニヤの上銀金箔ふり 。
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暦

わが| 司の併は( 能回忠売時土によると) fit 古 12 年

(604)  '1' 国府の j初111cIめまり，幾変i廷を経て明治 5 :(10  (  

'1872)  Ｑｬ Ｉｾ＠ 9  LI &1惜の認がJ とともに発布された太政官(Ii

Ｑ Ｑ ［ に「今般木陰Ａ符ヲ Ｉｪｾ i / 太陽! 符御頒行中111必l氏ニ f，j ・米ノレ十

ぺ) J  :， 11 ヲ以テ| リj 治六年一) J ' 1- 1ト被定候 'JU とあるの

がJJL1 j の! 轡であるが A れ.{{，.が1&りJ : げたのはこの踏のこ

とではなく ，ｊ 倍、 ￬ｴ すなわちＡ払 ｬｩＭの ｪ￬Ｚ｡ｾ についてである 。

， Ｇ￭ い Ｇ Ｑ ＧＱ 刈ではｪ，Ｇ ｾ ， ｪＮｪ ｲ 機種 ｬ 乙必要な＿ｩＮｬｬＮ象授ｼ時が吋 ｦ 王政治の重

要な部分であり ，"進i立佳i主; んだ科学f'判性'1ザ1: をもつj踏倍が存ず花Eしたが，

一|凶凶6凶山l刊』κζ は!段途F防劫I

が州lい凶l叫4はむしろf後灸手者者4寺. を多分; にζ 輸入してi厄t活ωtω帥k的灼l作?量鋒宇祭』にζ11 の Ift1 凶

をJ択j尺てuぶ〈なとど、の迷{ 信言が平安t帆列以降H討1羽和t泊lゆの今 lハl までで匂統き ，

Modern A r代chi t旬巴ctぬs もま fたこプJ 位の ，'il 正1JlllWJ' d t 上総な

との祭紀の 1- 11[，( 1 乙煩わされている 。天文) 何航海l併告に仁l

'l; V生活の祝祭口 二 1I当筒、i雑ii i' iおよびi l':.I '1 j"I ，(の il 記は有

伝説であるが，イ"1 ら科学的似拠のないl幣ii の除去には建

築家がまず19!1l下するよう t込町するものである 。 (YK)

構 造 計 画 偶 感

以前は建築設計に構造計 i固というあ らたま った考えは

なか ったようだ。むしろ 一般設計者の計画iに従って，骨

組，剖部lj "i ，納まりなどを決める柿造計算を行う l' ;l&て村b

itj 凶作成のート泊のような役; 切りを演じていたに過ぎな

い。柄ii!ii 没， ij とi見場胞工の笠宮な結裂と経験を集結して

乙れをＩ ， ｾ跳としＮ :';' l41ζ 発展しつつある防災上の研究成

果を巧み l己保入れた構造η| 画という行為がな識的に為さ

れ始めたのはまだがI しいことである 。一般計画のE 要 な

分野として全体計闘をさえ左右するにまで主 っ た 推 移

で，段近は椛ji!i 級暴の評さえ閣かれるほどであるが，ブJ

学，材料学を汗; 去とし機造学，防災学などをその，HiillW;i

論として系統的に秘上け' てゆくあたり確かに大きい強l沫

といえよう 。 しかしながら，構造計聞はまだれ人の経験

とある: 1 ' ，' 伎の好みによ ったいわゆる名人芸に凶する乙と

が多いのも災↑ 15である 。地盤. M; 礎 ， ￯ｲ￻ ， ｬ ｾｭ 法など少 し

づっ明らかにな っ て 一 日もはやく建物を 全立体的 ｉｃｊｾ 似

"  

できないものだろうか。 ( Gy )  

数 魔 術の

つじつまの令わない乙とでも ，数字や公式をならべて

結論を山されると本当らしく思 ってしまう判官{ は，当も

ノ予も変らないようである 。J!!¥1JI
'
，; 命名デドロをへ乙 ませて

やろうとロ ν ア21怖が一人の数学おに命じて御前討論を

やらせたとき ，数学者が円頭』ζ IX+Y= Z ，1&にや1

'

は存す」

と切り IB したと乙ろ，デドロ先生は) ，¥: _ ; 答できずあわてて

退出したという逸話を数学のぶでみた記t . t¥がある 。l}i.代

も乙うした数式によるどまかしが，科学的という仮 lui を

かぶ って堂々と横行している 。建築技術の 1
11 況にもこう

した事例は多い。特にひとすぢ純では処5'!! しきれなしパ-

を対子にする場合などこの1 tiirilJ が越しし〉。 ボーリングを

やり名郡の |質試験を1j ない ，それに従米の経験をプラ

スして杭 Ｑ ｾ Ｑｌ負担 ｬ さすべきや Ｚｪ ｩｊｬをきめても，よほどの

ｽ［Ｎ先生でないかぎり説 ｪｾ ｊＩ ｊ はせれ Ｇ Ｐ と乙ろが ， 杭 Ｑｊ 公式

をもち，'B して ， 乙れ乙れしかじか放に乙の杭は ("P'uの，1史

的Iζ 耐えるとやると，かけ 11¥しの技術，fi でも対 l を納刊

させる乙とができる 。不思議な乙とである 。数式がでて

きたとさこそ， Jiilc つばをつけなければならな P O

(TH)  
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ａ を は物ｽＧｉｬ的 ｬζ は ｦ 提出遮断あるいは調節のＱｦ［ｻＭｾであり，

芸術的には表現の，? %l I iである 。 乙のいづれをも fl"i ill しす

ぎては論争の般になる乙とは ，今日まで多くの新Il f I 雑誌

' J ; l ' J I 乙現われた. i i l i りである 。

格の i 'j 動部分が; 念あるいは出入口の.院であ って，墜と

しての物 ｊＧ ｊＡＮ ＨｉＧｾＧＩ ｬＡぶには変りがないが ， 動くという条件は

大きい。

しかしサッ ν ュ や ｭＧｬ ζ 対する ｉｉＨ 内的な ｾＩｫ は Ａ時代とと

もにｽ［Ｎｾ、 ｋｾ［ 墜するのか ， 随分いろいろなのがみられる 。

，ＡＧ｜ｩ［主主義がす ッ ν ュ やＡ￯￭Ｉの ｕｾ 米のパランス 一 物ｊＧ ｬｩ ｴＧｬＺ ，

芸術判 ， 合 ｽｾｗｉＺ ， )IJ 進性，経済性，等々 ー に新しい解釈

を lJ えた*Aは認めねばならぬ。否定してはいかぬ。

しかし I!'¥j 業中義は分化するに j sいない。

し、かにパランスがかわ っても背犯と Irij じように姶築に

も" 5 I '<OO" が慾しいものだ。芸術的なものだけでなく物

} 型的な余飢も 。 (TR)
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大 阪 新 歌 舞 伎 座
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設 計 : 村 野 ・ 森 建 築 事 務 所

施 工 : 株 式 会 社 大 林 組

織 彫 : 恒 成 ー 鋼



大 阪 新 歌 舞 伎 座

大 阪 ・御 堂 筋

設 計 者 の こ と ぽ 村 野 経 吾

千 鳥 破 風 や 唐 破 IJ!. の あ る 建 物 な ど . 凡そ

吾 々 に は 異 質 の もの = 憾 に 思 わ れ 、 今 ま で

殺 富 十 す る 機 会 も あ り ま せ ん で し た が . や っ

て み て そ う で も な い と 思 い ま し た 。

f t 初 、松 尾 社 長 { 干 土 地 興 業株 式 会 社 )

は、 桃 山 風の もの を 引 っ て 貰 い た い と 希 望

さ れ ま し た 。 社 長 の 所 問 桃 山 風 と は 歌 舞

伎 調 の 事 だ と 思 わ れ . 名 古 壇 械 や 二 条 械 其

の 他 の 資 料 守 重 量 考 に し ま し た が . あ と は .

古 式 や 伝 統 に よ ら ず 自 由 に構 想 し ま し た 。

日野破風はど こ か に そ ダ ー ンな と こ ろ が あ り、

そ の 連 続 と 大 哩 恨 と の 組 合 せ と 云 っ た と こ

ろ を こ の 建 物 の 取 揖 い の 重 点 に し た の で す 。

勿 論 、 大 阪 と か 、 関 西 と か と 去 っ た 感 情 は 、

始 終 脳 裏 を は な れ な か っ た こ と は 当 然 で す e

廻 り 舞 台 は 歌 舞 伎 に つ き も の ， 械 に 思 わ

れ て い た の が 今 度 . 松 尾 社 長 の 英 断 に よ

っ て 全 部 r セ リa に 代 え られ、 f革か に 小

型 の 「ウ ワ ポ ン J 一 盆の 械 な 軽 い 廻 り 舞 台

ー を つ け る 外 は 全 郁 大 小 数 個 の 「セリ J の

作 用 で 舞 台 効 果 を あ げ る 仕 組 み に 代 え ら れ

る こ と に な っ た の で す 。 こ れ は . 歌 舞 伎の

舞 台 とし て は 非 常 な 変 化 を も た b し た こ と

に な り . そ の 結 果 r カ キ ワ リ J は 単 純 に

はり、 ?高 出 な どに も 変イ七が〈 る の で は な い

か と 思 わ れ ま す 。 社 長 の 意 見 t主、独 り、 舞

台 装 置 の こ と に と ゾ ま り ず 接 客 に 対 す る

心 の 配 り 方 li 勿 輪 、 家 具 や 敷 物 の 色 に 至 る

ま で 、 吾 々 と し て は . 凡 て . 未 知 の 世 界 だ

け に ‘ 建 物 の 隅 々 に 至 る ま で 海 透 し て . 教

え ら れ る と こ ろ が 宰 〈、 t げ 勉 強 を したと

思 っ て 感 謝 し て お り ま す 。

鬼 瓦 は 建 物 の ア 7 セ サ リ ー の 様 な も の で .

普 か ら 色 々 と 工 夫 き れ て 押 り ま す が 、 この

ilJ J ta に も 、 異色 あ る 鬼瓦 を つ け る こ と に な

りました 。 京都美大教揮辻音堂氏のｾであ

っ て 、 芝 居 の r 嘗 ( シ パ ラ ク) _j と 「鴨( ウ

ワナ リ) _j か 』 ヒ ン ト を 得 られ た も の で す 。

新 歌 舞 伎 座 の シ ン ボ ル に な る こ と ‘ 思いま

す 。 場 内 に は 、 豊 叉 、 新 制 作f品会 員事事池峰

志 画 f自 の 努 力 に よ っ て 、 桃 山 風 の 障 壁 画 を

以 て ‘ 桝 席 の パ y ク を 飾 る こ と に 致 し ま し

た。 ( 技 エ バ ン フ レ ン ト よ り 強 奪}

階 段 室 天 井 ・ 手 摺

エ ス カ レ ー タ で2 階へ昇る '

‘ー

型車 官E

一 階 ホ ワ イ エ

司害 時E



日 本 築建

キサ 田

ま え が き

ζ の主題( ただし般後の 2字を除く) をl U' fs 者から頂いた息 t!. ， ζ れ

は系人の Ｑ ＱＡ Ｑｉｬｬ Ｑｾｬｬ｣ｬｪ｡ むい ， 専門家だった らζ んは 判ったようで判 らない

国闘をつけるはずがなかろうと思った。 判 ら々 いという のは ， まず 円木

正s築 とある点である。 学問的にいって I I..f.: m築という 一つの型は考えに

くい。たとえば祭良時代の仏寺m築は， 型という概念から見れば，中国

系の主主築であって， 日本強築を代1i!. する型というわけに行かない。鎌倉

時代の円覚寺舎利殿とか箆町l時代の酬恩縄本当t のような郷宗主E築の場行

も，また悶織であって， 日本建築 という 概念からは速い。ちょっと ちえ

ると平安後期のまs築， とくに神社建策とか寝殿i宜などは ， いかにも 日本

建築 といってよい形のようである。 かりに それを採川す るとして，表阻

を見るとその源旅を述べよというのだかち閑る。 源流という以上は ， ど

ζ かに本家が' ，t ければはらはいが， そんな IIt り物が日本m築と呼ばれて

よいものだろうか。 寝殿造の屋叡のl目曲線とか丹自危などは ， 確かに中国

系組築の影響によるのだから， むしろそれらを除いに絞りの部分 E そ，

まる視の日本砲築， 正真正銘の日本政築というべきであろう。真の日本

犯築 ・ー 源流はどはいと私はいいたいく らいである。 強いて求めると すれ

ば，日本人の魂が源流ではないかときえ私は思っている 。

へ向くつは ζ れくらいにし て， きて仕1m者のと好惑を倣童話すれば， ζ  

の場合の日 本主主築という のは， たぶん日本内で造られたl . i ! 築というほど

の終い意味にすぎなかったのであろ う。 そうだとすれば， そのil!ili! f とい

うのは外来文化を挙け・よという意味になると思う。 それで私は， 結局 ζ

の表題を 「日本に伝来した国外のi i ! 築文化J r日本のまE築lこ影響を与え

た外来強策文化」 というような題目にすり かえて記述する E とにし た。

もちろん同外文化は一度だけではえよく， 大普から現( Eまでたえる ζ とな

く流れ E んでいるので， 日本起築というも のの 災体が時代時代で拠るは

ずであり ，記述は自然に時代頓にせき・るを III ないが， どの日本総築史で

も税明している訴をむ しかえすのは気がき かない乙と で， 私の性に合わ

むい。そ ζ であまり問題視されてい勾いが. 7! 11問題だというよう ' i 点

を走り科きして見ょう。

先 史 時 代 の 家

乙のごろの口木建築史では，先即時代の住居の復元図

として，円錐形または隅丸の方錐形の上lこ，外 ζ ろびの

切姿形をのせた屋根が，いきなり地上におかれた竪穴住

照を想定している。私な どが学生時代 [ζ は. 天地根元宮

造という江戸時代の大工の伝えが引用されるのを常とし

たが，それにくらべて非常な成長ぷりである。 しかし，

乙の場合lζ も白木国中のすべての住屑が，ど乙へいって

も同 じ形だと いう考え方が支配してい るのは，はなはだ

心もとない話である。現lζ 江戸時代までの民家の形を見

わたして見ても，それぞれ地方色があって，屋線の] 惨だ

けでも同一などといえないのは明らかであるω まして江

戸時代にくらべて交通不便だった先史時代に，長野県や

の 源 考雑;涜

=ム
d口 .as  

関東地方の家が奈良県の家と同形ばかりだったなどと‘

考えようがないくらいの乙とは誰でも肯定できょう。

最近，石原定、治さんが乙の点をついて，あんな大きr

切妥E量級の煙ぬきがし、たると 乙ろで使われたと考えるの

はよくない，煙ぬきのない家が普通だったのではないか

という趣旨を主張された( 民俗砲築23- 24号) のは疋しい。

同 じ:立味の乙とは早 く私もいっており ( 正鵠 史 研 究 ・京郎阪

1. 昭和25年) ，そして渋谷泰彦さんが美作の津山における

先史時代住宅の復元で，同地方の民家の屋根を参考にし

たのであった。

日本民族は天| 野ったんだという人があったら ，今日で

は気が狂ってるとしか批評されまい。と乙ろが臼木建築

史のこの部分の考え方には，多分! ( . それがあるのを桁摘

したい。私は白木民族の原人は大陸から渡ってきたと考

える。もちろん日本へ渡っ てきではじめて家を発明 した

のでははく，すでに大陸で経験した家をそのまま造った

に相逃なかろう 。そうすると大陸で見られる原始的な竪

穴住居を， いままでまるで参照しなかった欠点が少 しは

判りそうなものである。

北海道のアイヌは早く日本化して駄目だが，下向アイ

ヌや隣太アイヌが今年まで使っ ていた竪穴住府は， jl] 錐

形の泥屋根で媛ぬきはなかった。同様のものは 19 1佐紀末

までシベリア東北部，とくにカムチャッカ半品やアリュ

ーシア ン列島の原住民が用いていたし，アラスカをは じ

め北アメ リカ大陸のエスキモ 一族，北アメリカのインデ

ィアンの一部分なども使っ ていた。ただし円錐形屋根の

頂上に孔をあけて，媛ぬき兼出入口 にした場合はある。

それは積雪の多い地方では検の出入口が塞がれて使えな

くなる からである が，その場合lζ も切妻屋根を加えた例

はど乙にもない。

とれと同系で少し発達した家( 四角プランで方錐形の

尾根，低い壁) は朝鮮にもあるが，中国でも大脅は使っ

たものと見えて，揚子江以南のj災村 iζ おける氷J ! l ! が同系

であって，以前新潟県下の雪倉がほとんどそっくり同じ

であったのも興味ふかし、。以上のよう な諸例を見わたし

て，私は先史時代の竪穴住居の最初の型は，たぶん円錐

形系であったものと 推定 している。そしてそれは，かな

り永 く続いたはずであって，と乙ろによっ ては現在のわ

らぶき民家の尾根に反映していると思う 。東北地方や北

陣地方の民家の屋根は，ほぽ寄せ棟 IC . 近いものが普通で

21 



あって，切友を人; きくつける例はむしろ少なし、。同じ

よりｩｊＧＨ＿ｾよ、んが悶 ｩＱ ｊ ｾ ， ｾ 卜な との ｌＨ 家について述べてい

る。保守的な ｊｾ 民 ｾｕ ［Ｕだから ， それをもって遠古からの

流れと見ても大過なさそうに考えざるをえない。

荘、が大 ｉｬ ，ｾのＡ毘穴の諸例をもち ｕ ＱＱ して，上の よう な説を

述 べたのに対して ，村田ｾｽ ｾ はおもしろいが限界があると

ケチをつけた人がある。限界のない学説な どいうものは

まれにしかないもので，ケチをつけたど当人の学説だっ

て限界がないなど，口はぱ ったいととはいえまい。限界

がある乙とくらい知らない私ではな L、。しかし先史時代

のU 本原住民を考えるときにだけは. 私の考え方を無視

する説は，最初い った天降り的だと非難せざるをえな

い。私の説はど ζ までも起原[ こからむものであり，それ

が永く) 己をひくことを主張するだけである。

円$ffi J巴などの上に切妻をのせた尽線のj別立，円 ift 形系

と切妥系 との 2 f l J l の複合である。複合は切姿系が 11本へ

伝来して後! こ， 日本で成立したものであって，その時期

は先史時代のうちのよほど後であろうと私は思ってい

る。いきなり私のいわゆる複合形が現われたというよう

なコ考え方が Il 木建築史のどの本にも十分吟味をしない

で述べてあるのは，起原という問胞をまるで考えない誤

説としかいえまい。

原 史 時 代 の 家

高塚11寺代乙ろの住居になると， rrJ 錐] 彰系の上に切妻の

のる昆根，つまり入母屋屋根形の家が少なくとも近畿地

方で行なわれていた乙とは，証拠もあることだから，認

めてよい説である。ただしその場合にもその型しかな

かったかのように強く主張する説に. 私は同調できかj

ること 先述のとおりであり . むしろ円錐形系のfofi な々小

変化を考えに入れなければなるまいと思う。乙の時代に

n本的な砧築f生絡の基礎が形成されたらしく，それに対

しては続々と大l泣から建築文化が流入して影轡を勺えた

かと枇終するが. その具体的説明( 立科μ でない。とにか

く照穴住加のほかに壁，基壇，ベランダー， 2 階建てに

近いものまで1111i わった，佐味固有償から n1lt，こ鋭に見るよ

うなｾ築に淫したのは，一切当時の ｕ ＭＭＱ，人の独創に基く

というよりも噌先進文化を摂取したと考える方が合理的

だろうと思う。校倉風のものは埴科h ( はにわ) に少しも

現われない点から考えて， 伝来は意外におそいのだろ

う。hif 田市天宮の il 守瀬朝倉の官の朝倉が校: C I から発したれ

称だという説は，どうもいささか強弁にすぎる感じがす

るけれども( 故 ・足立成さんは朝合は地名で校合と無関

係だと t 張したが，朝倉という地名の起阪が校合をはじ

めて建てて異常ーであったの iζ 基くかも知れないー乙れま

でも否定するのは界易でないので) 案外，校合は雄田ちこ

ろに伝来したかも知れないとも想像する。いうまでもな

く，校余は早くから 南朝鮮で用いていたし，現了仁なお 11
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本にー孫 ｪ｛Ｈ いｊＮ ｴｾＡ 尚道の山 ＧＱＧ にあるのだかじ，それが Ｑ Ｗ 、 来

したことは| 分ありうると辺、う 。

大和G91廷の武力が何時，どうして1'1' びたのか不明であ

るけれども，朝鮮半島南端の任那 ( みまな) が 4 ， 5 世

紀ころ I-IA の領土であったことは事実である。任那地方

は米IJ 日発であって， '1' 国文化を最もおそく探り入れた土

地であるけれども， 11 ;; ド民族は任那を [1.1紋i也として，

自でもっとも高度だった平嬢の文化を吸収しようとし

た。:ifi 織というところは前漢の武帝が楽波郡治をおいて

以来，何| 世紀問も中国文化のもっとも有力な植民都市で

あったから司低文化の近隣民族のあ乙がれの的であっ

て， のちに高句麗が占領して，ついlζ 首都としたのも当

然である。平機 lこはもちろん早 くから 中間系の建築が現

われた乙とは淡式の瓦が発見されるのでも判る。京大考

i 'i学教宅の人迷が発掘した伊賀の古墳から . ':::' 1* の形が

線車 Ｑ Ｑ された家 ｝ｦｾｊ 砲翰 ｩ の断ＱＱＢを発見した ζ とは，まだ正式

な学術報告官ーが IL ¥ないけれども，非常に興味ある問題を

fii 供したものといってよい。埴輸の年代は 5 世紀 ζ ろら

しいが，それでも飛鳥時代をかなりさかのぼる。すなわ

ち巾同系の辺築文化さえ早く伝来していたらしいのであ

って，それはもちろん朝鮮半島から伝えられたものと，

一応認定して大過なかろうと思う 。

そうしてよよると ，雌聞各天王誌のとき綴閣をたてたという

' 1-1，1，苫紀J の紀' j C なども，外来文化の現われを示すも

のかと思う 。それにしても，まだ瓦が造られなかった ζ

とを思えば， '1.1同系の文化といっても ，ほんの一小部分の

校倣にとどまり，かなり縁遠いとさえいいたいくらいの

ものだったのだろう 。私は口木建築史を扱う場合に. 飛

九時代の仏寺に用いた中悶系建築[ こ対立するものとして

それ以前の控築を日本固有の系統と名づける乙とにして

いる 。 つまり， ζ の ｈ 寺代の建築を一括して回千 ｔｾｾ おとい

うのであるから，多くの点で大隆文化を受け入れたと主

張する1 ' 1説と，はなはだしい前後矛盾であるけれども .

回布としたのはほかによい文字が考え 11' ，せない結果にす

ぎないのと . この時代における中国系建築はまだその特

色を形成するまでの岐に達せず，むしろ大陸ｾｾ誌の諸袈

索が Ｑｉ ，Ｑ，ｾ築の形成の資料になったというような考え方

をとるならば，あえて固有といってもそれほど強くとが

めなてしなくてよいのではないかとも思うからである。

飛 鳥 時 代 の 諸 問 題

11 本m築史を私は，固有系と rt 悶系との 2 様式の対立

と融合との歴史として扱うことにしている。そしてその

中国系のl I - ¥現を どの建築史家も採用しておられるよう

に飛鳥時代におくことに 私も異議はないけれども ， し

かし飛，印l時代の開始j切を欽明天皇のときの仏教伝来とす

るのには反対したい。日本の仏寺でほんとうに 中国系建

築を探用しはじめたのは， 6  ' IiI:紀のfb，: iたちかく， 580 よ



りし i去の ことである。 i l 川、当紀| のち(.:r'{l. i' { 化司欽Ilj]

紀 ｉ ｟Ｇｴ ｾ 簡かｊＭＩ <:，よ し'( ，仏教 {L、米を欽Ilf J 7  ll. (  538)  

と是正した平子 ｓ 宇佐 ｕｾｴ またはそれに近い説が今 ＱＱ では

一般にとられているが，それとても「日本m= 紀J を中心

とした一つの伝説的記事にとどまり . li(i : 訊! のある言Iii とは

な、にはA 5 えられない。 もっとも傍しいのは 538 {I であっ

て. それでは百抗へ仏教が入った{I 代とほとんど同時と

いうことになり . 百済では仏教のYJ e ! t i を十分理解しない

うちに，たちまち日本へ流した乙とになる。さらに i n

木科紀 ｊ では欽明 ＱＳ ｻ ドと同 ｈ 寺に敏述 Ｑ Ｓ ｾｲＺ にも，よく似た

記事を掲げており どうも欽明のときにばかり限定でき

かねるように思う。そんな次第で仏教伝来の時期lがすで

に不敵定であるばかりかー仏ニ'，'j・-に '1' 同系が?寺弘 lこ入らな

かったとすれば. 仏教伝来 JUJ をも って飛，[ 11時代の開始と

すること自体が不 ｲｬ 然になるのはいうまでもない 。 ｾ築

史としてはど乙までも， ｾＳ 誌のｩｬｬｊ ｊ ｪ きが Ｇ� 心になるのは当

然である。したがって私は飛九時代を 6 i J l 紀末からの開

始とし，その終結を白鳳末期まで持って行乙うと思うが

言が長くなるから終結については議論しないでおく 。

i互作，飛鳥寺J : i . 1: が発掘されて伽藍配置に新例が加えら

れたのは，建築史の研究の上lこ大きな収獲だったが. 同

ｈ 与 にそれが百済ＨくだらＩの遺跡、に μ ず，コ ｼ 乙 ｩｪｬｬｾｈ 近の ｬｽｪ

イリlJ:fl ( 乙うくり) の、T担J:にのみ先例がある点が問題にな

ってきた。飛 ｬｾｴｮ 寺代の ｴｩ 瓦に高句麗系のある乙とは，早

く私が指摘し，その後にさらに玲細な紀jAがほかの学者

逮によって発表されているので，月IJ に不思議はないよう

であるが，しかし奈良の興福寺とか海竜王寺など少数の

例しかない中金堂 ・東西両金堂の仙11藍配置が，飛鳥寺に

さかのぼることによって. 同時代の高句麗に結びつくと

とろに価値がある。そして. 11木であまり旅行しなかっ

たゆえんも，百済系でなかった J誌にあるかもしれない。

ここで日本の学者が，案外見のがしている点を一つ指

摘しておこう。それは高句麗のような東西金堂をもっ配

置は，中国の宮殿，諸宗教建築はもちろん住宅にいたる

まで. もっとも一般的で若木ともいうべきものであるの

に反し，百済系ともいうべき四天王寺式の配置は. 中国

の宮殿のうちの一部分{ 乙見る程度で，中国の住宅ではむ

しろ時式とされているに過ぎない点である。それにもか

かわらず. 百済ではなぜ，略式ともいうべき配置ばかり

用いたのか，むしろ東西金堂のある配置があってしかる

べきなのになぜないのか，という疑問が今後の研究諜題

になってくる。あるいは中金堂ばかりの配置乙そ西成か

ら中間へ伝来した本質的なプランであって，東西金堂を

力nえるのは中国的プランの影轡だといえるかとも思うし

あるいは百済的配置は中国の南朝系，高句麗の配置は北

朝系という仮説が立てられる かもしれないが. 乙乙では

深く論じないでおこう。

法F草寺の金堂 ・王I. 1Jt主将 ・中門の様式の源流について，

政 ・問'J! f貞先生がi'i t，奇か らさらに '1' 岡市制にさかのぼる

よい j (J i ，1見合; J ¥ｾ Ｔ＠ したのLt. J t l ，リ!の火;物にr . t かり 1I i:・ iJ ニ

いでいた学界にとって，大変な悠ｾであって拶併はいま

なお絞いているが，残念ながら南朝の建築様式そのもの

が不明なので，仮説の実証ができかねる。夜、はそんなふ

うに巾一線式とよよないで，むしろ: ( q ) な々H与代の. f . l i な々株

式が出介したものであり. そのi J f 令は法隆寺で行なわれ

たのがあると同時に，朝鮮でも行なわれたと推定してい

る( 則前. :R21361}) 。只体的 lζ いえば， ，] ; ; 形斗秋の系統は

1 - 2 J l L 紀の後淡乙ろの綴式. J1Ll ご|は 5 1! i 紀後半- 6'llt 

紀前半の北線系様式. 1111線的な; 切り束は 6 世紀後半- 8

世紀の北斉 ｾ 庖の綴式である 。 このうち最後にあげたＧ， ｉＺｾ ｊ

り束は朝鮮 から伝わったか否か明 らかでなく. !J " 同の随

庇段式の前接的伝来かもしれない 。 問題はＧＺｔｉｊｦ ｾ Ｇｬ 棋であ

り. そんな7i い時代の機式が. どこで生き放っていたの

か，どん な経路で伝来したのか ｬｬｊ ら ないのだが，平 ｦ￞ｬｬ ｾ 付

近の去から内川省製の淡代の漆2誌が発侃される ζ と，雲

] 診斗w; 系のものは四川1 i の後漢l時代 ( 1 - 2 111.紀) の誌

の石鮫. J . i 1 ' 佳去にだけ見11' ，せる乙とを考えれば，楽彼女;

化でも雲形斗棋が存在したらしく想像され. 4'1仕紀はじ

め高句麗がＺ知良君 ＱＱ をｦｬｅ ｊｉ 日したとき，業 ｩ 良 ｾｎｉ の少なからざ

る中国人がl判の旧ょ'i .(s: JNI へ 逃 避 し そ の ct 国文化が誌に

なって百済が成立したよう なものだから， それであるい

は雲形斗似のような古式がまず楽淡に伝わり 、のち百済

に残存していたとすれば. 乙の難問題がすらすらと解け

るわけだが. 残念ながらこれも仮説の域を一歩も IP，な

。、
L

 

白 鳳 様 式 序 説

不用; 立に法| 咋寺械式を説きはじめてしまったが. 在、は

ｩｬ 、降、ケ再ＹｊＡ説をとる者であるから，いまの金 Ｑｾ 以下の ｬｩ

築を 670 - 710 . すなわち白鳳末期におく 。 したがって

その綴式は (1鳳様式といわなければならないが，私のヨ5・

えでは II 鳳綴式lこ2 系統あって. iJ.;! 海寺様式は IIJ 派[ 乙属

し. 1日派はいわゆる飛鳥綴式の伝統を保守していたとす

る、それで. 法隆寺綴式の諸要素のうちの少なからぬも

のが，飛鳥段式系と認めるわけである。内鳳株式の語ili流

は，

中国南北朝→高句麗 ・百済→飛鳥様式→門鳳In派

、 、
中国防府 ....... .. .. . ー・→門鳳新派

I1鳳時代にも者I1はあらまし飛鳥地方を中心としていた

ので，一般の口木史では内鳳時代を飛鳥時代のうちに入

れている。ijl 築史の場合もそれにしたがっておきたいが

械式の変化を豆視すととニつに区分した方が都合がよい

ので，私は従来の飛 Qを飛鳥前期 (1鳳を飛鳥後期と名

づけたい。もはや与えられた頁が尽きたので，飛鳥後JOJ

以後の請は次の険会にゆずろう。 (i.f.!京のB事館R て)

ＨＱ Ｑ｜手 ｾ Ｎ J}tlis大学名n教授)
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日 本 の 現 代 建 築 の 形 成 過 程 を め ぐ っ て

植民地建築から出発ー一明治初期一一

創造性の薄い折衷様式一一明治後期一 一

活発だった大正時代

分離派一一 個性の発端

構造派を始頭させた関東大震災

日本のデザインを変える外国雑誌

合理主義一一沈黙のデザイン

日本的なものの動きは自 動か他動か

日本人は幸福な便宜折衷屋

現 代 の 課 題 一一

毛ニユメンタル

デラックスかア ッといわす

新しい空間

2 月18 日( 火) 午後31侍- 6時 於 北 浜北 7)<

/1' ，席者 (11眠不同 ・敬称 略)

笹 川 季 男 ( 大成建設)

白 石 博 三 ( 京都工芸繊維大学)

西 山 卯 三 ( 京都大学)

光 安 義 光 ( 兵庫県庁)

鳥 回 家 弘 ( 神戸大学) 一一一 編集側

足 立 孝 ( 大阪大学) 一一 "

乙 のｾ談 会に対する 反論なり批判なりの

こ¥で; 兄を お寄せ下さ L、3
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鳥 回 ;;t三 U は皆線お忙しいととろをお集まり下さいま

してど「も 。ｾ は四月のデザイン特集弓のアンケー卜

で，現在活躍されている中堅作家，ζ ，考え方や作品の上

での転機をうかがっ ているのですが，それと併せて，今

日の座談会では 日本の近代控室長の形成過程を振り返った

上で，現在や今後の方向を採る手掛りを r-I由に話してい

ただければ幸いなのですが…・ ・・。まづ明治のはじめから

の建築界の動きが，いまから見ると ，どういう意味を持

っているだろうかというと乙ろからはじめていただきま

しょうか。

植民地建築から出発一一明治初期一一

足立 最初の区切りは，明治元年から明治20年位ま

で，その聞は大体外人ばかりがやっていたH寺代で，外国

技術をそのまま持っ て きていた。それ以後になると ， 日

本人が自分でや り出したので，大体明治20年頃が一つの

転換点だと思うのですが。

( 一同) そうですね。

足立 活躍した外人は一国とは限らぬのですが，まづ

英国系が主な流れではありませんか。

白石 そういう建築家をどういうふうにして日本へ呼

んできたのでしょうね。どういう人をどういう招き方で

呼んだかがまづ問題だと思うんですが・…- 。あの有名な

ムテジウスも， I古l うの文献を見ると ， 日本政府のおf r . ll い

建築家として， 11 木にやってきたようなのですが，その

状況が乙ちらでは全然分らないんですよ 。

鳥図 エンデかベツクマンだったか，本国で Ｑ ＺＺＱ本ｾ築

の紹介記事を普いていますね。しかし招約した人事の状

況はよく分らない。建築としては，地中海沿岸から印度

などの植民地建築のスタイルが日本 !Cたどりついたとい

うふうに思えるんですが目…・- 。日本人が学び出してから

本絡的なものがはじまる。

足立 とにかく世は文明開化で，凶欧のものをどんど

ん吸収した。乙れは日本人の特性でもあり ， 日本の文化

現象の一般ですが， その吸収の方向1(， 何か一つの主流

があったかどうか，私はとくにあったように思えないの

ですが。

白石 はじめは吹き放しが前面にある熱帯風的な木造

ですね。

笹川 日本で柏民地的な形でとっつき やすいのは，ま

づ木造で姥築材料的な考えからいうなら木材からはじま

って似瓦 ・石，それからコンクリートと次々に発以して

くるわ けですね。 そ乙で近代建築の株式の変選を決定す

るのは材料からくる要素が強く，様式より，ii j K 材料((.J:li !l

約を検討する必袋があるのじゃないだろうか。線式指だ

けでは一律にいえないのが近代性しゃないのだろうか。

鳥田 材料の発言が優先すると いうお- えは敵かにそう

だが，当時はどうですかね。 もっとも，大工 ・左官とー

絡l乙新材料の l政収は大事な研究対象だったし，そういう

本も沢山でている。しかし材料と様式のからみ合いまで

はっきりしてはいないでしょう。だからイギリスふうな

どという妙な乙とになった。

と乙ろで，ちょっと話が変りますが，良きを取り悲し

きを捨てるという 明治の折表時代が，外国の折衷主義と

ちょうど一致していたというとと，つまり日本が広く l肢

を開く近代化のはじめに外国の歴史をへんぱな しに眺め

られたという乙と ， 乙れは幸いだったといえませんか ?

足立 いまはマスコミの力で向うの先端的なものが入

ってくるが，当時は来日した外人を通してだから ，その

例人的なものが中心になっていたでしょう。

西山 だからといって，二級品がもちとまれたとはい

えますまい。ウオ ー トルスの造幣察や泉布観などを見て

も，個性的というより向うのち ゃんとしたものを持って

きている。流れはいろいろあるでしょうが，ちゃちじゃ

ないですよ 。

足立 その乙とで，乙の前，滝沢先生が東大l乙招いた

鳥 図 書 匡 弘 氏 足 立 孝 氏 西 山 卯 三 氏

コンドル先生はちゃんとした本格的なものを持っておら

れた方で，その点 ¥J 本の建築界には幸いだった，といっ

ておられた。その意味で個人を通じては入ってきた。

光安 当H寺は欧米に大きく目を向けていたので，熱帯;

を通った植民地建築が日本にやっ て きたのでは な く，欧

米の犠式と政府の威厳を示す ζ ととが，あり方が似てい

て，それで採用されてきたのじゃないですか ?

足立 明治政府はまだ国家の意識より，人心の一新と

把握がまづ第ーだった。それで日本の過去と巡うものを

求めた。現在アフリカの建築lζ 目新しいものができるの

と似ている。

鳥図 当11寺の欧米の蚊収の仕方と，別在のとを比べた

ら?

足立 やはりマスコミの関係で，振 巾は激しいけれど

ら冷絡にみると現復の方が本絡的なものを識別しやすく

なっているといえるんじゃないでしょうか。

鳥田 だけど当時の方が混乱がなく，スムーズだった

ともいえるでしょう。
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創造性の薄い折衷様式一一明治後期一一

足立 一般的にいうと，やはり外人がやっていた乙ろ

より ， U 4 : 人が外国から学んで紛っ て きてから U ぶでの

本物がはじまったといっ ていいんじゃ ないか。 その学ん

でき てから 作 ったも のκ ，はっき りした級式の芯識があ

ったんでしょうか ?

鳥田 辰野金石ーさんは，はじめコP シック派に学びなが

ら，次は日本銀行が代表作ですね。特定のな識は なかっ

7こ。

白石 あれは全くノミンク ・オブ ・インクランドの模倣

ですよ。Ｚｊ ｾｉ 乙よく似ている。銀行というシステム門身向

うのものそっくりそのままで，内科も誌もそのままを持

ってきた。

鳥田 諜i凶によってスタイルを選ぶ。それは外国でも

当時そうだった。

白石 ヨーロ Iノパの学校は l白院から発達してきたでし

ょう。ですからそのスタイノレはゴゾックを使う。銀行は

ｾｉ＠ :石仰 三 L" 笹 川 季 則 氏

ルネサンスというふうにね。そういうさまりもそのまま

J!f ってきた。

鳥回 そういういろんな様式を当時は閉 じ地継で見て

こられたのですが， もう一歩突き進んだ火イリとしてエク

レクテ ィシズムを考えて持ってきたのでしょうか Y

笹川 スタイルを選ぶという以上の 論 議 は な し 銀 行

はこれだ，とさまっていて，械式の板拠もなく，そっく

り議置にうけ入れていた。

白石 外同におけるように，級式の変巡にイよ ってエク

レクテ ィシズムをJ5えるのでは な くて，あの当H与はすべ

ての綴式が一緒に入っていたので，綴式[ こ対する γ ビヤ

な巧えはなかったんだと思う 。

鳥田 京大の )1ｽ ｾ ｾ さん が との ｉｈｊ ， IJ 本の i HI ! l i は外国の

珍らしいものに感心して，適当に] 収拾i lHNしたのであっ

て，夫術史J :の必然性Hなか. . ， ，.司 と1，、「て t ; i ，ut : ，.

当 ｈ 寺のｾ［誕も単純に こ;! Lはいυ といって: 1 : 1: 1 入れ人の

てし J: うわ Ｏこだああいう ｈ 寺 ＱｾＱ だから ＱＱ ｾ、人が行っても

ｬＺｾｾ 、比併でなく， 1. よく比i度せたのが I H: の国際的縦型fに
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は幸いだった。

西山 もう明治も後 j切になると，はっきりとスヲイル

が{ ) とってしまっていましたね。

笹川 分離派のi時代に入る IJIHC，クラシックなスタイ

ルを十分に突っ込んで消化 しようとした|時代があったと

思う が。たとえば佐藤功ーさんはルネサンスを，長谷部

さんはロ 7 ネスクをよく 勉強しておられたよう κ ，級王に

を峡' 糸していた| 時代があったはずだ。

鳥田 2 ， 30 年間そういう外国のものをそしゃくして

1' 1分の週味lζ 合わせたものをずっとやっていた。本当の

折衷主義だ。

足立 そのあたりに建築非芸術論がでる伏線がでて く

る。

笹川 とにかく木別を勉強するように，装飾法のきま

りを自分のものにしようとして，デ寸テー J レを研究して

いたという乙とでしょ う。

白石 欧米でも新しい様式を創り出そうと努ノJ したの

は非常に近代だし， L1 - 1 ' では昔から自分で j彰を自Ij り/l ¥し

たという ζ とは少ない。天竺絞 ‘ J;地主 ・その他すべて輸

入が契機となっている 。新機式を創ろうというぷ欲はな

かったといえるでしょう。

( 一同) そうですね。

西山 武凹さんがアーノレヌーボーをもちこまれたのも

そうした却j きのつづきでしょう a 明治431
1二によ義 'J112のR t

築計画を機会 lζ IJ 本様式を創り lHそうと観念的に努 ) J し

ましたが，新しいものはでてきませんでした九リ

光 安 それは同Ｇｦｾに結びついたんじゃないんでしょう

i p ?  

足立 IljJ 治は じめは民衆であり ，それが国民という 言

葉 lζ なったのは明治30{ド頃からで，そこに新総式への気

jlli がでてくるのだが， しかし新しいものは生まれなかっ

た。そのころに進化論が思想として輸入されたが，伊東

Jよl太さんの述築進化論はどうなんですか ?

西山 伊点さんは u本の，' i ' ! ill 築をす‘ っとやっ ておられ

て，南方や印度な どをJ ，i てこられ，そのつながり方に生

物の進化論と同 じよ うな結論を; l ¥されたのでしょう 。

笹川 私はその造形的線式が建築の歴史を決定 i、j けた

ばかりでなく，やはりそれを哀付ける線本( ( - J な' ) ! i ぷに

火災や地以に対する Ｉｪ ｪＮｦｾがすでにあったんじゃなしゅ、と

jι ってるんですがね。

白石 | 刻点火以災までは，まだ IJ 本でーは耐火性や耐Jム

性の認識は ｩｾｬ ｩＧいんじゃないかと思うんですが，そういう

材 料や構造やｲ，Ｑｬ 市 への， ｜Ｎ［ＺＺＮｉ ｾ 識よ り も， 1.ヰ風にしようという

岱識の方が強か ったんじゃ ないかと思う 。

西山 |リ Ii( i 5  {J' の似Jf の大火とか、町 l({i 24 {I'. の{ 101 元大

地震なとがIljJ 治11寺ft にありますが. 1.良美なとは学えでも

，J.'，ji'f.をや 、ていますが，は っき りがI Aも11'1 して.];.::， j'， 

m分(I'J で，あまり発jぶしていないようです。やはり l 川、



では笹川さんのいわれるようなことは，関東大震災以来

でしょうね。

白石 明治時代は江戸時代からの続きで，近代的な防

火はまだなくて，火よけや消火の段階でしょうね。

足立 明治時代の住宅の傾向は，西山 さんどうだった

んですか ? 新しい方向の芽生えは ?

西山 明治 JI寺代の住宅の新しい!Ebき ・7 l 風住宅は，明

治20- 30"1'代で，洋flii は主に接答: 構えとして，それを中

流住宅l乙入れようと 2 明治32年 lζ 和洋折衷住宅論が出て

きました。乙の乙ろまでは構造や材料から様式の問題だ

った。プ ランニングの上での新しい傾向はもっと遅れ，

大正時代になって，中廊下式がはっきりとしてきます。

乙の 中廊下は， はじめは接客と家族部分を分徹する方法

としてでできていますが，やがて私生活の確立，プライ

パシーの%: ( 識の方向 lζ すすみます。

活発だ った大正時代

足立 ぽつぽつ大. t E1時代K 入 っていただきましょう

か。 当時は何かを求めて活発だ ったのですが，大正時代

は住宅関係にまで新しいi時代の波が 穆透してきてます

ね。

西山 確かに住宅問題が活発になり 111 しましたね。

鳥田 市街地 ｾ築物法やｻ， ｦｬ 市計画 法も大｟￹二時代 ｬζ でき

ましたね。本絡が] 1ζ 建築の内容を乙の時代になると問題

にしだしたんで， ｾＳ 誌の内容のＱＧ ＱＱ が広くなりましたね 。

白石 欧州大戦で日本も近代国家の仲間入りができた

という気分も影符してますよ 。 ;;t 気もよくなりました

し。

光安 建築の最初の卒業生が，乙のころになると三十

代の活動JUJIζ 入ったということが第一じ申ないですか。

鳥図 ζ のころになると ，外国を模倣しながらも， 11 

分の足で立って考え出して行けたんですね。二世も出る

乙ろですしね。

足立 第二のジエネレーゾョンの時代で材料や構造も

一応消化してきている。 ζ 乙でまづ分離派をあげねばな

りま せんね。

分離派一一個性の発端ー一一

足立 荘、は分自11. 派は型仮¥-1 み((J な芸術広識が '1' 心だっ

たと辺、ってるんですが， u  本でイデーを持った政じるし

をかがげた最初の人達でしょうね。

白石 私は分離派は日本の建築家の個人主義のは じま

りのような気がする。それまではデザインはデ ィテール

にあって，大きなスタイルの枠の 'IJ で考えていたが，乙

ζ で 1' 11111' ': 例t ' 1を打ち，'1' ，したんだ。

鳥田 ツま り ｩｪｾｾ 人怠 識から 離れて Ｎ独立した人絡ま ｩｬｬ

祭家として考えは じめた。

白石 ｌ かし欧州のセセッションと巡って，分白 ｬｴｩｊｾ の

いきさつはもとは伊東忠太さんから刺戟されたようです

ね。

足立 分縦派のｪＱ｜ｩｊｬＯ ｊ も，大 ￆ Ｔ 年』 ζ 山た野 凶 さんのｾ

築非芸術論等があったから，様式を打破するという点で

抵抗への地均しができていて，様式否定がやりやすかっ

たと，森田，滝沢両先生の対談( 本誌昭和33年 3 月号所

載) で諮ってお られました。けっしてわれわれがは じめ

からやったのではないと謙遜されてお られましたが。1'1、

は白樺派と分離il R，の人々の歩み方がよ く似ているよう に

思え，そのl待それについて質問したんですが，われわれ

にはそんな意識はなかったが，先頭』ζ 立っ ていた姻口拾

己さんにはそのような傾向はあったようだといってお ら

れた。分離派として運動はしたが，いまのようなグルー

プ活動ではなく，各人それぞれの個性を成長させて乙、

れたと乙ろに学ぶべきものがあると思うのです。

白石 いまから見ると，多分に観念的で一つ前の IIlt 美

主義迩動ともいえますね。

足立 大正|時代の文化主義の流れの中のやはり時代の

足 立 孝 氏 西 山 卯 三 氏

子で， その時代の限界といってよいのでは・・・・・一。

白石 一種のデイレッタンテイズムですかね。

足立 分自11 . 派はほかの社会まで適用するという 巾の広

いものではなし同一階居の中でのみ通用するものだっ

た。

白石 当時の建築家自身エリート怠識の上 lζ 立ってい

Tこ。

笹川 分離派運動lζ は社会的なものの考え方の来地は

なか ったんで しょう か ?

西山 分間11 . 派はまだ処築実現の社会的な| 固にまで行か

ず， 1' 1分向分の倒々の良心の中 lζ 本質的なものがあると

していたんじゃないですかね。

足立 日本の姑築家lζ 社会的な意識が111て くるのはい

つどろからでしょうかね。

笹川 私け分自11 派γ もう社会的なものの: ! . j てがあったん

仁ゃな t 、かと忠像して るんですがね。

西山 その社会的な忍識がはっきりするのは，制字社

あたりからでしょうね。創字社は分離派のＮｩＡｊＡｾｴ￭Ｑ反応みた
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いなもので，同じ流れを汲んでいますが，もう一つ若い

l凶で，乙のあたりから建物のテーマや課題自体が社会的

なものをとりあげています。インタ ーナショナ J レ建築会

となると，ずっと実利主義的，合理主義的になってきま

す。

白石 西欧の近代建築は多分に社会主義の方向で，エ

リートな識を除乙うとい う傾向が強かったですけどね。

西山 分離派はやはり一つの芸術運動で， 社会的な方

向lを打ち出したのは創字社あたりからだと思います。

足立 時代的にはマルキシズムが流行し，ストも活発

だったが，分離派は違ったところ lζ 立っ ていますね。

西山 分離派はやっぱりロマンチックですよ 。深刻さ

がない。

権造派を始頭させた関東大震災

足立 関東大震災が社会的なものの意識にも一つのそ

ーメントになったんじゃ ないでしょうか。とにかく大正

12年 P 月 1 日lζ 起った関東大震災が日本の建築界を大き

光 安 富 島 光 氏 白 石 間 三 氏

く転換させましたね。

西山 これは歴史的ですね。 L1 4 : の建築界で構造が豆

it なフアクターとしてのし上ってくる契機となってい

る。

白石 乙れまでは建築の形が中心だったが，乙乙から

構造派が俄然勢いを持っ てきた。以後の日本の建築K 構

造派が広く強く Ui てくるチャンスとなった。そして乙れ

がある意味では日本を近代化するのに大き な役割lを果し

たといえる。

足立 建築で構造とデザインの分岐点となった。

西山 こζ で芸術的な動 きが薄れ，与えられたものを

忠夫に解決するという技術的なものが中心になり，もと

どおりのおかかえ大工的なものが主袈な流れを占める よ

うになった。社会lζ 対して建築家として独 !と|の発言ーをす

ること がうすれて きた。 分離派も地震で消えちゃ勺た。

白石 しかし建築の芸術意識は減ったが，それを表面

から引っ込めたのは怠味がある 。というのは後に近代化

にあっさり釆り移れる素地がそこでつくられたから。
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鳥回 そういう点はあるでしょうね。耐髭 ・耐火，科

学技術的なものをモラルとして，そういう合裂性を過し

てないと，デザインなどとはいえないという気持だ。

足立 そういう点では日本人というのは，何事によら

ず頑固さが少い，非常にプラグマチックな函がある。

西山 そういう性格はプラスと 7 イナスの両面があり

ましたね。

日本のデザインを変える外国雑誌

足立 話しは変りますが，ライトがやってきたのも，

大正ですね。

笹川 ライトの弟子の遠藤新さんは，ライトそっくり

の作風を残して，他と離れて建築の社会性をとなえなが

ら，孤立していた。人間としても個性の強い人だった。

足立 ロマンチックな，初期の社会主義的思想がう か

がえてライトの孤立と同じですね。というより口小; にお

けるライト，全 くライトそのものですよ 。頑固な人の一

人ですね。

鳥 図 孤高の予言者 一・・ー・・。

笹川 個人的に，ライトと遠藤は，コ J レビュジェと u

本のだれそれといえるように，作品も人柄もそっくりで

すね。

白石 日本というと，訪ねた外人ばかりでな く，当時

入っていた外国雑誌の影轡もずい分強かっただろうと思

うのですが。

笹川 House &  Gorder、はずい分古くから入 っていま

したよ。ほかにも英国系のものが古いんじゃないです

鳥 回 そう，その ζ ろの英誌はおとなしい u己中が多か

ったですね。

白石 そこへドイツ系のものが入 ってきた。それとと

もに英国系からドイツ型に U 本の建築が変ってきてい

る。

西山 花、速の学s : : II 与1にはもっぱ ら「モ デパウ J ( Moderne

Bouformen) だった。

鳥 図 それか らノミ ウハウス議書だ。

足立 ノ《ウハウスの主張から口木インターナショナノレ

u ¥築会が生まれたのは周知のとおりですが，自然 lζ 解消

しちゃった。

鳥 図 解消したというよりも，一般にデ ィス トリビュ

ー卜しち引ったんじゃないですか ? 一般に当然のこと

として常識になってうけとられてしまったという賎し

だ。

合理主義一一沈黙のデザイン 一一

足立 もう昭和11寺代に話しが入っちゃっ ているんです

が，このころになると， +1さんはit3誌の道を歩まれてい

ますし，これからは間組点をあげながら進めていただき



ましょう。

鳥田 技術的な問題で， ｾｾ式椴造がやられはじめたの

は， IIH和のはじめでしょう Y

西山 そう ，市浦継さんの大崎の自 E識がはじめでしょ

つ。

笹川 トロッケンですね。構成教育主張の )11喜多さん

も感んにやっておられた。

西山 材料や雨じまいなどの点で，2， 3年で途絶えち

ゃっ Tこ。

光安 しかし U本の風土lζ 合うように，換気や湿度に

も大きな関心を示していたのでしょう 。

鳥羽 そD ころま，いまのようはモヂエールや生産寸

法という考えはあったんでしょうか Y

西山 建築を工業化するということで，工協の生産材

を使おうというのだが，日本の在来のタタミ: . ! i.Jを再認識

する程度でモデユ - J レまでは行かなかった。

白石 合理主義をつきつめて，芸術芯識をj)1 除しよう

として工業的なものをねらったが，コノレビュジ ェのリリ

シズムまでは理解し得ず，非常に合理主義的に理解して

し、fこ。

西山 しかし形はどうでもよ かったのではなし形を

単純化する乙との中に形はやはり考えていたでしょう。

いままでの装f l ( liを否定した縦装飾主義で，すっきりした

形を作ったんだが，デザインという乙とは表には出して

いわなかった。

白石 甘いものを除乙うとな識してやったんだ。

笹川 美しさや造形は追求したかもしれぬが，甘い装

飾や造形を否定しちゃって，機能主義的なものを強調し

fこ。

白石 乙乙では従来の造形; む識を排除し，人的やセン

チメン トを無視して振り捨てた。造形性を; む識する人ほ

ど造形性を否定して， 構造民さんなんかが臼自にテ' ザイ

ンを考えていましたね。

鳥図 デザインはやったが，デザインの梨lζ ある もの

は捻てちゃっている。向 うではキュ ービズムからスムー

ズに そういう抽象的な形がきているでしょう。日本でう

け入れた時はもっとシンプノレに技術的なものとしてう け

入れている。もっともわれわれの学生の乙ろは，合理性

からじゃなく ，明快なすきっとした形が好きで模倣して

し、fこ。

白石 その合] 団的な j膨は， 11 . ; 1 ¥: では装飾とともに色ま

で も必1'. 1徐している。あの白い壁は外国紙誌の黒白写点の

ｾｾ響も大きいんじゃ な いでしょうか 。 当時は色刷りの写

1'! なんかなか ったでしょうし， 1' 1っぽく写っ ている肢は

こちらでは瓦自になって，色がな くなっち ゃったんだ。

( 一同笑い) そういう乙 ともあ りましょうね。

笹 川 別の訴しになりますが，その乙ろは住宅の生活

ぬ式も変えようとしていた時代ですね。

鳥図 あの乙ろは，たたみtJI: 撃も強かったですね。

白石 乙れも合理主義的追求ですね。生活改善の努力

なんでしょうが，乙の乙ろはあま りいいませんね。

鳥田 震災以来，技術的な問題が中心になり，デザイ

ンはその合理性を追求したというモラ J レを通じてでなけ

れば行かれないというふう ILなっ ていた。

足立 機能だ，合理だとかんかちになって，せっせと

U 本人は四角 い箱を作 っていたんだ。とこ ろが戦後，ロ

ンシャンの教会みたいな自由なものを見て，あああんな

自由があったんだなと間然としちゃった，とい うのが日

本の状態だ。自由はあったんだが，自由に行動したり発

言 し得なかったんだ。

( 一同笑い)

白石 当時の日本の姶築家は，技術的な制約を強くう

けて，あまり自由にはできず，フラットな単純な形にな

っちゃったんだ，とはいえませんか ?

鳥田 乙ういうこともいえるんじゃ ないかと思うんで

すが。 ヨーロッパでは近代の様式を新しいスペースを創

り出すデザインとして追求したが，日本で考えれば，そ

れは古 くから非常;IC親し く馴| れ切っているものに近い。

そ乙で，デザインを強く l唱えず，技術的モ ラルに傾い

た。日本と外国とではどうも同じものでも多少フェ ーズ

がｾぅ 。 コンポジションも技術的 な 理由をつけ な いとと

おら なかったし，内容主義が外国より もっと単純κ とお

った一つの理由がその辺K もあるんじゃ ないか。

日本的なものの動きは自動か他動か

足立 1I l : l 和時代に入 ると，軍人会館と か* 室博物館の

11 本線式の古典的な，記念性のあるものが ;1¥てきますし

U 本再発見も生まれる。

白石 その日本様式というのは，政府lζ111
1
されて出て

きた国粋 Ｍ ｵｾ からき て いるのでしょ う 。 ＱＱ ｊｪｾ と ドイツ ｬζ

顕著ですね。

西山 その日本再発見と，コンクリ・ー トlζ 瓦屋根式の

軍人会館や帝室博物館とは，質的には巡ったものでしょ

う。口本再発見はタウトが機縁K なっているが，近代建
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築の流れの展開ですね。軍人会館あたりはまだ折衷主義

とつながっ ている。

鳥図 丹下健三さんあたりの口泰文化会館や大東! l l i 記

念J I・聞の コンペ入選案なんかはどう なんでしょうね。前

のとはまた変っている。

西山 IIB和17年どろからのは，II H有l初期の国粋のi l l ! J き

とは少し系統がちがっている。

足立 それはまた，戦後の 11本的なものにつながる Y

西山 若半断周はある が，そうですね。

白石 私は以前の日本様式はどうも建築そのものとは

月IJ なところから出発していると思う 。それをどうせ強制1

2されるものなら納得のいくものにしようとしたんだ。国

粋主義と合理主義の妥協なんだ。i以後とはやはり大きな

断屈がある。 U木主義と合理主義の結びつけにちょうど

郎介よくタウトがきたんだ。

西山 いや結局，J ] : 人会館や子育室崎物館はまだ前l時代

[I"J なんだ。博物館のコンべでは，そのアンテイとしてが]

川国児が国際的なデザインを出したが，それは U 本的な

ものは乙れなんだという説明で提示したんだ。 乙れはタ

ウトの U本再発見にも，丹下さんのコンペ案にもつなが

っている別の系統なんだ。

鳥田 口木的なものと近代的なものは対立するのでは

なく， インターナショナノレ ・ローカ リテイが日本的なん

。

だ

笹川 その乙ろはもう近代建築lζ ローカリテイの問j砲

の考えが入ってきた| 時代でしょう。

足立 私は当H寺¥J ｟，ｪｾ的なものに興味があり，瀕 ｉｕ 拾 ｕ

さんの作品や文立など興味深かったい昭和 12年のパリ

博での坂合さんの｜ｊ ｾｦｬ￺ｬ こおっ 〆 とjtl った。

白石 どうも荘、は li 決断j の U 本[1'-] なものというのをよLて

ると，いわゆる国策への妥協精神が強いように思うんで

すが ..... 。

西山 私は妥協性はむしろ薄かったと思っている。察

知的には妥協かもしれぬが，それに肝.¥)J Uしたのではなく

辿築家自身が提示したと乙ろからはじまっている 。

足立 進んで求めたんです。やはり時代の子だったの

かもしれぬが，とにかく西欧のものでない日木的な何か

を捌みたいと思っていた。

光安 しかしやはり妥協はあ ったと思い ます。シ ュー

ルやアブストラクトをやっ ていた Illij 家なんかが， ｉｪｬｾｊｅ を

食って，引っ張られたH年代でしfこから ，妥協J せざるをね

なかったという面もあった。

西山 新興ｾ築家 ｪ 主 ｾｒｉ が ｪ 開放させ ら れてから ， そうい

う条件の '1'でベストなものを15えさ せら れてきたという

乙とですわ 。エ λ いうと‘ 守 t- 11  +:(I'J なむの小; 1' ， そうと

努力したといコこと が，妥協といえは互協なんt:.

白石 こういう 現匁は， ili 築以外のほかの椛威からさ

ているので，ｾ築家 Ｑ Ｑ 体からＩＵＧえ ［ｕ されたのではない ω
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西欧の近代建築はラデイカ J レlこ行き過ぎたのに対して，

民衆の反準を食っているが，日本の建築家は社会の後か

らついていったんだ。

鳥田 だけどあちこちなびきながらも，i I l 築の線は太

く生長して行くものだ。

笹川 その時代性や社会性ＨｃＮ応じた ｾｬｪｬｊ 約というものは

何H寺も確かにある。そしてその課題の立てんによって，

変なものにされるという乙となんだ。

日本人は幸福な便宜折衷屋

足立 それと関連して建築ジャーナリズムはテー 7 の

とり かたに美術界のあおり ゃ くっている傾向が強い。五.l!

築界に主体性はないんだろうかと疑う場合も少くなかっ

たのですが。

白石 ¥J ，ＮｪＮＮ［のｾ築界は模倣去、識が強くて，新しい ｴｪ￥Ｎ｜

や理念を創造せずに輸入からはi発している。

足立 元来¥J 本人は折衷派なりですか。

西山 すぐれた折衷派ですよ。 I銀行は J レネサンス ・

ス担イノレ〆」というのはすぐれた美学だ。それが装飾否

定となり，いままた美しさの機能をとりあげねばならぬ

ようにな ってきている。ただし、ままでの建築を飾りもの

としてよ; ! . ，ぜいたくな， リッチなものに美しさをJ ; ，I . てき

たものに，社会的なものが哀付けになってきたという変

化はある o ll5誌を置物として考えるのではなく， ｬｾｬ 境と

しての新しい夫しさを獲得しなければならないという。

白石 さきにいわれていた折衷主義というのはJ : . みな

のだろう か，使立のためなんだろうかJ 一つの級式も持

たないでｾ築論もない 。 ｜ｊ本では主義主張も ｬｬｾ 論ちな

かったでしょう 。便宜主議なんだ。 11木人は神社へもお

寺へもお参りするということなんだ。ほんとうの宗教心

なんてないんだ。

足立 日本人は宗教的な国民ではないという説を誌み

ましたが，宗教を利用した匂いは強い。それが日本人の

特徴なんだ。 ゴシックは: J ¥lのぷ識を感じさせるように設

計されていて. 人を恐がらせるが，こちらのおもs は親し

みを与えるんだ。t(ri れを勺えるのは後J l J J にな ってか ら

。

だ

白石 他 ＩｊＮ Ｔｾ ￜ 如で すね 。 宗教心は法いし， ｾｾ高級式 ｛ζ

ｼ刻しても必［識が ｍＧｾ 、 。

笹川 その ｽＡ ｾ ｩＢ ＱＱ ，Ｎｪ ｾ人 は、 ド悩な同民 で すよ 。 似ＡＱｊ ・ で ｯｦｙｊ

いていて，コドのむ識が薄い。

足立 結局，いまでも折衷主義だという結論が山まし

たが， ｾｾ ｾ たの解決という問題怠識に立脚した折衷は Ｑ Ｑ ，Ｎｪ，

独i ' I のすぐれたものだと説いている思惣研究家がいます

よ。

現代の課題一一毛ニユ メンタル

一一デラ ックスかア ッといわす

一一新しい空間



鳥白 もうーーつうかカまいたいのですが， 乙れまでの間

ずっと象徴や，モニユメンタリテイという厄介なものを

り| 除してきましたが，現代にきても，そういうものは社

会的な諜姐とする必要はないんでしょう か ? 乙のと乙

ろ市庁舎ブームで，いまの社会ではちょっとぜいたくな

ものをやっ ていますが，そ ζ には現代のモニユメンタノレ

なものが求め られていな いだろ うかと思う 。市庁舎は現

代の城 じゃ ないか。

白石 4 ， 5年前でしたか， そのモニユメンタルの問

題が出ていましたね‘ しかし現代のモニユメンタ J レなも

のは金力ですよ。市庁舎 もビルも金力の表現なんだ。

足立 現代の U本人は皆ぱらぱらで，目的があるとす

れば生活を楽しむ ζ とだ。その人達のシンボ J レとはなか

なかむつかしい問屈だ。建築家が現代のモニユマンを市

庁舎で表わそうとするのは，庁舎が一つの中心でーある点

もあるが，空間的 lζ 比較的利由 lζ デザインができるもの

fごからだ。

西山 いまでも建築家は良心を持 っており，恥辱のな

いものをかlろうというモ ラルを持 っており，理想を追求

している。どうい う創造をす るかの問組立識が大事なん

だb

足立 建築家の良心と いえば，分雌派では自我の追求

だったむそして当時はそれでよかった。いまは社会性の

強調されるモラ J レK 変ってきている。

白石 私はいまの建築家の一般の目棋は， [" デラッ ク

ス」か，さもな くば" 7 スコミを 「アッといわす」 乙と

だと思う 。

笹川 私はデラックスは表現としては共鳴すると乙ろ

はあるんだが現代どう設討を表現して行くべきかを考

えると，設備を近似しなければ駄目だと思う。近代科学

から生まれたという意識が大事なんで，内容の之しいも

のはいくら表現がデラックスでもいけない。内容がｩＧ Ｑｾ わ

なければひからびて行 く。 最近あるア パー トを見学した

が，室内は貧弱だが，廊下が家撃で広過ぎ るとい うアン

バランスを! ぷじ，ど うも新しい世界に対する奇抜なもの

をiIIJ ろうとする創造への過剰のようにも思える。

西山 先の白石さ んの意見ですが，現に どうあるかで

はな くてz 本質的な現代建築の目燃は何である べきであ

るかと いう乙とになる とどうですか Y 。

白石 デラックスかアッといわす，というのではな く

μ 面白にものを創るということを建築の本筋として考え

ると，それは人間的なものを倒むという乙とだと思う。

足立 どうも llll 象的に人! 日j 的なものを姻む乙となんで

いわれると，ホロリとはするけれども何かふわっと浮い

て l 斗う ι

笹川 しか し とにかく 人間的なものの追求と いうこ

とt1大τM.: と思います。アハー トなんかだと ，まづ宮室内

情Ａ点が快が ｊ で‘ あることが第 一で ， 五 ｾ築家の工 Ｉ￧ とか，， ＧＭＱ ・回

のイ メー ヅがいかに現在の基盤か ら将来のもの ieアプロ

ーチできるかという範囲が問題κ なるので，現在を無視

した無駄をするというのは一つの界を犯していると思 う

んですが。現在の立脚点をよく考える乙とが大切だむ

西山 夜、は笹川さんの意見 K は必ずしも同意でき な

い。将来その廊下やホーノレなと・が社会的機能を持つよう

になると，廊下やホールの考え方も変り，そ ζ に月IJ の空

!日lが生まれて くる と惣像される。その時になると，それ

はまた人間的空間をよくしようとしていたということに

なる。笹川さんのよう なふ うに考えると， みみっ ちいも

のばかりしかでき な い。いま の ｪｴｾ ｊ 約と同時に 将 来の新し

い方向を見なければ。u ・0

笹川 いまの経済状態 tc 立脚して言|画されたからとい

ってみみっちいものを想像する乙とが僕には不思議に思

われるので，現在の生活環境を無視した往物の方が隙J凶

κ なる おそれがあると思うのですが。

足立 凶山 さんと笹川さんの中聞に，いまの建築家は

将来の新しいイメ ージを適確に掴んでいるかとい う問題

が入ると手掛りが11 ｾてき ませんか ＿ イメージをはっき

り掬んでいないとい う乙とになると笹川さんのおっしゃ

る乙と が十分浮び上って くる。

西山 イメージをはっきり姻んでいないという乙とは

あるでしょう。 しか しそれはそれとして現在のところで

は一般的に未熟でしょうが，新しい空IHJ をとり上げて倉Ij

ってい くとい う怠欲は必裂でーす。ただそれが縦威ある建

築家でないとできぬ 。 だからｾ築家の中でお ｬｩＮ になれあ

いででも権威を硲りJ r . てていζ うじゃ ないか，そ乙 lζ 創

造の基盤があるといった論理lζ しか展開しないのが，な

さけないですね。

鳥図 そのトッ ゾ' レベルの人迷の冒険lよ，個人( 内な機

能以外の新しいモニユメントになるような社会空間をつ

かまえようとしている。 ともかく，取り組むべき課題で

す。

足立 そのイメーヂは下手をすると中| 山ζ 民っちゃ

う。そこが苦しいところだ。

西山 シンボノレとかモニユメノタ J レというとまずいん

だが，そういう新しい空間の創造 というと乙ろへ問題が

移ってきている。

笹川 その新しい空間と各郎院の構成や' ! : . i ; r ; との差lζ

どうも錯誤を! 必ずるんだ がね。

白石 建築は機能性だけにかたよっ てもいけないし，

造形性だけでも，経済性だけでもいかぬ。その全体を綜

合した妥当性lζ 立つものなんだ。そのバラ ンスをくずし

て や れるのは宵庁だけだ 。 アッといわす官庁ｾ築の革新

悦( J ‘ ' 古庁 も経済性を度外似できないよう ド見えて，フ;

は経済性を度外視し得ると乙ろにある ん じゃ ないかc こ

のた く・いのはみ11¥しが日本では とうも多過 ぎる。

足立 (1ムA さんの話しで，も っと欄み) J がはっきりす
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ると，それが無駄か無駄でないかの判定がつくと思うん

だ。

鳥図 官庁建築家として，光安さんが日ごろからいっ

てお られる官庁建築家とそ， 日本では真の建築家だとい

うど怠見をひろうして下さい。

光安 アッという建築が公共ｾ ｾ 誌に多いというのは，

税金で無駄をしているのでな く，純粋な建築の方向を凋

んでやるには公共建築が最適なコースになっていると思

う。たとえば施主個人のために奉仕するわけ でな く，純

粋に建築目的で思考し，それをも って県良国民に奉仕す

ればよいわけ だから。 新しい視野と希望の表現が公共建

築K とられて，それにアッというのも当然だと思う。商

業建築においても安易な妥協でなく ，それを純粋に建築

思考のコース にのせた作品には同様にアッとい っている

と思う。そういう作家がー廻りもニ廻りも大きい村野さ

ん，前川さん，丹下さんの例ではないでしょうか。

鳥田 いままでのと ζ ろ，分離派以来の個人的な作家

主義の行 き方と ，日IJ な社会的な勤きとが混在して， それ

がどこかではみ出すんです。もう少 し整理すればその辺

からもっと具合よくなりませんか ?

足立 実際lζ は社会性に乏しいといっ てよいのじゃあ

りませんか。

白石 いまの建築のモデノレはもっぱらア メリカ で u

本 とは社会的基盤が大いに迷うから形だけの以似になっ

ちゃう。英国はあまりぱ っとしないが，新し さのない中

に着実な進展がある。もっと英国流lζ 行く方が U 本lζ 合

っていると患、う。

足立 歴史的な進み方にはだんだんと一歩一歩歩いて

いく進み方と，い っぺんに行き過 ぎては後に反り， また

飛び出すというこつの行き方がある。個々の場合IC論議

しないと一般論ではむつかしい。

白石 いまの日本は後の方の行き方だから建築家織暴

論が出るんだ。

笹川 それと，いまの建築家は一人で劇場も住宅も約
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ｉｾＧ￩ も 何 でもやっている乙とに ，問泌があ るので ， 乙 れ か

らはもっと人によってムI j 門イじして行 くブj が本当じ ゃない

だろうか。

( 一同) そうですね。

足立 いまのところ建築家は芸術家で，社会性I CZ し

く，さらにまだ確信のない折夏派そのものだという乙と

になりそ うですが，い ま苦しんでいるんだと いってよ

し、。

白石 そうなんだ。それに新しいアイデアには「社会

性」という乙とが造形のかくれみのによく使われる。そ

の人個人の主観的社会性ですよ。時代が変ると民衆広場

は国粋広場に なっちゃう。

足立 外部の光りでものの色が変るということなんだ

ろうが，人間なり社会の掴み方の勉強が不足 している ん

Tご。

西 山 いや，はっきりした解決がつかなくてもやらね

ばならないという実践者と しての宿命もあるんですよ。

光安 丹下さんとか， ミドあたりの行き方は私はやは

りあれでいいと思っている。雨もりがしたというような

小さな乙とよりもわれわれに予期しなかった道を聞いて

くれることが大きいと思います。それをわれわれは足掛

りにして前進できる。

白石 そういうパイオニヤとしての価値は大きい。

足立 結局そういう人々のやっている乙とのまづい繰

泌しが問題なんだ，いかなる l時代にもエピ コn ーネンの間

! ! i i がある。

鳥図 しかし，少しでも可能性があれば，それは深め

ていくべきだ。

白石 ただどうも皆が皆，そのバイオニヤになりたが

っているようでいけ ない。

鳥田 話しが佳境lζ 入ってきたのですが，時間も 大分

過ぎましたので，一応乙の辺で記録を止めたいと思い ま

す。長い間どうも有難うございました。

キ充

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 / 11(井池筋) 旭洋ヒソレ 3 階

電 話 ⑧ 3606 ・'1089



ア ン ケ ー ト l

• ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

あ な た は 作 家 として， こ れ ま で 設 計 上 多

くの 転 機 を経 て こ ら れ た と 思 い ま す が， そ

の う ち 特 に 重 要 と お 考 え に な る も の に つ い

て下 記 の お た づ ね を い た し ま す。

多 数 の 作 家 の お 答 え を 集 め て， わ れ わ れ

の 近 代 建 築 形 成 の 過 程 を 顧 り み， か つ 創 作

の 機 微 に 触 れ る こ と が で き れ ば と 思 った か

らです。

1  . あ な た の 作 家 と し て の 転 機 に つ い て

そ の 時 期

そ の 理 由

そ の 頃 の 作 品，論 説 例 な ど

ま た 当 時 と く に 影 響 を う け た 作 家 を お

示 し 下 さ い。

2. あ な た の 考 え て お ら れ る，これからの方

向 を お 示 し 下 さ い。併 せ て，現 在 好 き な

作 家 を 1，2名 あ げ て 下 さ い。
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アク ケート 1  あ な た の 作 家 と し て の 転 機 に つ い て 2.  こ れ か ら の 方向 ・好きな 作 家

レーモンド建築設 ｾＱＧ ＧＱＱ務所長

ア ン ト ニ ン ・ レ ー 毛 ン ド

荘、の作家としての転機は 1923 "f .  関東大震災の作で

す。その頃私は五反田の昆製薬学校の議堂や麻布の後藤

新平子爵の邸宅( 乙の邸宅は後に満州国大使館となり，

戦災に会い，以後は中華民国政府により使われている

が，その修復工事は好ましくない) や吉祥寺の東京女子

大学その他いくつかの住宅を設［十していました 。 上 ｾ ｩ ｾ の

仕事にはどれもフラン ク・ロイド ・ライトの影轡が多分

に見られます。いくら一生懸命努力しでもライトのマナ

リズムの影響から脱け切る乙とができませんでした。

大震災の直後，荘、は自分の家を赤坂手南坂lζ 建てるこ

とにし， ライトの影響から解放され自由を取得するため

にあらゆる努力を払って設計しました。その結泉は世界

最初の本当に近代的な住宅となりました。一本石の鉄筋

コンクリートで，外似11はコンクリート打放しの仕上げと

い全部の部屋を南向きとし，それぞれの庭を持ち. 9J :

物全体が大変簡素な! とl然な感 じでした。それ以後，荘、は

絶対に妥協をせず，ついに完全な自由を取得しました。

私の設計への影響は欧州の伝統，とくに中世j切のもの

です。私は中| 出羽から受けつがれてきた美しい建築の都

プラハ{ 乙生まれたためです。つぎの影響は私がニューヨ

ークで働いた. 1910年一 1916年の頃の米国の建築技術で

す。第三の影響はー私が米同と日本でライトのために働

いた聞に得た影響です。最も強い影響，そしてそれは今

もなお生き ていますが， 日本の9 J : 築設計の原理です。そ

れは私が 19201: [ ' . ーに口木へきて以来. 今もなおずっと学び

続けており，多くの恩恵lζ あづかっており 深く! 必測し

ています。

荘、の好きな作家はフラン ク・ロイド ・ライトと丹下地

三です。理由は前者ーは90才になりますが. 大変毘敢で.

絶対に妥協せず，絶対に符利主主にならなかったこと

で，後者はまだ若く彼の本当の仕事はこれからだと思い

ますが. ライトに劣らぬ妥協のない天才だからです。
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建築綜合研究所 ( RI A) 所長

山 口 文 象

1  .  敗戦で国中が社全的にも経済的にも経験したこと

のない il{ il におちいりました。 しかし間もなくだんだん

と孫付いてはきましたが，私の仕事も生活も立ち直るど

乙ろのさわぎではありませんでした。戦中のよく JTされ

た押しみから Ｎ 引きつづいての ｉｬ｣ｩ ［ｲ［ＨｉＧｾ 悶きゅうや，アメ

リカへの社会思潮lの傾斜のものすごさに対する私なりの

非力な奴抗やらで全く弱りはててしまいました 。 ノ干ｾえ

てみますと この渦中のもがきが本当に私に不幸であっ

たかどうかはわかりません。というのはこのいろいろの

立味でのどん底の作活の 11
1でミ延築家ミについて，のん

きなはなしですがゆっくり考える機会が与えられたとい

う乙とです。いってみれば，人間. 生活，社会の三つの

サークノレと建築との関係. そしてこれらの統体と迎築家

との刻 iJ とについてなど，むづかしくいえばフィロソヒィ

ーレンしえた乙とです。

その結果ともいえましょうか。 R1  A  ( The  Reseo帥

Insti tute 01 Archi t ect ure) のクループ活動が生れました。

llt と巡って建築をささえ，あるいは構成する技術が非常

な広範聞にひろがってきますと 一人の建築家では? の

とどかないと乙ろがますますふえて来ます。話i雑な紋能

をもった池築はたくさんの技術者の協同によって剣られ

るので それを一人のi U ! 築家の作品として考え党表する

のは! 日] 巡っていないか，乙の 19世紀的な英紙主義的なヨ5・

えが正しいかどうかには多くの問題がふくまれておりま

しょう 。引業体としての RI A グループも従来の迎築設

計事務所のありブj とは必然的に巡った組織でi型炉z されて

います。

私たちのこの方向の正否を. 出発して7. 81ドにすぎな

い今日では. まだ云々するのは早L、かも知れませんが.

- U - I l の苦しL、政み'i T I : ねが必らず近い将来に木当のえE

祭リアリズムをさぐり当て得ると li(t 信しております。

2.  以上のような迎[11から ー見てくれ本位のはでばで

しい往築家を好みません。 イ空リ ーに 2 . 3 Hきな約五〈

がおります。



ア ン ケ ー 卜 1  .  あ な た の 作 家 と しての 転 機 に つ いて 2.  こ れ か ら の 方 向 ・ 好 き な 作 家

蔵

武蔵工業大学教俊

田 周 忠

1  .  古い歴史的な核式( スタイル) を，そのままわれ

われn身の手で再び建てることはしない。という強い円

戒を話し合った「分離派処築会J K 参加を誘われた乙と

から 私の建築設計家( 作家) としての立場が確玄した

のでした。

乙れはスタートであって，強いて転機といえば，それ

までの校紫から自党した時代に入 ったということでしょ

う。欧州における表現主義に感激していた時代です。時

期は大正 10年頃 ( 1925) 。

強! 山は新時代の日本の建築の追をKi きたいため。

その後| 昭和5，6年 ( 1930) ドイツでグロピウスを主と

するパウハウスをはじめ，各地でいわゆる合理主義の

「国際建築J tc 強 く影響され信未した l時代が次の転機で

した。

作品は分離派i I ¥築会展覧会11¥品から 2 当11与の不動Jri' タz

ｾｬｬ 行の諸支応 。 東京多摩川の京王陪Ａなど 。

論説は 「近代建築思潮IJ ・iJti'f.社 . i I ¥築文化叢書。

「現代建築J 1935 ・東学社 ・尖川建築制能。等々 。

戦中戦後は守1. ら/)' 11 の武雌工大にて後進育成に傾倒。

作家i活動は大体関! 占休業。

2.  合理性をもった，向然なもの。

グロピウス. ブロイヤアー ミース ・ファン ・デ J レ・ロ

ーエ，j ' } 下世l ! 三，芦原義信のみなさん。

ただし作品の 11
1
でオール好さとはいい きれないものも

あります。

×  X  ×  ×  

X  ×  ×  ×  

IJ 木大学教授 ・東京教脊大学講師

山 脇 巌

1)  私は大正 15'f.に IFI 東京美術学校( 現東京芸大) 建

築科を卒業しました。その頃もいまと同 じで一組が包め

て小人数でした。 クラスは 7 人で門然 ( c 個人教授のかた

ちになります。その 7 人の中でも故岡田信一郎先生には

一番に 11ヒられた方でしょう 。

卒業後すぐ東京の横河工務所[ζ はいり ，故横河良輔先

生と rt 村伝治先生lζ 職業としての設計監理のご指導を受

けました。 6 1，下自にクロピウス教授の 「パウハウス ・デ

ッサウ 」へ入学しました。 乙の頃からア ーキテク トはた

だの会ネ1: I 1 ではないと向分だけで巧えはじめました。そ

れからのち教職以外は一度も就職しません。随分持しい

生活も味わいました。

また，子供の頃，亡兄の親友で当時建築界の鬼才とい

われ，また絵もうまかった後藤腿二氏一一工大の後藤-

Mf氏の泊111担父一ーには非1 ?;tζ 可愛がられ，明治の末期か

ら大 J Uζ かけて誰れでもが怖いた絵はがきをわたし宛に

沢山貰っています。いまでも者側に大切に%I i ってありま

す 。 当時，私は Ｈｾｴ を勝田と名乗っていました 。 作家 ｬζ な

りたか ったのはその凶からかも知れません。別 (c 刻，かし

いll }j l後はなにもありません。fこだ考えたものを紙の上で

計画しては実際 lζ 作りたいだけです。

「パウハウス ・デッサウ J へ出かけたのも，このままで

はいけないと考えただけであり，その頃のグロピウス教

授. とくにミ ース ・ファン ・デル ・ローエ教授:fCは一番

ながく師事しました。

2)  乙れからの建築の方向などあまり j J んで巧- えると

かえって類型的な形式を生みます。成長していく向分の

考えと進んでいく社会生活に歩調をそろえて口木人とし

て正直にまとめるだけで' す。 しか し先きをみ る限はいつ

も大切です。

現在の作家では谷口吉郎氏な どのすなおな作品がL、ま

の気持では好きでーす。
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ア ン ケ ー ト 1  . あ な た の 作 家 と し て の 転 機 に つ い て 2.  こ れ か ら の 方 向 ・ 好 き な 作 家

東

東知i建築事務所所長

畑 謙

正直なと乙ろ作家といわれると何だかとまどった感じ

である。やはり建築技師といわれた方が1 ' 1分自らを表わ

しているように感じる。たとえ作家として他人からみら

れでも，転機とは批評家からいわれる言葉であって，こ

とに当 っている .f1にとっては徐々 κ 来るもので向らはい

わゆる転機をそう; 色、識していないのではなかろうか。

これが純粋の文学であったり，あるいは絵画や図案の

ような純粋な造型芸術であったならば 作家なる者の心

境の変化とか新しき経験などにより，作品の転機はだれ

にもあり得ると思うが，私は建築家はやはり技術の統合

的な企画だと信じている。またそこに建築の而向味があ

り，転機lζ あらずして進歩があり，例人栄作tr 非ずして

技術者としての学聞があると思う 。

×  ×  

×  X  

×  ×  

X  ×  

×  〉く
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市首I i 建築設計事務所所長

市 浦 健

私は，いわゆる[ 作家」ではありません。ただの rru

築家」です。私の建築家としての考え方は，私たちが学

校を出る頃の建築論が一番つよく作用していると思いま

す。丁度その頃はといえば，グロピウス ，)レ ・コJ レヒュ

ジェで代友される新建築巡! l i }J が世界の若い建築家一ーな

いし建築背1r を歩中にさ せていたn与です。 ζ のH寺代の以

前のものや，最近の考え方とはかなりはっきりしたちが

いがあると思いますが，その影響のrTt こ育ったもののrl'

でも，偶人 lζ より ，またその住んでいる同により，また

おかれている環境によってちがった表現の建築の設討を

したり，ちが ったrr. き方をしているわけです。従 ってそ

の後の転機な どというものは日I]l C経験しません。徐々に

変っているに注いないとも思いますが，ふりかえって見

ていまの自分の=考え方とも根木的 lζ は大した差がないと

思うのは，荘、があまり進歩していない乙とを示している

のかも知れません。

私の建築家としてと えにデザインというものに対する

態度については何といっても掘ロ伶己， j平田口; 1 ¥万両先

生の感化を否定できません。とくに掘口先輩の洗練され

た簡素な感覚. 謙虚な態度，強い正義感は工作文化述販

の長いおつき合いの聞にしらずしらずの間に影響をうけ

ました 。 夜、の設計したものにはその影響が ｡ｾ ていないの

は私の能)J の足りないせいでしょう 。荘、の建築家として

の社会に刻する考え方は佐野利器先生の技術論の! ぷ化を

少なからずうけました。 これはru築論としての合理主義

にも通じるもので，昭和 10年頃の正t築雑誌にだした 「建

築生産の合l 1I l 化」という論文な どはζ の現われの一つで

あり，乙れが乾式建築の試みか ら戦時中の組立建築に交

展し，さらに建築家の働き場所としては住宅一一それも

庶民のための住宅のiill 設ーさらに都市計画の実施 lこ協力

しようという私の現在とっている方向であり，また将来

変らないと思う方向もそれらのい くつかの影響の綜合で

あると思います。 さらに一言， ζ れは主に戦時中から い

ろいろの団体内での活動[ 乙多加してから，伊藤1並允i'l iに

非常に有益な感化をうけている ζ とを内状します。 ζ の

影響はだんだん乙れから現われる乙とと期待していま

す。

私は育iJl ζ のべたように 「作家」ではありません。いわ

ゆる 「作家」の中にはとくに好きな人もいま せん。強い

ていえばどれもあまり好きではありま せん し ま た あ ま

りきらいでもありません。



ア ン ケ ー ト 1. あ な た の 作 家 と し て の 転 機 に つ い て 2.  こ れ か ら の 方 向 ・ 好 き な 作 家

早稲m大学教授

日月 石 信道

ど質問は興味のある点をつかれています。作家遍歴の

/1¥発からあらましお答えしましょう 。 1928年に早大正t築

科を不え，すでに 30 年余。前半 15 カ年は設計1 } 1 務所臼

併，後半 15カ年余は大学の教職という立切におかれまし

た。卒業時には強いて作家志望ではなかったのです。在

学 中 ( 1925- 1928) はオリブ リッヒやライトやエリーエ

サリーネン( 現在のサリーネンの父) のがf しさに魅せられ

ました。 1927年頃パウハウスピッへ J レのインタ ーナショ

ナル川ウテンという小冊子とエリ y ヒ ・メンテツレゾーン

の作品集を入手してから鉄 ・コンクリート ・硝子の美と

いうものを知り，ともにヴィヴァン誌に掲載のペレーの

教会やカツレニエーの競技場や美仲間'IJ にあ乙がれたもので

した。コルビュジェはたしか1928年の見どろに印象づけ

られたと記憶します。たまたま 1927{ j ミの秋に学生の身で

ありながら， 1200人収容の| 決函館「新約武厳野飴」の設

JI 委託があり，四苦八苦してこれを作り就職の機を失い

ました。 乙の処女作はメンデノレゾーンとウイン派のホフ

7 ンやフ 7 ーレンカンプの影響を多分 lζ うけた化物のよ

うなものであって，失敗作と認めています。知の足りぬ

者が，流派や作家の影響のみで完成する乙とは誤りが多

いと感得したのは乙の時です。乙れではいけない。学生

時代の採用さにまかせて筒僚や能力のみで世渡りするの

は危険と思い，大いに反省しました。処女作は 10カ年ほ

どの経験と怖i悦をもたらし，乙れが第一回目の転機であ

ったようです ( 1929) 。洋風正t築のスタイノレはやはり古典

を習得した過程から1 1 " ，発すべきものと考え挫築の教義 ・

秩序 ・その他の思想 ・沢山の技術を知らなければ，たと

え流派の人となるにも，乙とに新しい創造をするにはそ

の知識の ｊｾｉ がなければ述築をやりえない。ためにもっと

技術的経験を，それから過去の発生過程を知って始めて

開始されるも¢だと思いました。本い周辺泰先生の協同

でやる浜口吉右衛門邸( 住宅とはいいながら四百坪の鉄

骨鉄筋コンクリー卜造〕の設計をやりました。プランは

和田) 1 岡賢氏のもので外観や室内の設計ですけれど，各室

がコe シック ・ノレ才、ッサンス ーノ〈ロッコ ーロココというふ

うに古典綴式の羅列lζ すぎません。乙 ζ で一応，比例 ・

均衡 ー系材 ・深浅 . 191l11を思索する乙とができ， ｾ ｉ ｾ 才は

少し前進させる乙とができたようです。けれど， LI 分の

乙れからの作品を過去の綴式で復原させようとは考えま

せんでした。 ζ の浜口邸 ( 1932年) が第二の転機でしょ

う。それから浜口別民11 ・横浜開港記念、 II' i覧会 ・森s 百

貨応を紘けて設計してゆ きま したが，絶えずコ J レピュジ

ェやステア ンやアンドレーリュ J レサという一派のクララ

ハイトとオランダ一派の煉瓦による壁の| 色弱がいつも離

れず，いづれにつくか去就に迷ったH与代が第二次大戦の

直前まで続きました。 l践すv中は設計しでも臼ら監理も許

されず附即時代で，白ら口木ｾ築史，乙とに床の閣の造型

l ζ 興味をもち LI' ，しました。戦争中か ら母校の講師をつと

め，戦後専任となり「建築教育」という乙とに腰をすえ

ようと恩いましたが，設計の部門は文献でのみでは物足

りなく，年 lζ 二つ三つと設計を手がけないといけないと

思います。自分は戦後始めて ( 1951) 愛泉教会を設計し

たのです。設計というものはと ζ とんまで心を ζ めて考

えてやるべきものと， ζ のとき知りました( 乙れが第三

の転機と恩います) 。そんならば，それまでの自らのや

った建築設計は努力をしていたが，中途半端で，解決した

かといえばそうかもしれません。ちょうどその ζ ろ彩国

松の世界の現代建築や国際建築誌( 月刊J ) の復刊をみま

したが，包める国のお裕を感じるだけで別! 乙若いときの

ような魅力を党えません。反って地道』ζ 営まれている

芸術衝動の作為に志した小作品に心がひかれてゆきまし

た。顧みて自分の転機は書籍の発表による印象というよ

り，むしろ自らの体験で転機してきたようです。乙れは

建築家は実際において始めて「してはいけない ζ とJ f し

てよい乙と 」の区別をつけるときでないでしょうか。

2.  現在好きな作家といわれても図ります。各人には

それぞれの持味があって態度や作品や思It'J で決められそ

うもありません。が，知っている範聞では，ベノレスキー

( 米) ， ライディ( ブラジノレ) ，ブロイヤー( 米) で，

口木では村野藤吾氏と清家裕氏。そんならば，君は乙れ

からはどう ・・・といわれると，ますます反省j別に入って

いると答えます。乙の老年にいたって建築設;; 1'というも

のは，なまやさしく取組んではいけないとしりました。

が，けっして号妥結はしないつもりです。自分のしってい

る範囲では大mなる怒志や感情を発表していきたいと念

願しています。ただいな味のない挟倣だけは避けてい

きます。やはり，よいものをつくるにはそれだけ努力し

なければできないようですから ，Ｚｾ識ある努力のほかは

方法がないと思っています。
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ア ン ケ ー ト 1. あ な た の 作 家 と し て の 転 機 に つ い て

広 島 大 学 教 授

佐 藤 重夫

作家といっても，いろいろの段階があり，多作家も#

作作家もある。またul 築は実用性がはなはだ主要である

から，何をも って作家といってよいのかしらない。従っ

て私自身がいずれに当るのか n信もないが，とにかくに

一生に一つ くらいはましなものでも作っ てみたいと思っ

ているので，あえてお答えしましょう 。だから転機のど

ときものを内省してみて，その様子がはっきりするわけ

でもなく ，お恥かしい乙とながら，実はいつとはなしに

いろいろと振動し，思い悩んんできたともいえよう。ま

た影響を受けた作家といっても，その範凶はま乙とに広

く，多少とも私 (C は轡き与えられており，すべてのかた

がたが恩人であり，師であるといいたい。そのうち思い

つ くままに主だった乙とや，かたがたを位、い起し，感謝

をとめてつづってみよう。

第一l乙恩い出される私の突き当った悩みというものは

学生の乙ろから卒業後暫くの間，昭和 8 i f どろのモタン

と口本風の問題であった。日本風といっても円木橋高島

屋や，後の軍人会館のようなものには関心は なかったけ

れども，純 日; ; 1 > : 味のものにはなにか心魅かれる思いであ

った。口木の民家や城の窓，城の石垣などに通うデザイ

ンを，ある競技設計にしておいでであった恩師( 乙の設

計はおしくも 出されなかったようですが) を塩閲見たと

きの驚きに似たすばらしさや，後の乙とではあったが，

丹下氏の忠孟塔の入賞などは，今も当 11寺の思い出の一つ

である。

しかし，乙ういった日木の気風と洋風 lζ 刺戟されてい

た平素のわれわれのモダンとの聞の問題は，当時の日分

にはなかなか及ばない，解決しえない迷いとして， しか

しいつも心の内 lζ 引掛っている問題であ った。皇紀2600

年記念m困飢三等のf.l:d'Fと建築学会50周年記念競技佳作

の画廊案や，愛育研究所佳作の思案等の，つまらぬ当時

のものは，そのまま未熟の私の迷いそのものの恥ざらし

であったと思う。

影響を受けた作家としては，伊東先生をはじめ岸田先

生，および当時奈良朝風の昆板を持った東大弓道窃など

を作られた内田先生であったと思うが，乙とに恩師の方

々の満州開発郎市計画案などは忘れられない名作であ っ

たと思う。

つぎに突当った問題としては渡辺仁先生の下で第一生

命木官官の設計 lι 関与さしていただいたH寺であるが，乙の

建物の中にある当時の石坂泰三専務室関係の諸室の設計

を折衷主義で設計したことである。あらゆる詳細や現寸
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2.  こ れ か ら の 方 向 ・ 好 き な 作 家

まで書いたが， 乙の l時乙ういったクラシックなものの

味，柔らかみ，面白さ，比例によりつつ比例に束縛され

ないデザインのよさ，という問題について，波辺先生よ

りぼけねばいけないという表現での，解脱の怠を教わっ

た。 ζ れは今も私は金言として大切にしている。乙れら

の室へやは戦後 G HQ， マッカ ーサ一室として佼J I i され

たが，乙の室へやの 7 ン トJ レピースに，私は上述の渡辺

先生の金言を思いつつ，今も愛析を最ももっているもの

である。

第三 lζ 思い出す転機は航空局! と入ってからの戦前期か

らの乙とである が，民間にあっ て今までやっ ていたよう

な制約のものと違い，敷地の選定からブロックプラン (C

入る，より大き な機会にあたる乙とができた乙とであっ

た。乙れは私にとっ て，より広く深い教えを与えて くれ

た。当時の主任技師の級友片山隆三氏，その他多くの方

がたのプラン ニングに対する検討の問題は，それ以後逓

信関係をi i l 1 じて敷侍されたもので，伝統の末端にふれ，

私は外廻りをしつつ，それでも今まで見捨られがちであ

った規格性とか，極めて普通な材料や工法の統一的使汀!

というものが醸し出す何物かlζ 驚ろ き，またそれに眼を

燈かされた。しかもそれに徹しきれない非力にも泣いた

けれども。また吉田鉄郎氏や山田守氏にはそれぞれその

奥にある清楚と熱心さとに陸自し，また木村栄次郎氏よ

りは言葉にも出せない素直さを教わ ったと思う。乙と lζ

病あつい吉田氏を病床 lζ 見舞った11寺に 「佐藤君，今はア

メリカ だが，建築はやはりドイツだよ J といわれた吉田

さんの私にとっ ての最後のお話は忘れる乙とはでき な

し、。

戦後私は岡山(C ，そうして広島大学へと移っ てみると

心の一隅 lζ 無形の形で51掛っていた郷土味というものが

再びよみがえってくるのをどうすることもできなかっ

た。戦後のアメ リカニ ズムの吹きまくる聞にあっ て私は

むし ろ逆に向う迷いを続け て いた。それは建築文 化 Ｈｉ ｉｻＭｾ

22 .  10) の床の聞についての文や，同誌 (111:3 . 32 . 9) の

事JI文，また少数の作品などにも多少あらわれてきたかも

しれない。乙れはまた倉敷を中心とした民芸迩勤 lζ 刺戟

された乙とも多く ，外村吉之助氏やml 辺鋲太郎氏lζ 教わ

った乙とも多い。また岡山!!?L文化財委且としてや，以前

より少しづつ手がけていた民家探訪で，中園地方を， I時

を作 っては歩き回るうちに育 くまれ て い く思いであっ

た。一方 111:3和29年 l乙欧米，乙と (C ドイツ，スイスと伊太

利を比較的長く田舎回りしてみて， ドイy の固さと， 巾

ｉｬｴことに初 ＱｾＱ ロー Ｗ ネスクに面白味を発見してからは，

いよいよそれがつのるのみであった。学会の正月号Iζ も

書いたので重複をさけたいが，材料そのものの務付いた

堂々たるul 物，ね らったも のでない建物というものに今

はますます私は傾いてい る。安価なあり ふれた材料で作



ア ン ケ ー ト 1 . あ な た の 作 家 と し て の 転 機 に つ い て

山下寿 ｮｾ 設計事務所大阪支社長

清 7.1< 和 弥

大変むつかしい質問で f Ｇ ｬ ［ ｾ Ｎ ｻ Ｇ ｌ 周聞からの影響を受けな

がら ，暗中模索しているような状態の私にとっては，適

切な答が直ぐには見付かりません。

強いていえば，年令κ 従つての人生観，社会仰の変化

が，建築創作の心構えに多少の動きを与えて来ているよ

うです。

戦争の経験だとか，大病中の恩5集長

ではやはり私を転1機幾せしめているのでしようか ?

いずれ Ir . せよ御質問のようには，、ッキリと答えられな

い有機です。 rお前は何の目的を以て人閥 (ζ 生れてきた

のか Y 何のために生きているのか ? J と聞かされたよ

うな気持です。

日建設計工務KK名古屋事務所所長

山根 ;欠 fls 正

1  .  制作のその口その日が転機，とでもいいましょう

か。( ど質問の怠にそえなくて恐縮です)

2. 最も尊敬できる正tt 築家は竹服従造先生です。

現代のうわっすべりな建築思潟Hr . 一番欠けているもの

それを先生は正しく確実に身につけておられると思いま

す。その他K も立派な方がある乙とでしょうが，直接そ

のひととなりを知りませんので. 作品の写真だけでは私

には尊敬できるかどうか判断がつきかねます。

2.  こ れ か ら の 方 向 ・ 好 き な 作 家

郵政大臣官房建築部設計課長

薬 師 寺 厚

とくにはっきりした転機というようなものはなかった

ようですが 4 - 5 '午前どろ，つまり 40才を過 ぎた乙ろか

ら，だんだん fI 分の考え方rr. i ' 1 信がで きてきたようで

す。

人がやっている乙とが気にならなくなり，人は人，自

分は自分だと思うよう lζ なってきました。

よくいえば自己が確立してきたととであり，悪くいえ

ば感受性がにぶくなり頑固になってきたんでしょう。

進歩か，退歩か疑問です。

ミース ・ファン ・デ J レ・ローエの作品がずっと前から

好きです。昨年アメリカで実際にそのいくつかを見てま

すます感心しました。それと日本の古雄策，最近では社

寺m築に心をひかれています。

数年前からの引き続いての考えとして，欽，コンクリ

ートを使って，気候，風土にあった感党的 lζ も口木らし

い建築をつくっていきたいと思っています。

実った風土，伝統をもっ日 本で，外国の新しい建築を

ただ目先が変っていることだけで無反千? にn似をする傾

向が激しす ぎると思います。進歩的という美名にかくれ

てとんな傾向がのさばるのは寒心すべき乙とと思いま

す。

もっとわれわれのもつものを大切にして気永に育てて

普遍的な，本格的な建築をつくっていきたいものです。

よい芯味でのアカデミズムが日本のｾ築界にあってほ

しいと考えています。

( 前頁より)

っても，安物K ならないもの，乙れができないものかな

と思っている。そこのl床，それは貧相でない l沫を，被郁

として悠々たる，堂々たる気風を，と私は希っている。

小さくとも心lζ 乙たえるもの，大小にかかわらずそ乙 Ir.

は質実，すなわち蝕実と質素とが見出されねばならぬと

思う。トル ヒヨモニュメント( 建築と社会昭31.6) や広

島発明会館( 同 IIB33 . 12) ，中江大部先生台座などに少

しは私の主張が見られれば幸である。

現在夜、の好きな作家はいろいろの芯味で多い。しかし

私はそのうちで， ロジャース ( 伊) と J ・デカノレロ

( 伊) および A ・アールト( フィンランド〉をまず挙げ

たい。口木ではやはり岸田先生，前川氏，丹下氏である

が，他lζ も多い。
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スウェ ーデンの住宅。

i j ! 築家 Er i k Ahnborg の自宅。 親子分艇が行われて

おり ，左側が両組の寝室。もっとも浴室は般れて子供部

分にある。 壁体はコン合リ ー トの規絡製品。 NY A

SUENSKA  VI LLOR.  58 

わたくしは作家と! F f . ばれるに価しないと臼認していま

す。しかし30ほどの住宅と 5 ，6 のビソレの没引をしてお

り，少くともそれらの建物の主主主，{，t: y日者ーにはRl l 築家と

しての立任を感じています。その芯; 味でn分のメンタリ

ティ( 心的態度) を告白する社会的立任もあると思いま

す。

住宅設計者としてのメンタリテ ィの変転を行みますと

乙のごろは建主の希望をできるだけ rt 広く取入れて設計

を纏めていきた L、。住宅は主主主と主主築家の共同作品であ

るべきだ，そんな風に感じています0 ' 主主主の希望を 巾広

く取入れられ得るという乙とは姥築家の節を1 I 1 i げるとい

う乙ととは違うのであっ てむ しろ総築家の共鳴認が巾広

である乙とを意味すると考えるようになりました。学校

をはi たてのころはそうした巾より，臼分の建築を確立し

たいといった ζ との方を主に感じていたようです。乙れ

は年令の彩轡でしょうか。もっとも現在でもわたくしは

人lζ 頑固だといわれますし，一方こうしたメンタリテ ィ

築型の再認識，再構成が必要なことを考えはじめたこと

それと戦後プロレタ リアート になったためか，社会主義

社会の建築および建築群のあり方を恩うようになった ζ

となと、です。と乙ろでわたくしの宅地内にはわた くしの

家と ，家内の母の家と，わたしの家の増築郎分とあり，

それぞれ 1942，52， 55年の建築です。いまそれらを眺め

ますとわたくしのデザ寸ンというより以上lζ ，それぞれ

がその時期のデザ、イン傾向を示しているのに仰然たる思

いです。たとえばフラット ・ノレーフ，厚型ス レート， 鉄

板瓦棒主主といった具合です。目下小さい製図室を別棟で

計四中ですが，それも十年後に見た らどう感じることで

しょうか。

好きな建築家としては，アーJ レネ ・エールヴィ，ア ノレ

ヴァ - }レ ・アールト，ア J レネ ・ヤコブセン ，スヴ ェン ・

7 } レケリウスなどです。学生のころ好きだったウ ィリア

ム ・ウイルスン ・ワース タlζ 数年前東京で会えた り， 戦

前から 作品はHきだったニ ーJ レス ・アーノレボムが，最近

東京のスエ ーデン大使館の現場監督にきたのに一口 中Jr.

会ったりして見 ると ，好きというのも作品なのか人なの

かはっきりしませんが。

の変化が進歩だという気はあり ません。

住宅の平面計画についての考えも随分変転していま

す。i以後はスカンジナピアの住宅平面のあり方に家庭生

活の最も妥当な把握があるよう lζ 考えるよ うになりまし

た。その好例は最近のデンマークやスエーデンのものに

見られると考えます。親子分化の平而計画とわた くしが

呼んでいるものです。 ζ れは Byggmost aren ゃ んki tekten

などに 11¥ている半面図をときおり眺めているうちに感得

したもの です。 ( 郎町駅間 ウィリ アム ・ジェイ ムスの心

理学 lζ 「仕事の些事 lζ 携っている J!i ，知らず知らずの lt

lζ ，その鹿郊の事柄についての判断々が i'I 分の 11
1にでき

てきてけっ して失われる乙とのない 1'1分の所有 となる」

とありますが， ;1豆段とはむしろそうした乙とではなし、か

と考えます。

D : 築の考え方についてはマンフォードから多分の影響

を受けたかも知れません。しかし影符と感じるより， 7

ンフォードによって 1' 1己発見をさせてJ 1 ったといった感

じです。転機といえば建築家としても戦争によって眼を

聞けさせられたととが大きな乙とだったと思います。既

存の主n築型がi以後の激動には通じない 乙と ，それゆえ述
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三BH. M広明務所所長

徳 力く 正

1  .  中学 3 1ド生のH寺，N e w Yor k より久し振りに帰朝

した叔父lζ ，将来飛行機の; 没日| 家 lζ なる乙とをすすめら

れた。そのH寺まで (.1分の将来の乙となどは全然考えた乙

とのなかった私にとって，乙の叔父のすすめは，強く j脳

担l Hζ 焼きつけられたといってよい。叔父のすすめの級拠

は，将来どんなに発展するか測りしれないというととで

あった。こんなことが動機になって，中学 3 ff.生どろか

らn 面白 lζ 臼分の将来を考えるようになった。

当時私は四国の中学にＱｩｾをおいて ， :N'I 艇の選手として

レース前一春とuーはもちろんのζι 秋も冬も瀬戸内

海の上で暮らしていたのだが，宮内さんという早大潮艇

部 OB コックスの方や，アムステノレダム ・オリンピック

に出場した j兵田さんなどのコーチを受けて，回合の中学

としては，珍らしく本格的なオアズマン ・ンップをたた

き込まれた。その当時の状況は中学同窓生はよく知って

いると思います。

乙のような二つの渦巻を心の中にも って，いろいろ考

えたあげく，自分で将来五s築家になるように決心した。

その時期は中学 H f の末101から中学 4 1下の前j切にかけて

であったと思う。

*It がすりに小; ( ' t の袴をはいて早稲悶第一高等学院を受

験して，私は半1 [ . 補欠入学をJ ' f された。Il?:l和 6 年のこと

である。受験当日寺の紛がすりに小倉の袴のいでたちで，

3 カ月以上も通学して， 夏休みに帰省して以降はじめて

サージの学生服をつくってもらった乙とも，今は思い出

となっている。

その秋から ，私は早大畑艇部K 入部して，本絡的 ICス

ライデ イン夕食 ・シートの各績の競艇を仰ぐようになり，

墨捉の合宿生活がはじまった。

If{{ 和 7 年の春，復活第 3 回早慶レガッタの 3 審を憎い

でカンパスの差で勝った。H付和 9 1]"' 学郎の建築科』ζ 入学

を許されるまで，私の生活は虫堤でその大半を終ったと

思ってさしっかえない。

いよいよ建築科のコースに入って，私は，対校選手を

やめて，一生懸命に建築家になる勉強をしようと思っ

た。幸f(， N 3 W York にいる叔父からは，フォーラムや

ド一ドルジュイやペンシ J レポイントが送られて来た。し

かし今考えてみても非常によく勉強をした学生ではなか

ったと思う。

やはりむりに|肢をつ くっては翠堤に出かけたり，校内

レガッタのコーチをしたり，よくあそんだと思う 。

11付手n1 H.j 二のベルリン ・オリンピ γ クlζ 母校がフヰアー

の選手をお くるに当って，私は参加をすすめられたが，

何かふんぎりのつかぬまま，百平j sをして参加| しなかった

し， nJ DH本暇を利mして， N e w  Y ork  にあそびにくるよ

うK すすめてくれた，jill 父のすすめにも応じるがと心がつか

ぬままに， ｬｉ ｻｪ 和 Ｑ Ｒ ＱＱＧＮｦζ 学業を終えて，長谷部 ・ 竹 ｬ 以ｾ祭

事l l i mfζ 入所する乙とになった。

いわば，私は建築家になる ζ とを考えて，ｾ築家にな

るためのコースを歩いてきた乙とになる。その! 日j，Xs凶

の一つj ，' ，! : えの躍艇を臼分の力一杯に努力しながら …… 。

そんな状況で実務についたものの，満州事変から大東

亜戦争K 発j反してい ったので大した作品などはありませ

ん。強いていうならば，昭和 17"1' の静岡復興霊域とI l i : ! 和

18年の 11泰文化会館の入選作ぐらいのものでしょう。

論文は「民芸」が満州国建国 10周年記念号κ 書くよう

にと中山があり，私が臼ら採集した民具と満州の民家な

どを;1.i;:iJl J K して，かなり長文の工芸論のようなものを発

表したことがあります。

当時Ｍｾ深く影響を与えていただいた述築家は，長谷

部鋭吉先生であります。

2.  伝統の問題をとりあげる ζ とはよろしいのですが

伝統を非常に誇狼して表現したり，伝統論をふりまわす

ため lζ ， i'I らが，その理論 lζ しばられることはどうかと

思います。

建築家は本来の使命があり，自由な立切にたって，使

命に忠実にかつ創造の面でも自由に充分腕をのばして働

くべきであると JI.t っています。

建築家の本当の姿の生き方をする建築家乙そ尊敬され

るべきであり ，建築設計 !ζ 従事しているとしても，特定

の施工会社lζ 勤務している人は，建築家とよばれるべき

でないのではないでしょうか。

日本で尊敬している建築家 長谷部鋭吉先生

渡辺 節先生

村 野 藤 否 先 生

海外にいる ［ｪ＼ ｌ 、の ｾＱ 倣している必築家

J レ・コルビジエ，ア J レパー ・アールト

ミース ・ファン ・デル ・ローエ ，" 7・ノクス ・ビJ レ

エーロ ・サーリネン，ヂイオ ・ポンテ ィ

すなわち，作品を通じて作家をみる時lζ 民族性を徐て

る乙とができない強い個性と ，その創造的*，仲11を学ひ

いと思います。

荘、の尊敬している述築家として乙乙』ζ 列記した方々は

それぞれに燃えるようなはげしさで自己を腕り下げつつ

砧築家の追を歩んでいると思います。またど乙の会社に

も所属しない，白山な立場のu ! 築家であると存じていま

す。
(お .2.20J tJ l
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ｾ築綜合計画研究所取締役社長

坂 本 鹿 名 夫

1  .  私の作家としての転機について

私はやはり出身校が東京工業大学という，精進をとく

に大事に教えるという校風の影響が強いように思いま

す。もちろん小林政一先生のような計画，谷口吉郎先生

のようなデザインの優秀なる方にも有5 :it い教えを受けま

したから，その影響も大いにあるかと思います。その後

大倉土木の武官英一氏，当時建築部長( 後 lζ 会長) が大

学の}i在工法の講師でおられたので，とくに l属望されて昭

和 12年同社K 入社させていただきました。爾後281ドまで

約 17年間，途中海軍 lζ 召されて約 5 年間一ーしかし乙乙

でも建築のあらゆる illi の経済合班化，能率化を研究一一

空白ありといえどもほとんど設計に専念しました。その

拶轡は甚大であり，とど lζ 建物を経済的に造るという乙

とに，家庭の族 もあって，一一回 は米沢出，上杉J;tf 山公

の教えをそのままに実践す一一工夫を乙らすようになり

ました。

もちろん，建築家として，何か造る際 ( Cは必ず，その

i答では美しく美しくと祈るに似た気持ちは働いておりま

すが，一寸の昔話駄も許せない，厳格なしつけが1!1t芯識に

働いて今日の作風を築いて来たとでも申せましょうか。

したがって今日，建築専門雑誌に美しい写真によって

紹介されているような建築秘式には，常 lι 何ともいいよ

うのない嫌悪 (ζ 似た! 必日がまづ之り，ついで反感あるい

は悦惑K まで近い気持ちを必ず抱くようになっておりま

す。第一次世界大戦後ドイツ( ( 復興した建築は乙のよう

な形式のものではなかったと思います。ナチス拾i i J j以前

の ｂａｕ Ｍ ｆｏｒｍ ｅ ｎ の美しい写 ｾｉｲ が未だに ￭ｦ ｊｪを離れません。

lオ木の諸県庁舎などに見られる事大主義的な，あるいは

古典趨味的な附而装飾の建物は何とも鼻持ちのならぬ気

持ちで眺めております。

LI ; i ¥I : が敗れたからといって全然必匠を施してはいけな

いといっているのではありません。その気持ちは l刊にも

述べてあります。しかし現状はどうでしょう 。機能も合

理性も無視して， 11佐々美 l ζi 比る。あるいは 日本美と称し

て伊勢の大神宮を ，あるいは古城を真似る。キャンテ ィ

レヴァー〔片 fjf 紫) の先端まで| 司じ太さで巡るコンクリ

ート造は四百企郎前築そ考慮しているのではありますま

い。話が余談になって月! 訳ありません。

私の作品は円形校舎ぐらいなものですが，これはノ、ツ

タリやケレンのものではありません。私なりの解釈で全

く必要から生じたものです。これからも必必な場所へ !i

ｾてるつもりです。しかし角形でも ， 山形と同じくら
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い，経済的に例えば，坪当り四万円前後で私なりに満足

した立派なものができるようになりましたから一一例，

府中市在，私立! 日JJ J i 学苑( 盟事長，児玉九十氏) ，宝塚

市立長J1? : 小学校など一一ー安価という点だけ ではどちらで

もよくなりました。

j1jJ 彰校舎も在、の本当の満足したものはまだまだです。

しかし， 11{:i和23年乙ろ設計した中央に角形の共通部門を

t守った! 眼鏡型の校舎は，当時文部省や学会から面白いけ

れども奇抜すぎるといって棚上げさせられましたが，現

在では青森以の大淡と福井以の小浜の両方から同l刷 ζ 依

頼を受けて目下四分どおり竣工しつつある。乙のとおり

1'1分で信じたものはいつか芽が出る乙とを身をもっ て体

験しているが，当時，故遠藤新先生より哀赤 lζ 加筆され

た青写真を見せて激励を受けた乙とは，涙の出るほどあ

りがたい感激でありました。

荘、の作風といえば， ￯ Ｇｪ￮ ｪ ｾＲ のとおり ，芯匠という よう な

ものはほとんどなく ，全く，使う人の身にな って，例え

ばガラスの割れたｬＱ ｾｩ の経費まで考え て 設計するので，い

ま流行の必式からは程遠い独自のものといえましょう

か。論説というほどでもありませんが，詳しくは建設省

建築研究所編集 : 建築技術 1955- Ｔ 月号，国際ｾ築 ＵＴ ＭＭ

6 ) = j 号，近代建築 55- 3 ，病院56ー 7，57ー し 7，58 -

4，な どをど覧下さい。

乙のように私の作家としての転機はまず， 日本の建築

の基盤をなしている訪負胞工会社を研究し，官庁の急

先的となった海軍ーを身をもって経験し，いよいよ信念、を

悶めて発足したもので，常Iζ 現代』ζ 直結した建築を，最

も経済的にと芯図しつつ設計するため 1( ，綴式とかいわ

ゆるデザインなどにとくに ζ だわらず，その都度最も合

理的なfi; 匠を独創的に考え出す乙とに努めている。それ

は丁度自動車，飛行機などのごとく考えている( この ζ

ろの自動車κ は| 随分と預廃的な芯匠が見られるが) 。従

って怠匠は素直 lζ ，清潔に というととを常に所員にもい

い聞かせているくらいである。

2.  シドニ一国立劇場のヨルン ・ウッツオン氏， トロ

ント市庁舎および市民広場のビリオ ・レベール氏は，い

づれも近来ま れな二大国際公1)11競技設計の当選者であり

その臼由な芯匠( 芯匠というものがあれば) は私の前記

信念、と全く一致する。乙のことは私の作品と比較すれば

全く雲泥の差にも等しく汗顔のいたりであるが，過去の

作品，例えば O. S . K . IJ j J 膨大劇場や，国立国会凶造銃i入

巡ＱＧ ＱＧ そ の他ｪＭｉ ｊ 形ｾ物と 比較してい ただければ，わずか な

がら私の気持ちを判っていただけることと思う。

以上でお答えは尽きた E とと思うが， さらに将来の方向を予匙1すると

我田引水ながら， 乙の自 111な独創的な方向へ， すなわち正航機能主務と

で色 rll すべき方的J へ進む乙とは当然と考えます。 しかしまた今円のごと

く文佑の進んだ時代で b まだ民芸趣味などの流行することあるのを思え

ば， まちがった日本雌味， ｬｕ ｴ ￬Ｇ雌味といっ ｉｾ 建築もまだまにｴｉｩる ｦ ごう Ｓ

とはちえます。
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中

中村ｾ築研究所所長

村
Z 宜

主孟

1  .  アンケートにお答えしようと考えると，本当にま

よいまよって，今日にありながら未だに白分の方向がわ

からない巡礼者であるととを痛感いたします。転機につ

いて順次を追って書きます。

第 1田 美校在学
2 1

1'- ，中学時代から近代R t 築に互与を

持って入学したが，当時の美校はクラシックの先生方で

モダンな建築では適切な指導はえられなかった。そのお

りに，図案科の広川松五郎教授と親しかったと ζ ろから

「君はクラシックをいやがるが，クラ シックは近代建築

の基礎となるはずだ。 幸いクラシックではよい教授がお

られるのだから ，いま勉強しな くては当校に在校する意

義がない。一つ勉強したらどうかね」とさとされた。学

校から教えてもらいたい気持の多い時だったので，それ

以後クラシックの作品を勉強した。

Ａｲｾ＠ 2 回 美校卒業l時，卒業lli l)作として，フランス ・ル

ネッサンス段式で美術館を計画して下図を完成した。諸

先生方lζ は喜ばれた。そのおり水谷武彦先生より「人聞

の一生の制で， 自己を転換するよい時期は 2 回ある。一

つは卒業，いま一つは結婚だ。君は乙のキ:.;!tur . あたって

クラシックで卒業する乙とについて考えてほしい」とさ

とされた。友人からも点取り的な作品の非を指摘され

た。そ乙で近代建築Ir . 転向，短時間の制に「海岸Ki l l つ

カジノ J を近代建築で設計した。先輩の石川恒雄氏の卒

業作品を水谷先生の指導で参考にしたが，近代建築を内

容的 I CPd! 解でき ないで，表現的 lζ しがならず，体は昔の

ままで着物から洋服 lζ 着替えた姿であった。

知 3 回 昭和 13年 4 月- 1 2月，卒業してすぐ東京市の

臨時建築部で，東京オ リンピッ夕、主競技場ミ設計を担

当した。そ乙で横山不学先生より，建築の表現と構造は

有機的な関係である ζ とをさとされた。僕は驚きと喜び

をともにした。↑ 白熱を持って仕事したが中止となった。

次いで大手町 lζ 建つ新庁舎を横山 先 生 の 指 導で計画し

た。その時始めて，計画について各積のデーターを作る

乙とを教えられる。とくに当時の鉄道省庁舎の調査でi l i IJ

総 ・交通ii I ・組織際1・経済断固なと:' Kついて大切な乙と

を知り，近代建築の内容を更II 解するようになる。

ＡＺＨｾ＠ 4 回 1111和 1711'- ， 4
1r - の軍隊生活のブランクの後1 n}

悶，ヨドい国土会のメンバーとなり ，坂会事務所で行うデ

スカッション』ζ 出席。そ乙で恥しいながら ，機能主義の

ｦＱｾ受がはっきり認識した。 コルビジュエ， グロピユ ー

ス， ピーターベェレンスの研究をする。同時K 個性の問

題と LI 本的表現の問題で，吉岡五十八先生の門をたたき

お教えを受ける。当H寺の作品; 口泰文化会館の懸11・佳作

作品およひ. 東京市忠ヰ格の当選作品。

お ￭ｾ 5 回 II{{ 和 30作，おりから Archite: tural Revie wで東

欧と西欧との論戦中の民族様式の問題lζ 共I!l J して，伝統

の問題をとり上げる。近代主義主主築を否定する立以とな

る。そ乙を進むうちに，型論と尖践のギャップに苦しみ

だす結果を生じる。

論文 「グロピウスと日本文化」の中で P. 252 の「ソ

シアリズムの立窃から伝統の問題を巧える」

作品総評会鉛Ｈ共同設 ｾｬ であるがＩ

気Ｇｾ 6 凹 II{{ 和331f- 5  Ｉｊ ，大阪の図際見本市 ｬζ ソ主ｾから

イエ ・スタモが来朝した。幸いに彼と討論する機会を得

た。そのおりに私自身の創作上の壁について，その解決

する問題点について話し合った。彼はいう「人工術星の

飛ぶ今 1-1， 狭義の民族様式を誇るような乙となく，全世

界的 lζ 考えよう」と。

2.  私はいまみずから動きつつあ る。かすかだが今に

至って強策らしきものが感じられつつある。

1)  建築は用途 K 対して正しく計画される ζ と。

2)  建築は経済的に計画される乙と。

3)  姑築は生産方法との有機的な関速において計画さ

れる乙と。

4)  ｾ築は地方の生 ｬ 主材料，生活の伝統，気 Ｑ 氏， Jili¥土

など，そのｾ設される土地と密接な関係で計画さ

れる乙と。

5)  建築は美しく計画され，そこに新しい建築造型の

発} 廷に窃与し，その国民の手: 福になるように計画

されること。

6)  ｾ築は，一個のｾ築で な く，都 市 計画 ，地方計画

とのー述としてま| 画される乙と。

以上が今後の方向と恩っている。

現在すきな作家は，故オ ーギュスト ・ペレーである。

それは，機能主義以後の建築の発展に対して，正しいも

の，引継ぐものを発見して2 故オーギュスト ・ペレーの

上K プラスして，新しい創造を新しい社会のために作り

たいからです。その忍味で創作上の参考となるものがあ

るという点で現代の作家の中で尊敬する人々は

1)  建築空間の表現力において

有国五十八，: { . ) : 口吉郎，村野勝者，丹下位三， ロー

エ，コ J レピジュエ， ヨJ レン ・ウッツオン，フ' ロイヤ

。

2)  ｾ築技術の ｬｊｾ み 上 げにおいて

リチヤード ・ノイトラ . 山口文集， fiiJ 川国男，吉間

鉄郎，小坂秀雄。

3)  基本日) - 闘のデーターの蓄積と研究において

吉氏本水， i山辺陽，桃山不学。

43 



ア ン ケ ー ト 1  . あ な た の 作 家 と し て の 転 織 に つ い て 2. こ れ か ら の 方 向 ・好 き な 作 家

日本住宅公団ｩｬＡｾ部設計課長

本 城 和 彦

いま私は 「作家」ではあ りません。それにまだ過去の

乙とを語るような年令でもありません。それでご返事を

する乙とがためらわれます。

系譜からいえば私は逓信系です。学校を出てすぐ iill 信

省K 入り，山田守，吉臼欽自[1，木村栄二郎，小坂秀雄，

薬師寺] ! J . などの人たちにいろいろと感化をうけました。

山田 さんの怠慾的な11M!' 態度や，吉田さんの沈潜したそ

れな ど，ふかく 心にき ざまれてい ます。 しかし，とくに

そ乙で学んだものはプランニングの厳正さと，機能に対

する忠実なアプローチという乙とでしょう。

私は大学の同級生 lこも極めて恵まれていました。丹下

健三君の仕事な ど，私は傍から見てい るだけですが，い

つも全く感心させられます。大江宏君や入江雄太郎君も

そうです。入江君についてはそのファイトと実用 !ζ 対す

る忠実きに! &' ; 心しています。学校を出てI l l J もないころ，

荘、は丹下君などがそれ以前の人たちと述命的 IC一つの断

層をもっているような気がしてなりませんでした。夜、は

おそらく前の人たちにちかいカテゴリーに入るのでしょ

う。 しかしそうした人を傍に見てい られる乙とはたいへ

ん幸せだ った と思います。

「現代辿築J の編集に関係して， 101-*工作文化辿胞の

人たちに援する機会をも った乙とも荘、 lζ は幸せでした。

とく K 編集主任の市irlHill 氏にはいろいろな而で，例えば

22かな生活の仕方ーといった点でも，ずいぶん教えられる

点が多かったと，[ tいます。

私の建築家としての形成はおそらくその ζ ろのことに

多く負っているので しょう。 i以後荘、は経済安定本部など

に移り 7 年間を建築家でな 0 &しました。 しかし思い

は常 ｬζ ｩｬＡ築 ｋ ありました。昭和 ＲＸ 勾 ｾｋ 建設省営繕局に 移

り，再び主.Il築家になりましたが，そ 乙で驚いたのは若い

人たちのプランニングへの新らしいアプローチの確かさ

でした。私のその後の建築家としての形成は主としてそ

の人たちに負っていると思います。

逓{言省K いる H与，山田守 さんから教わった芭蕉の次の

言葉がいまでも私には忘れられません。 i不易V l E行」と

いう言葉です。新ら しい言葉でいえば「リアリティの追

求J という乙とでしょう 。私! ' I 身K 関するかぎりは ζ れ

を今後とも方向としてもっていきたいと思っています。
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坂u 裕三i l ! 築研究所大阪事務所

西 沢 文 隆

1  .  作家としての転機について

私は一つのスランプ状態を経て極端か ら極端へと飛躍

して行くという性質ではなく，一歩一歩wみ上げて行く

方であるから，ど質問のような率直な転機というものは

ないn お答えと しては私のささやかな遍歴の跡を記すよ

り仕方ある まい。

1 ) 建築家を志す lζ 至った動機一高校時代

いよいよ大学の志望を決めるに至ってから，さて何 lζ

なるべきかと) 5' ・え， 自分 K 不適当と} &J 、われるものを除い

て行くと建築科だけが残った。乙 れより他 lζ 取る途はな

かった。当時芸術家になるつもりであった。担任の先生

が丁度建築家で小生をl呼び I'. L¥し， i 芸術家になるつもり

で建築科に入ったら大間逃いだ」といっ て11[: られた。そ

の芯味を解するに至ったのは，大学 l乙入ってから一年以

上経過してからの乙とである。( 乙の先生は出j もな〈夫

逝された。今に して会えた らとつ くづく 思うのである)

]1 ) 現代建築制相I1の認識と批判一大学時代

近代建築精神なるものを叩き込まれ，漸くにして，先

ず先生の言葉の意味がわかっできた。しかしそれはむし

ろイズムとしてであり，概念としてであって，本当のみ

づみづしい近代建築精神の断i I i i に体を浸せたわけではな

い。「近代建築M' 1!I 1批判」なる卒論を告乙うとして Del a

を収集し始めたのは，とくに盲人蛇におぢすの! さがあっ

た。したがって C orbus ier の Pl anning のうまさ， El e val i on  

との結びつけなとみまわかったつもりでも ，ほんの1 X.f百的

なものにすぎなかったわけである。

]]I ) 生み出すということの体験一本業，入所

大学三年のH与に設計事務所』ζ 入る乙とは決めていた。

しかし誰κ 師事するかという段になると迷った。迷う と

いうより ，結局どとも な くて当! 必していたのである。

丁度その乙 ろ板倉がパ リーから帰って来 てい たのであ

る。当時新京の郎市計画をやっていて，浜口さんから手

伝に行ってみないかと勧誘を受けた。 そして通いはじめ

乙の人乙そ師ポすべき人であると，El い定めたのであっ

た。 1940i下春，ただ一人の所貝として入所した。ある 日

坂倉は微笑しながらいった。 i T Il UI( 物と閉じよう ( C建

築も一つの有機体であるか ら，どこを切っても汁がI l ¥る

ようでなければいけない」一一一しかしまだよりどころも

なく決然としていて，本当の言葉の志、l床が平IJ ったのは後
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々の乙とであ る。 ー一一今でも判るために努力しつづけて

いるとい った方が適当であろう 。l e Corbusi er の作品集

もその時に至 って見直され，始めて以の; t ; :cl
床での役に立

ってきたのである。

l V) 合1盟主義精神- Peri ond の来妙l

合理主義のな| 沫が判っ たのも坂: ( r K r: III rJI してからで あ

る。 ｐ ･ ｲｩｯｮ､ 女史の来ｾＧ� ｬ はそれをも っ とは っき りした形

で私のi I IHC呈示してくれた。造形性と会直! 性は表裏一体

となり不可分なものであ った。中にはほほえましいほの

かな誤りも発見 されたー- I C もかかわらず筋は通ってい

たし，事実美しいものであ った。当時総瓦造の家を設計

していて，法規上のパットレスでにっちもさっちも行か

なくなっているのを見て，なぜパットレスをつけるかと

切り込んで来た。そして母のために設計した二つの平行

した rlBi I u でできた家のスケッチを提示してくれた。

V ) 日本的なるもの一大東亜戦争，終戦後の混乱期

紫禁城，アンコ ーJ レ，ポルフ. ド - J L t ，そして伊勢神宮

のプロポーションの研究， 佳離宮の比例， 木造木苦手! の

比例，比島の山中では大自然の中 lι 程よく散在した民家

一一四本の太い丸太と竹製 Ponel ICよって組立てられた

ーーをしげしげと眺めた。

終戦後，大阪にあって木造の組立総築の手伝いをし

た。上村総図邸は戦後初めての本建築であ った。それを

機lζ 改めて茶室建築の勉強をやり直し，主J 院造を眺め，

木造建築のもつ日本的処理法の美しさ，その空間構成の

在り方など研究した。

Vl ) 庭園の研究

乙の乙ろ私はよく 病気した。 i / i 1 労がたまっては倒れ

る。 倒れると少くとも一カ月はかかった。労働 lζ は不適

当だが本を読むには差支えない程度のものであったので

随分と本を読む機会があった。森組氏の 「平安朝時代の

庭園j を本気に読んだのは乙の ζ ろであった。それは庭

園への異常な興味を与えてくれた。それを機lζ 片っぱし

から庭園の本を読み， 丁 度名園名庭めぐりの会があっ

て， 毎日曜に写真機をもって観賞に出かけた。 建築の

Spoce の延長としての庭園，さらに庭図それ自身での一

つの空間生成一一 それは建築を造るどとに周辺の庭園造

成に役立つばかりでな く，建築自身を庭園化する乙とに

役立ったし，のちほど Augsburg へ贈呈される乙と κ な

った Di esel の記念国造成にも役立つ ζ とと なった。

一方イタ リア式庭園を初め支那庭図， 印度庭園など世

界各国の造園』ζ も強い食慾を生じ，見付け次第読みふけ

っ7こ。

Vl l)  ｃ ｯ ｮ ｾｴ ｲｵ ｣ ｴ ｩｶ･＠ Des i!;J n  次々と入って くる若い人々から

の刺1; 戎もあった。Moi lort や Nervi の作品などが入って

きた。新 らしい空間獲得の方法として新 らしい構造造型

への芯欲は世界的にもり上ってい る。

，'m)  Mies von  der  Rohe  

l oke Shore  Drive， Fornswor th ｌｾ ｉ ｜ ，＠ Monhei m の劇場競

技設計ーなど，渡米後 Mi es の発表する9 J l 築にはと くにシ

ョッキ ングなものがある 。その冷厳な空間性lζ 打たれぬ

ものはあるまい。

IX)  l e  Corbusi er  

戦後次々と発表 される Corbus ier の作品に はど乙 か寄

りっき難い皮肉ざわりがあった。むしろ第三巻あたりの

方が親しみがしてたのである。ところが実物をみて驚い

た。 1957年 Diesel 記念図造成のため渡欧して，始めてそ

の実物に接して打たれた。乙れ乙そ20世紀の建築作品と

して未来に残るべきものであったのである。かつて感激

した S wiss Povilli on などはその前には影が簿れた。それ

はむしろ悪い窓l沫での現代建築の範時K 属すべきもので

はなし、かと思われたほどである 。素材はゴシック寺院の

ように立派ではない。 しかしそれは正に現代のものであ

り， しかも堂々と対抗して建築的 lζ 遥かに優れたもので

ある。不幸にして Rohe のものには未だ筏していないが

やはりそのよう K 堂々たる現代性を有しているのではあ

るまいかと思う 。 ( Pori s のユネスコは Pori s !C おける

nf l! 一つ Moder n ｾ築であるが，惑い意味における現代建

築性をも蔵している) ーーかつて私はそのあくなき造型

性のゆえに G ondi  K 閣がれた。 Spoin を訪れたのも

G ondi の作品に接する乙とが主目的であった。それは確

かに Spoi n の風土についたみどとなものではあ ったし，

現代建築K ともすれば不足勝ちな Or gonic なみ どとさは

あったけれども， C orbusier の Ronchomp の教会や Mo-

rsoill 自 のアパート K 接した後では影がうすれてしまっ

た。一一' すでに過去のものであったのである。

2  本当の建築を造りたい。もちろんわが国の人間で

ある以上，わが国のよさはにじみ出 なければならない

が，それはあくまで現代建築の倫理の上に立ったもので

ある必要がある一一乙の点( 日本的という点で) 最近の

丹下氏の Det oil の処理方法 iζ は疑問をもっ←一本当の建

築とはそれがたとえ廃域と化しでもますます美しさが加

わるというものでなければならない。昔のよう な豪華な

索材は使えないととはもちろん前提において。

好きな作家というより本当の作家といえば l e C orbusi er  

と Mies のニ人を挙げる。

Ｔｾ＠
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1  9  4  9  

， 9  5  0  

1  9  5  1  

1  9  5  2  

1  9  5  3  

1  9  5  4  

作

Eコ

ロロ

岩

KK 竹中工務庖福岡支庖設計部長

本 博

，-

T寸

1949年 北税務署①一入社後mj : 自の処女作である。

上 司に，石 Ｉｉ｜ Ｊ ， ｾ Ｍｮｲｬ ，広瀬初夫 ， 小 川 正氏がおられ，そ

のiE轡を受けていた。それまでは戦争にも 行 っていたが

専らドラフトをやっていた。私の情熱は文学と絵』ζ 向け

られていたが，その焔はいやにめらめらして青白く低迷

するばかりで効泉がなかった。恨み多い' Tr春であった。

1950年 アメリカ時産業ホ ール①一同じl時j切に神戸で

口木貿易産業時覧会があった。丹下位三 ， 池 辺 住 ｾｪ ， 山口

文集氏らの作品lζ 践する。荘、の建築関i吸は乙の乙ろから

であるが病気になった。

1951年 西也・ハイツ@ーすでに) ( . f 営アパートが 6 事Ht

っていた。戦後の疲弊はまだ深かった。絵; 合計画をijl て

てみた ものの歩・のようなペーパープランであった。今は

アパートのnf 団( C . 充ちているが，それにしても総合計画

がほしかったと惜しまれる。制作; 必; 欲のさかんな11与JUI だ

った。

1952年 2毛のある住宅 @ - Mi es van der R仰 の

1  9  5  5  地; J ._]司 町 I 垣E晶画面面画面 市 Farnsworl  h  ｌｾ ｜ ｈ 乙深くうたれる。

1  9  5  6  

1  9  5  7  

1  9 5 8  

1  9  5  9  
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① 

① 

病 気 療 養 中

叫

川

…

W

J

4

N

…

一

矧

幽

① 

@  rユコ

この乙ろか らこあしすてむの住

宅が日本 lζ もあらわれるのであ

るが，そのはしりである。いき

① なりR食いつくその軽薄さが恥し

いと思うが， ミースのオリジ ナ

リティを深く 心にとどめた。病

気療養中であ ) t.こ。 静思する時

間はあり余っていた。日本の木

容!とミ ース の プ ロ ポ ーション

① ( 例えばLake shore dri ve) ，一室

主義の前i I珂直談な 日本のプラン

と ミースのプランの共通性，モ

ンド リアンと例えば京者¥¥1 ，卸所の

真壁の表現 ， ノノレの 臼 ｌ ｾ ｩ ｬ ，直線

と平面 ， 乙れらがたえず私のＩｪｾ

⑪ 柏! に去来し杭み丞った。こ の11与

j切が私の一番大きな転機であろ

う。以後荘、の作品はそれらの随

時lζ 属するものが多い。

J ⑬ 
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計 画 家

lf l  

1953年 論説 I desi gn について」を書く( 辿築と社会 6 月号) 。住宅 Dl(j l @ー

との汁画案は実現しなかったが，私の住宅造形の基本みたい』ζ なった。

1954年 os劇場①ー病気 l. t に考えていた乙とがはじめて乙 ζ に表現される。直

線と平田，単純率直が2志木になる。

1955年 奈良商工館@・osパーラー⑬ ・住宅案⑬@②@@ー病気中の考えが松

み重なりかたまって くるのである。

1956年 関西電力計画家@ー今までの気持 lζ 惰性を持ちなが ら，新しい何かが

ほしかった。乙の乙ろ岡本太郎の純文土総論があり丹下のコンクリートの友現が

の あった。私の気持もそれにのっている。乙の乙ろたまたま村野藤吾先生のお教え

をいただく機会があった。早天の雨銭のどとく身にしみた。 乙の時のお言葉の一

郎 ｩ は Ｑ ＹＵ Ｑ 年の「建築と社会」の Ｗ 月号にも見られる 。 私の考え方にミースのｾｾ似

が沢山ある。 1
70をすぎた老人の考えを若い人が何故真似るのだ。恥しいね」と

⑪ 
先生にいわれ赤面した。心の動機が大きかった。

1957年 和光①ー表現しないまたはできない時期であった。茶室③をやってみ

る一間業で リッチな 乙の伝統に私は何かを得たはづだ。

⑬ 1958年 広島朝日ビ J レ①⑪ ・大阪A ビ〕レ⑧ ・K市Q ピ J レ@一次第に表現的になっ

@  

てきている。はじめて曲線が出て きた。 福岡建築資材展示場。ーまたミースが出

てくる。ζ の表現にした方がしなかコたよ りよいe 表現を失った| 待，またで きに

くいH寺，切り札になるのがミー スである。

1959年 恩給会館⑫⑬ー工事中であるが，計画は 19571. 1のものである。今年乙

れを手掛けるわけであるが， detail Iζ 表現的なものが加わると思う。

宮内釘 島有

⑬阿萌1111

私i占孟三五4 ⑮

醤 臨 脳

ctilll 

@  

⑧ 

@  

M コツレフクラブ③一丁度到達し

ている表現である。幾何学的表

現と有機的打I t 象性，合l ' J ! . と不合

理リア ノレとロマンス，人閣の実

際と其実性( または純粋性) ，自

然と人工それらの対立. と結合を

，人間を土台にして CI 然に入っ

てゆき$ 人聞に還して表現して

ゆく ， もっと率直にいうなら人

目jを物質化した建築( ー矛応ーし

た人聞を矛j行のままに表到した

ま. t 築) そんなものを創りたい。

そんな考えであ る。

最後にー荘、の尊敬している作家

は，外国では Mies van  der  Rahe  

Le  Cor bus ier。 口本では村野藤

@ 吾，丹下健三。
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ア ン ケ ー 卜 1  . あ な た の 作 家 と し て の 転 機 に つ い て

東京工業大学助教授( 滞米中)

清 家 清

1. 君子は豹変するといいますが，まして君子でも な

いものが，そんなに突然変るわけでもあ りません。 近頃

転向論などというのが問題になっていますので，あるい

はそのよう なζ とも考えられ るかもしれませんが，私自

身にとっ て， 戦前一ーといっ ても学生時代から ，戦中の

兵役』ζ あった期間，そして戦後ιtyて，それほど変っ

たような気もしません。む し ろ 荏 fj j: "寺を空しくしたよ

うな気がしてな らないのですが，I合年からいえば十年一

昔といいますので，十年ぐらいをペリオッドと考えると

建築K 志をたててからニつくらい転機があってもよいの

かも しれません。

強いていえば，谷口先生の助手をして， -(0Jの馬飽のお

l崎藤村の記念堂とその附属舎のお手伝いをさせていただ

いて，戦磁を流したのと，それから さらに 10年後グロピ

ウス先生のもとで，協働というものの価値と，それから

教師という 仕事が， どれほ ど大切な乙とかと いう ことを

悟らされた ζ となどが，転機といえばいえるような気が

します。

少年l時代，絵かき 1( ，なろうとしていたのですが，母校

の中学( 現在の兵庫高校) は，開校以来五+ . 年間 l乙，美

術学校へ入ったものは四人，という 野務な中学で，絵か

きなどは以つてのほか，余儀な く建築家 ICなったよう な

仕儀。 ζ れなとも転機かも しれませんが，機はいつも他

力本願で，戦争が始 って，その建築家になる乙ともあき

らめて，敵米英撃滅1( ，身命を婚したのも転機，それがさ

らに敗戦K よって， またもや，他力による蒋転を余儀な

くされているととになります。

2.  機能主義 lζ 対する反動が生れています。新しいバ

ロック建築が始っています。構造のアクロパットやモダ

ンア ートが，アカ ンサスのファサ ード に代替 して反動化

しています。現代的な表現ですがバロック的な表現と共

通するものがあるのではないでし ょうか。生存競争のは

げしい階層では，目 立つ ζ とが必要なので，目新しいと

か，変っ ている とかというよう な乙と ，甚だ しい場合に

は気ちがいや低J f 巡の作品のほうが芸術的価値が高いと思

われるようになっています。こういう傾向に対して，民

衆は建築家，あるいは芸術に対して不信を感じはじめま

した。真面白に建築を考えている人達のグツレープが，気

狂いじみた「前術」ではないとしても， みんなでー絡に

なって，より人間的な機能主義レアリズムに立った，よ

いものをつ くりだそうと努めています。

48 

2. こ れ か ら の 方 向 ・ 好 き な 作 家

早稲田大学助教授

阪 隆士
ロ 正

「転機」ということについて，と ありますが， Li 分で

は一つのみちを進んでいるので，果して転機があ ったか

どうか，自党はされません。他人が見たら，あそ乙から

変 ったという乙とは，いってく れるかも知れませんが。

しか し，私の人生全体の上では，長期lの旅行をするたび

に，何か しら新 しい世界を見るよ うK なっているかも し

れません。

大学を卒業した当時は， EEの乙とが大きく仕事の上に

は支配していました。そζ へ兵隊という長期! 欠席があっ

て，帰ったとろには 日本は隣櫨と なってい ました。都市

計画が大きな課題としてあらわれました。それが次第に

往生活という方 lζ 向いて，そんな方の研究を専らするよ

うになりました。乙 の辺では今和次郎先生の影響が強い

でしょう。

そ乙へ| 添ってわいたよう K フランス政府の招待が私を

コJ レのも とへ連れてい ってくれま した。今さら コJ レのと

ζ ろへと考えていたにもかかわらず，そ乙 IC 笛きつけ ら

れてしまったのでした。 ζ の聞も住生活の問題はくすぶ

り続けていましたが，それを形K 表現する乙との大切さ

をコ J レは教えてくれたといえます。

日本へ帰っ て見たら ，大分生活も安定して来て，何ぞ

設計を依頼す る人もあらわれ出していました。今の若い

人遠のよう 1(， z . t 業後すぐに設計の機会 I C恵まれるのとは

大変な巡いですか ら，大変ぶきっちょな進め方です。 し

かし 101: 1 ' 間，とにかく考える方が多かったという乙とは

けっしてマイ ナスとは思っ てい ません。乙とに大学など

というところでの教職との関連を思 うときは，あまり器

用で箪が走っ て しまうよ り， 本物がつ くれるのでは ない

かと思います。

その内，いつの聞にか自然発生的 1(" よそのよい職場

を捨ててまで，私とー絡に仕事をして くれる人々が集ま

るようになり ました。商売ではないし設計の仕事をと っ

て歩 く乙とも しないので，経済的』ζ はみんな苦労をさせ

ていて申しわけないと思いますが，よい作品をものしよ

うという悩紫吋ζ はほだされて， また荘、も彼らの手なしに

はできないような立場にもあり，乙乙で集ったお互のカ

が， やはりお互に影響し合う結果を生んでいると思いま

す。乙 の乙とはコ ノレの事務所にいた| 時も，世界から集っ

た人々の力が彼を中心 lζ 結i毘: していったように，荘、もそ

うしたいと思っています。

まず城内君が，次に大竹l .tが，そ して沌沢君が来て，乙

c 2
年前くらいからさらにもう一つ若いi

俗的君と山口君
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安井建築設計事務所取締役

佐 野 正

1. 創作をする過程では，作家の理念がすべての中心

をなしている乙とを私は信じます。しかし技術的，社会

的な条例= の影響の多いm築設JI ーの領域では，技術の進歩

や経済背J1と無関係な，そういう外的なすJCt，'j -tc 全く影響

を受けない純料な作家の理念、などというものは存在し得

ないと恩うのです。

転機とい う言葉を，作品の傾向の転換ぐらいの軽い意

味[ζ 解する なら，めまぐるしい技術の変化lζ 当面 してい

る建築の場合には，一作どとに転機だともいえるでしょ

う。転機という言葉とその回数に魅力を感ずる方は，そ

ういう解釈を採られればよいと思うのです。

しかし私lζ は， 転機がそんなに生涯に何度もなければ

な らないものなのか。そういうものが深刻がられたり，

有難がられたりする乙とが果して意味のある乙となのか

大いに疑問をもつものです。

軽い23味でない私の定義 [ζ 従うな ら，荘、は転機という

ものを経験していないし，今後も経験するつもりはあり

ません。

2.  北欧の国々のあまり有名でない方々の作品を気を

つけて見ています 。国土と人と作品の関係について私に

は教えられる ζ とが多いからです。

光

兵 庫 県 建 築 課

安 義 光

1  .  学生時代Jlli 象絵画に興味をもち，創作の深さに引

きつけられ，同1Iちに建築設計の喜びを見IJ 'I すようになり

ました。影響をうけた作家; 村野藤吾， コノレピュジエ，

アールト，ノイトラ，ライトなど。

2. 人間の結びつきの場を拡げ，その中に融け ζ んだ

建築を創造する乙とと恩う。

すきな作家，ネノレウ' ィ，丹下健三。

OYaaより)

が参加しました。みんなよい建築，すなわちょい生活，

そして理想の社会をつくり上げる情熱 tc もえているので

おそらく今後ともそんな方向に発展し，そのようなもの

を提案し，尖現させる機会を見出したいと考えていま

す。小さくは私の理想を，研究室の人々の恐恕を，そし

てそれがさらに早稲岡の n木のとのびて，世界の人々

に何らかの口献ができたら，拝んで死ぬ乙とができるで

しょう。

宮家建築設計事務所長

宮 家 宏 泰

1  .  私の作家としての転機について

(A)  第ーの転機

その時 ｊｾｉ ［ 11日和261，下京都大学講師を砕 し設;nrrq' ) i 所を

開設す る決心を問めた11与。

その理由; 京{ i f ¥大学卒業以来，棚橋誹: 教俊 {ζ 師事し建

築 tc対する根元的な構造に対する先生の学風lζ 多くの影

響を受けた結果，多くの作家とは反対lζ むしろ，構造的

な立与; から設計 l乙対処する習慣を身につけた。 しかしア

ーキテクトとして建築と対決するためには大学の研究室

を背広ーとする乙となく， 自由で独立ーした作家の立場κ 立

たねばならぬ ζ とを知った。

その頃の作品，当時は構造体の経済的な設汗1-7会l乙没頭

し，ー速の学校E112誌の設計lζ は2 ある程度そうした意味

での成功を納めたと考えられる。

( B)  第二の転機

その時 ｊｾｬ［ IIs和31年頃

その理由; ローコストのE主築を迫求することにより，

建築の本質そのものをスポイノレする場合lζ しばしば遭遇

する乙とに気付いた。また他の建築家または研究者ーの経

済設計による作品を見ても，私自身の犯して来た誤りに

近いものを発見できるように恩われた。気づいて見れば

何でもない乙とであるが，そして正常な建築家の立場と

しては至極当然な乙とであるが，私自身にと って乙の転

機乙そは豆婆な出来どとであった 。 ｾ築の本買を追求す

る乙と乙そ，われわれ建築家の作家としての権利であり

義務であることにめざめたからである。

その頃の作品; ぎをん「富美代J を始めとするかなり

伝統的な数寄屋，観| 立会館，立命館大学木古f{ など。

2.  現在の考え方および尊敬する作家

設計という仕事が非常:IC複雑多岐に捗って，とうてい

個人のょくすると ζ ろではないという乙とは先刻承知の

上であ るが，多くの芸術家および技術者を指揮統合し

て，建築という 一大交響音のタクトをふる者 ζ そ池築家

であると思う。作家としての建築家は第ーに芸術家であ

る乙とに変りはないと思う。私は建築事務所が大型化し

て行 くのは止むを得ないとは考えるが，その組織が安易

lζ 株式会社になる乙とを不思議に思う 。建築家の立場を

よく医析や弁税二とにたとえる人があるが，医者も弁ilE士

もその組織として株式会社を形成はしていないではない

か。もっとも文砲の大御所といわれる人が映画会社の専

務であり，有名な ｊｾｉｊ 作家が興行会社の重役である世の中

としてみれば，芸術院会口が株式会社の社長であっても
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不思議は ないのかも知れない。 しか し若い建築家の中に

乙うした現象に抵抗を感じる人はいないのだろうか。

自由 κ して独立な一一 建築家一一作品とか作風は別

とし て，私 と全く同様 な 建築家の像をｾ｟Ｈみる 作家 とし

て荘、は大阪の円堂政孫君の考え方 K. 共感をおぼえる。

天

工学院大学助教授

野 太 fls 

1. 一一時 期 ( i  )  

穿1 2 次大戦の最中の学生であった私U: ，建築の設計な

どはおるすにして，会津八一先生の東洋美術史』ζ 夢中 で

あったようだ。われわれは毎 日の ように先生に親しんで

その話しをむさぼり聞いたものだ。先生が古い芸術その

ものを深く愛していたという乙とが何より一番私は印象

づけられている。それは物であって， しかも人が心を ζ

めて創ったものだ。それを愛して止 まないのだという乙

とを印象づけられているわけだ。

もうひとつ私は学生時代で印象の深いことがある。そ

れは津田左右吉博士が東洋史学会という席で 「東洋には

思想、というものがな くて，物が在 るだけだ」といわれた

ことだった。乙れは少々西欧風な読蓄をやっていた私lζ

は，いかにも東洋に思想がないという乙とは残念だ った

ことを記憶している 。 しかし，乙れはかえってベルクソ

ン流の物からはじまる強さを，反対に私』ζ 吹込んだよう

だった。

乙のような考えも，後で考えれば，実はよい時代の流

れの中にある思想であったわけである。私はベ J レグソン

を愛読していたのであったが， ζ れも下から上への哲学

といわれ る奴で，会津さんや津閉さんの考えととも lζ あ

るべき思想にほかな らなし、。こ れ らの ζ とから，荘、は物

を創ることのｾ成 な 将びを一生もてる自信を得たといっ

てまちがいない。

私にとっ て， もうひとつ重大な経験がある。それは家

を焼け出され，あち乙ちを泊り歩き， 何等の生活らしい

ものが出来な かったあの戦後のだれでも知っている経験

である。住いがないという乙とがいかに大変な乙とかと

いう乙とを思い知ったのである。それは帰納的 IC住いの

重大さを私lζ 知らしめたということである。

時 期 ( ii  )  

Ｑ Ｙ Ｔ Ｙ 年，やっと東京でコンク リートの 建 物がｾ ちはじ
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まった。そのとろ私は，建物をどんなふう κ 建ててよい

か， まだ途方lr.暮れていたl時だった。遠藤新先生の作品

を知っていた私は，彼がコンクリ ート の教会を建てるた

めに手伝を望んでおられたので，何かそ ζ で得ら れるだ

ろうと思って，私はJ 1 っ先Iζ 志願したのであった。期

待ははずれなかった。彼は荘、lζ 口頃目で見て知っている

だけの樹木とか丘とか，7 . k とかいうものを建築の空間と

の関述で教えて下さった。また経験深い者1¥仰がけだもの

のあらゆる習性を知っているように，人聞が空間に示す

習性を彼は諮ってくれた。そ乙での 2 年間の勉強で，荘、

は ζ の白木における少数派 ( Mi nori ty) の頭目のよう な

彼から， シカコーバlζ 通ずる建築の思惣を知ったようだっ

た。

身を投じた理由

学生時代なにげな し南沢の自由学園を誘われて見 lζ

行 った乙と があった。それは全く一般人としてであっ

た。その時向由学園の敷地のうねりと木々，芝生，そし

て建物が私という建築の素人{ こョ何かその建築というも

のの完墜さを深く印象づけたようだった。その時はより

よい建物を実地lζ 見て歩くととが，どんなに建築家を志

す者によい乙とであると か，ｾ築の ｩｮｴ･ｧｲｯｬ なＡぷじとい

うものが単なる ー般人にどんなに心の満足を与えるもの

か，またそれが私が当時うつつをぬかしていたベート ー

ペエンの sona ta とか，牧郊の水思とかの質 ( quol i t の

に近いものであることなどは知らなかったのだ。

私が彼を選んだのは chonce もあったと思う。が，む

しろいうぺき乙とは単なる 一般人としての私が彼を選ん

だという ζ とである。そしてまた私が一般人の目という

ものを今も尊重しているという乙とでもある 。

Ｈ ｩ ｩｩ Ｉ その乙ろの作 ｾｉＭ 河 Ｚ ｊｉＺｌ ｾ ｉ ｉ

2.  

( i )  遠藤新や F. L .  W r ight  !ζ 教わって， 何を教わ

ったかといえば，やはり彼らが百二から伝え守ってきた建

築に対する思忽だ之いえる。II、も乙の人閣の知見当: ともい

うべき思想の伝統は失いたくないと思っている。あとは

私は私が生 きている l時代の私で，白から好む ζ とを一生

懸命やってみるよりしかたがない。

しかしまあ建築は Shel t er であるという乙とと，材

料の性格を生々と 出すことを当而の目標としてもいいと

思ってはいるのであるが。

(  ii )  好きな作家

アノレバ ール ・アールトォ

スノてン ・マノレケリウス

吉村Ｉｉ ｾｬ 三 0959.  26.  F E B.)  
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菊 竹 建 築 研 究所 所 長

菊 竹 清 司11

-‘ 
ま だ 転 機 を 迎 え る ほ ど や っ て い ま せ ん が ， 強 い て 挙 げ

れば， 1949年 の 広 島 平 和 記 念 公 悶 競 技 及 川 に 決 選 し た こ

ろではないかと思います。丹下世ｾ三案は決定的にすばら

し 七 そ れ だ け lζ ー 庖 打 ち の め さ れ も し ました。

う ま く 表 現 で き ま せ ん が， 建 築 家 と し て の 態 度 と い う

か ， 思 想 を も た な く て は ， と い う よ う な と と を ， しきり

に 考 え ま し た 。 お そ ら く 伝 統 論 を も っ て ， お そ い か か っ

た 川 添 評 論K ， す っ か り 参 っ て し ま っ た の で は な か っ た

か と も 恩 わ れ ま す 。 あ の 乙 ろ 新 建 築 が tl¥る の が ， 非 常1乙

待 遠 し か っ た 乙 と を ， 今 に ま だ は っ き り 記 憶 し て い ま

す。

そ れ ま で は ， 競 技 設 計lこ 都 選 す る こ と が ， 残 念 で た ま

ら ず ， そ の く せ 落 選 す る こ と が 判 っ て い て も ， 参 加 し よ

う と す る 気 持 を 押 え き れ な か っ た の で す。

乙 れ 以 後 は 以 前 よ り も 計 画 を 大 事 に し よ う と し て き た

よ う に 思 い ま す が ， 競 技 設 計 も ま た 少 く な っ て し ま い ま

した。

2. 好 き な 作家 と 乙 れ か ら

や は り 丹 下 健 三 の 作 品 に は， 魅 か れ ま す 。 し か し 同 じ

年 代 の 大 高 正 人 ， 川 添 登 に は ， と く に 大 き な 関 心 と 期 待

を も っ て い ま す 。

乙 れ か ら の 方 向 と し て ， 空 聞 に た い す る 設 備 の 因 子 が

も っ と 追 究 さ れ て ゆ く の で は な い で し ょ う か 。 地 下lこか

く さ れ て い た 設 備 の 諸 機 械 は ， 人 の 自 lζ 触 れ る と 乙 ろ に

引 出 さ れ， も っ と 能 率 的 で， 美 し い も の に デ ザ イ ン さ

れ ， 建 築 の 気 候 条 件 を 調 整 し て い る 乙 と を， 強 く 印 象 づ

け る よ う な方 向 に す す め ら れ て ゆ く で し ょ う 。

や が て ， 設備 が 構造 と 同 じ よ う に， 建 築 表 現 の 分 野 l乙

大 き な 影 響 を 与 え は じ め て く る の で は な い か と 忠 、 っ て い

ます。

ア ン ケ ー ト を か え り み て

1  .  約80のアンケート依頼のうち ，問答数は25であった。問答者の現在

の峨ｾＡおよひ・年代についての内訳はつぎのとおり。

投: 11可I路所 13 I  70代

大 学 関 係 8  60代 O  

官公庁設計部 3 50代 7  

:li ' lui 設計 部 1  40代 10 

30代 7

示唆深いお符えをいただいた ζ とを深謝し， 浪者諸賢とともに， 一つ

一つ深〈かみしめてみたいとおもう。

2.  r作家としての転般について」

( i )  ( Qs. では( 阿答者はレ ーモ ンド一人だが) 大田坪 (1923年) の

関東大震災のときが， その転機であるとはっきりあげられている。設計

への影響は欧州のヰ: 世紀の伝統， 1920年代の米国の建築技術， ライトの

作風，日本の建築紋計のJ b l @であるといわれる。

( ii ) 早出では ，①大正時代後半の表現主主島，②昭和はじめから 昭和5，

Ｖ 年， ｾかげでのグロピウスのパウハウスの影響，｀昭 和 Ｘ ＴＧ以降のモ ダ

ンと 日本風との影響， の 3 点K しぼられる のではないか。もちろ ん，一

部は ，第 2 次大戦後，U! 築は事it 合体であると の関点から ， 共同体による

般計システムを考えたととを転機にしておられる。 また ，｜ Ｇｽｾｬｩ でなく，

作品の投首| という災際の体験を通じて ，第二， 第三の転機をへて， 設計

とはと E とんまで考えてや るべ きだという人もあ る。

( iii )  ＱＹＮ阜 では，職 ｬｲｾ ，ｾは「転鼠」というより，むしろ， コルピ? エや

マンヲオード ，武百S;1f ー，山岡守，吉田鉄郎， 吉問五十八，遣隊新，坂

U ! I ! l 三氏ら，関問では長谷部鋭吉氏らによる影響のように， 恥助や設計

司J f t 所での作風R 多く影響されてきたといっている。 したがって「転

機」というものがありとせば，それは，第二次大戦後であり， ζ の時服l

R ， より多く「主s築のあり方」を考えるようになったり ， もっと「社会

主義尻島築J R 関心をもったり， あるいは 「自己が確立」 したりして，

ｭ 築関限」が みられる。大体昭和 ＲＴ 年 ｾＲＸ 年頃。 Ｓ Ｐ 年 ｾＳＳ 年の人もい

る。また， ｾ ｉＧｬｦｬ 胞工会社を研究し，海軍で の経験も通じて ， 政策の経済

合BJ ! 化を泊求してきた人も いる。

( i v ) 辺i S上回の人は，学校卒業j則が戦争さな かであ り， 転機といえば

もちろ ん職後のE とである 。特殊かも知れないが， 戦後， コノレピヨエや

グロピウスのもとに直接協働する ζ とのできた人は， それが大きな影響

，ｾなっているし ， また ， 30代下胞の人は ， iI!築の本質泊求や，線技股計

ｋ つらなって転機がみられる。大体昭和 ｍ 年 ｾＳ Ｑ 年頃。

( v ) 一方， r作家としての転l ! i I J とは， そんなにm大R 解する必袈が

ない， ｑｾ 臣家は作家というより建築 の綜合的な企画者であって ，作家と

しての転機' " どとは持富曲家のいうと E ろである。 軽い忍' * では， 制作の

毎日が転倒であり ， J ] ! 策の伎術の変化が転機だと いう広見の人がある。

E れらは回答数の約 '10を占めている。

3.  ｾ見直 の 汚え万とかＱＺＮれ からの方向と いう乙とについては ， r人間

・生活 ・剖会」 を綜合的にys えて設計できうる組織の必現在E，m置を合

lll! 性をもった自然なものとして型解すること等が 50 代の人の怠見であ

る。 40代以下では ， r自lおにして独創的」なるとと ， r正統機飽主務」

「経済的にしてかつ厳正なる硲物1 . rプランニングの厳正と峨飽I i : ，lli

災」なるとと ， rリアリテイの追求1 . r級館主: Di リアリ ズム 」 などの

考え方がみられる。 Ｓ Ｙ 代下胞 の人 ，ｾは ， 処築家は株式組織によら ず ，Ｚ，由

民して独立性をもっ ζ と， またとくに設備が強築表現 の上医大きな影響

を与えていく ，という人がいる。

4.  現1E. 好きな作家については，外国人では， コルピジエ，グロピウ

ス，ースはもちろ んであるが， イタリ ーとか， 北欧の人の名がかなり

あげられている乙とは注目される。すなわち ， ロジャース( 伊) ，デカ

ルロ( 伊) ，ポンテイ ( 伊) ，ネ ルピイ( 伊) ， アール ト ( フィ ンラン

ド) ， ヤコプセン( デンマ- ，: > ) ，マルケリウス( スエーデン) ー

... ・・ etc
o

そのほか， ライト ， プロイア ， ベルスキー，ライデイ ， マツ ，: >スピ

ル，故ベレ ー， ノイト ラ， サーリヰン， et c がみら れる 。異色として

は， ウツツオン( シドニ一国立劇身銭技設計当選者) と，ピリオ ・レベ

ール( トロント市庁舎扱技紋計当選者) がみえる。

日本では， 村E耳目盛話，丹下他三の両氏はさすがに年代にかかわりな〈

多〈の人が好色と答えている。 そのほか ｪｾＧｊｪｪｈｩ 島 Ｏ ＮＮ ，谷 口 古ｊｬ ￟ ， 吉悶五十

八，J;! 関口 UI 刀， 自白川国刻，竹眼健治， 長谷部鋭古， 渡辺節，古村順

三，古問鉄郎，山口文象，小坂禿J i L 吉武泰水，桜山不学， 池辺防，m

家 ｭ 。若い所では ， 大高正人 ， 円堂政高， 川 ｦｾ 登の名がみられる。

( 編集部)
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新 刊 力

治.f:，. 執ｾｦ｜Ｚ : 田中弥芳雄 図と説明 lζ 工夫を凝らし

寸ー 構造設計及び計算の基木 !C役立つよう理論と

建 築 講 座 ・ 3  実際の設計の結びつきを眼目とした好著で、す

A  5  'I'l J  22凸 頁 上 製 定 価 ￥ 350 〒40

映

函 館 彰国社編現代人の娯楽施設として重要な役

- - - 民民 主討をもっ映函館の新しいデザインのものを写

建 築 写 真 女 庫 . 80 真により紹介した新改築K 役立つ写真集です

B 6判80頁 総 ア ー ト 上 製 定 価￥300 〒30

事 務 所

建 築 写 真 女 庫 ‘ 81

彰国社 編 新 し い形式のオフ ィス建築の中か

ら，本書はそのすぐれたものを選んで収録し

また多くのビルの外観を紹介してあります。

B 6 判80頁 総 ア ー ト 上 製 定 価 ￥300 〒30
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1;tJ:. 吾ふ r.:6i m築学大系編集委員会編宮川清 ・伊藤滋 ・

同 日l 岡 井上字市 ・木村幸一郎 ・武藤重郎 ・山越 j憾

建 築 学 大 系 ・ 23 綾 :)1一九州彦 ・船津弘治 ・篠原降政 ・桜井省吾

A  Ｕ ＱＱＧ ｾｊＵＰ Ｎ Ｑ 頁特製図入定価 ￥ ＱＲＵＰ 〒 ＱＳＰ

歴

史 脚 : 渡辺保 ト 加 藤 角 一 利 は 建 築 の 級

式 ・っくり方の発達を理解し，これからの建

建 築 講 座 ・ 5  ｾ誌を Ｍ ＱＵＢ える基礎となるよう編集されています
A  Ｕ ＱＱＧ ｾｊ＠ 232頁 上製 定価￥ 350 〒40

日

本 篇 小池新ニ ・浜口降一 ・阿 部 公 団 側 年 度

m築学会: i U乙輝く木シリーズはーわが国はも

世 界 の 現 代 住 宅 寸 ちろん，広く海外 (C及んでいる写真図楽です

A 4横判106頁 総 ア ー ト 定 価 ￥ 1000〒100

こ れ か ら の 住 生 活

溶一郎平写 本書は高校 ・女子大の住j古学の教

材として普かれたもので，住居と生活，その

合理化，衛生より住生活のあり方に及びます

A 5判168頁 ビ ニ ー J レカバ一定価￥300〒30
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西 長 堀 ア パ ー ト の 壁 画 を 中 心 と し て

建 築 と 美 術 に つ い て の 座 談 会

出席者 (順不同 . l l ! l 称略)

吉原、治良二 に科会々貝H体J自術協会)

!'J 姿 - Mt  ( H体美術協会)

古 閑 稔 郎 (  11 

矢 桁 六白li Ｈ矢ｾ 大且Ａ石Ｉ

池田 宮彦 ( 大阪建築事1i6所 社 民 )

IJq鳩徳太郎 ( 向 上 自I必l但締役)

，;'11 111. 1首犬 ( ( t :i'i公l‘ 11大 阪 必 肝 次 民 )

ｊ 己 ｉｉｻｾｊ 太郎 ( 向 上 計副都JA)

泌l京 巧 ( 同 上 ij! 築部長)

小凶 五夫 (  Iυ I  .1:  :役目|牒良)

司会 凶村 敏夫 ( 住宅公団大阪支所制1，1I! W

と き 昭 和33年12月2 日

ととろ 西長堀アパート談話室

西長堀アパートの壁画

司会 住宅公団の西長掘高層アパートの玄関ホ ーJ レの

壁画も完成いたしましたので， ζ れについてど尽力いた

だきました皆綴) J I ζ いろいろと話し合っていただ き，ま

たもっと 広 く主 Ｎｉｬ ｾ夜と美術の結びつきというよう な乙 とに

も話が発展すればと思いまして，お忙しいと ζ ろをお集

り闘った次第です。まず小西課長の方からとの笠岡のfljlJ

fドのいきさ つについてお話し下さいませんでしょうか。

小西 私は当初日i J の仕事を担当していたので，乙の7・

ノマート の設計ILは直接タッチしていなかったのですが，

最初Jの設計で広I.Yi J ホーノレのほの一部がi尚子モザイ クIL よ

る壁幽 lζ なっていました。乙 れをどのよう κ 似ョ /こにい

いかなど考えていましたら，大阪建築事務所の池田社長

のブi から ，大理石のモザイタでやりたいという申出があ

りまして，図案もいろいろと検討 しまして，いつまで見
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ていても飽きの乙ないもの，それにはアプストラクトな

ものがいいだろうなどと考えまして，池田さんを通じて

具体美術協会の吉原先生 lζ 非常にお忙しいと乙ろをど総

理 ｉｾ［ 上げたようなわけ です。

司会 では吉原先生乙れについてとうぞ。

吉原 乙の話しがありましたのが 7 凡頃で，丁度私の

関係しております具ー体美術協会の作品展をニュ ーヨーク

でやる予定で，そちらの方へ行く準備で忙しい時でもあ

り，また作品の性質上， 石の材質とも直接とりくむので

なければいい仕事ができ ないのではないかと思ってど辞

退しようと思ったのですが，何か絵以外のものをやって

みたいと思っていた際でしたので¥乙の仕事に魅j J を感

じてお引受けしたようなわけです。しかしいろいろと仕

事が多いために充分な ζ とができず，平素から親しい白

髪，吉田両君の協力を得ました。また矢橋さんとは以前

お自にかかってもいますし，矢橋さんの手で完成された

毎日会館玄関ホ ーノレの壁画も拘見していたので，協力し

ていただけばできるだろう なんてずるい乙とを考え，原

画で表し得ないと乙ろは口頭でもっ てやっていきたいと

思っていました。 C 承知のように，私の原画は色紙を手

で引裂いて紙に貼りつけたもので， 細 か い と ζ ろは白

髪，吉田君に伝えて， ftjl J1'loの方は矢橋さんにおまかせし

て，ニューヨークの方へ発ったのですが，帰国後見てみ

まして私の考えていた行き方と少々巡っていたと息われ

ると乙ろもあるのですが，かえってそれがより以上の効

果が出ているととろもあり，ともかく乙れらの人々の協

力で予期以上の効果が山ました。皆機のどJUj 待』ζ 沿えな

かったのでは ないかと思いますが，私自身と しては絵を

モザイクで以似るという乙とでなく，石の性質が絵に訴

えるものをと思い，大型石の中 K 御影石を入れる点に魅

) J を感じまして，乙れを使ったわけですが，このような

面白さも，乙の壁画のある室! ( あとから備える精子やカ

ーテンな どによって効果が光分K 山ると思う。また逆lこ

効果をそ乙ねてしまうかもしれま せん。} 盟処¥i 内 lこは最初j

から他のものの色なと、ががとっていて，それに合せて考え

ていけるとよいのです。

司会 では直接制作にたずさわっていた fごいた矢絡先

/ ド! こ何か。

矢橋 今度のj易合Eil 闘を波されて，大休のなげ"Jを問い

-Cf' 1 ったのですー。やはり w者! ' I 必がおやりになるのが一

挙よいのですが，荘、が適当に曲ｾ訳して第三者の立場で臼

己流lζ 解釈するために随分と吉原さんのお巧えと迷った

感じ lとなったのではないで白しょうか。

諌阜 仕事( よ矢橋さんが直接やられたのですかυ

矢橋 仕事をする時は自分でやるのを k義としていま

す。やはり職人まかせでは駄目です。皆のようにムでも

って絵を凶くのは，原画がそれにあわせてできているの

で合せやすいのですが，今出: のようなi品合はそうではな

。4

く，貼紙の原画( コラ ージュ) を大理石モザイク lζ 直す

のですから，例えば原匝iの紙いJ l 占紙のちぎったよう な{JIII

を御影石材に加工するにはノミではつり，直線のs! IJはノ

コで引いたのです。御影石の表而は，石をＺ ， ｾｉ ｊ った感じと

いう乙とでしたが，議いものでそういうことはなかなか

むずかしい点があったので，ノミで日JJ いたわけです。作

者と製作者とがピッタリと合って作者の意志通りできる

という乙とはなかなかむずかしいで、すね。自分でとれだ

けのものをやって見て，まあまあであったと思っ ていま

す。吉原さんはどのように考えられたかしりませんが，

乙のような場合ですと 作者と WIJ 作者の意向という ものが

4 分 6 分に歩み寄って， そ乙 ｬζ ｾ ｩ ていただけるものがあ

れば良いと思し、ます。

吉原 協力の形としてはいろいろありますね。私はよ

く舞台装置 なども頼まれてやるのですが， 乙れなど職人

まかせでもいい 11寺がありますが，たいてい私がタッチす

るl時は専門の装置家さんが織訳してやってく れ ますが非

常K うま くやってく れて案外な効果が出たとよろ ζ ぶ場

合もあります。今度の場合，私としては矢橋さんの才能

で生かされる乙とを期待していたわけで，結果はよかっ

たと思います。

小西 今度: の協合は結果的にみてよかったと思うので

すが，今度またやると最も常識的なやり方というのはど

んなものですか。

吉原 絵描きの立場でいえば，やはり実施される方，

ζ の協合ですと矢橋さんのブ'5!ζ 相談してこちらの無理も

申し入れてやっていくというのが一番いいと思います。

藤原 j京寸図は書かれたのですか。

矢橋 荘、が自分で引きました。乙の場合でも以固と感

じが違いますね。

吉原 朝日会館の鍛帳をやった l時，織屋で原寸を書い

たから見てくれといわれて見たのですが，縦の線を私は

真直ぐに引いていたのが原寸では， ゆがんでいるので

す。乙れは拡大するから，こういう乙とになるので，や

はり原寸をBI I ，、て長う場合はできてから一度目を通す乙

とですね。作者のj?;・えと大分j a } ; っている乙とがありま

す。

諌皐 紙をちぎったと乙ろなんか， J京寸 じゃむずかし

かったでしょうね。

矢橋 あれは紙をちぎる H如ζ |当然』ζ 出米た紙ですから

それでなければいけ ないということではないと jぶって，

自然にやりました。

吉原 結構です。

矢橋 大J主ゐの量主幽4をやって*. xわれる} ! . i . 1よ，色V V _' 

りがな く，それぞれの色が燥さを持っている乙とです心

自然物を 7 テリアノレ lζ 使った|時は，アンバラスがなくて

非常! ( やりやすいですね。

諌早 w、ぃ色はど乙の大} l ] i 石ですか。



k  

矢橋 フランスmです。黄色はイタリー，淡桃色はポ

ルトガル，黒はベルギ ー ｾです。 ζ の黒などは吉原、さん

の色でしょうね。真黒で深みがあります。

吉原 絵具では山ませんですね。 乙のような県の感じ

は。

藤原 大FJ ! 石は踏かなくては本当の色は 出ないのでは

ないですか。

矢橋 民主かな くても大理石の色そのものは変りませ

ん。

諌早 室全体として，天井と他の壁との調和が非常に

うまくいっていると思いますが。

池田 私もそう思いまして，設計・を但当したものとし

て非常にうれしく恩っています。

吉原 偶然の出合いといいますか，壁画の前に人が立

ってもいい，植木鉢が置かれでもいい，また家具が置か

れでもいい，思いがけない美しさがj必じられる乙とがあ

る。

藤原 と乙ろで，乙の図柄には何か意味があるのです

か。

吉原 何も意味はありません。太い総が並んでいるの

で一寸，竹やぶを連想したり ，人間が並んでいるのかと

考えられたりするかもしれませんが，そのような意図は

な! ともありません。むしろ一切具象的なg l . 床が入り乙ま

なくてただの石の壁であり， しかも見あきのしない魅力

ある平函であるようにと思ったわけです。

ユネスコ本部

司会 で・は西長期アパートについては乙れ くらいにし

まして，1 T < 近吉原先生や西鳩さんは欧米を回って来 られ

たこと ですし，矢橋さんはしばしば山張されているので

すから，あちらの様子をお話し願いたいと思うのです

カf。

函嶋 私もパリーのユネスコ本部の佳築を見ました

が， 1957{loの秋でしたからまだ工事中でした。乙の辿築

はニューヨークの国述本部が世界政治の中心であるのに

対して，文化の中心を自負するフランスが猛烈な対抗芯

識を燃やして建てたもので，古いパリのn中にぬっと立

ったこの悠築のシャ ープな姿はなかなか印象的ですね。

矢橋 設計は誰でしたかね。

西嶋 アメリカの 7 J レセ J レ・プロイヤー，フランスの

ベJ レナ - J レ・ゼJ レフェス J イタリアのピエノレ ・ネルヴ ィ

の共同設計で， ウオ J レター ・グロピウスや， )レ ・コノレビ

ュジェなども関係しています。設計も乙 のよう κ 困際的

ですが，全世界 lζ 亘る現代芸術家たちκ よる壁画，彫刻l

庭園の制作が乙の場合大き な特色でしょうね。

司会 その芸術について吉原先生何かど感想を。

吉原 世界中のモダ. ンアーチストが多加しているとい

った/: I { じですね。いろいろと話題になっているようです

が，諮堂の内部ホールにあるピカソの壁画など立派なも

のですね。いろいろな形をした人物が，デホノレメされて

聞かれているのですが，いいものですね。ただちょっと

J¥<<明が11品、のが惜しいですね。本館の入U のヌ)1::: へンリ

ー ・ムーアの大理石の彫刻， ζ れは台石の上 lζ 凶つの州1

象的な線婦の彫刻を置いたものですが， ζ れなども立派

ですね。 それか ら講堂の検にあ るミロのE主ですね。 ζ れ

は 2 枚のタイルの塀でT 字形に配置されています。

矢橋 大きさはどのくらいですか。

吉原 大きい方が ( 15mX 2 m) 位，小さいブJ が ( 7 m 

X  2  m) 位で，それぞれミ太陽の量産ミ ミ月の盛ミと呼ば

れているようです。タイ J レに絵を画いて焼いたもので継

目はありますが，成功していますね。

諌早 イサム ・ノグチの庭園は どんなですか。

吉原 日;本から庭sili を連れて行 き，石や木を持って行

って造っています。岩が中心になっていて，中央Il . i也を

もち，佳離宮のなぎさのように小石を並べたりしていま

すが，なかなか話題になっています。

酋嶋 私，ヴェニスで見たのですーが，大理石で作った

壁・・・いや壁画というより ，大理石そのものの地模様を

光を透して見せるのです。具体的に中しますと ，壁面κ

沢山の電灯が仕組まれていて， 乙れを大理石でカバーし

ているのです。そして，その部屋の電灯を消しますと ，

ステン ドグラスのよう な感じで，光の地模様が大理石の

上lζ 浮き 出るのです。 ζ れなど， イタリーだからできた

芸当だと思うのです。矢橋さん，乙のよう に光を透すた

めK は，石の種類にもよるでしょうが，どの くらいの厚

さにするのでしょうか。

矢橋 大体厚さ 4 分くらいで僅かに光を透しますね。

香川県庁舎，東京都庁舎など

司会 では，庭の話が出 ましたと乙ろで， 目を園内 lζ

向けまして，その雌が問題になっている香川県庁舎など

について諌早次長どうでしょうか。

諌早 私，学会の11与に高松へ行ったので見て来たので

すが，コンク リートの打放しの庁舎の一階ピロッティ K

続く庭は，築山と池と石が 日本的造形的 lζ 配置され，非

常lζ ょくできていると思いました。あの池の巾の I::!. 大な

石は，丹下さんと知事の 2 人が石山で見つけては ζ んで

来たそうですね。E 石をポカッと設l った鋭いf(Jと!l1Lを'1:.

か して組み石として立っ てい る，乙れが業ぽくな]"J 放し

の建物とよく調和していて商白いですね。ところでやは

り|司じ片 |イさんの1' 1'1';古ですが，例の東京総J j'舎の峻|同に

ついて何かω

小西 岡本太郎さんのテラカッタ絵ですね v 1建設 l

という題名がついていました。やはり都庁舎として都民

の近代郎市建設の; ぷ欲を表現されたのでしょうね。新建

築の 6 凡号! こ岡本太郎さんが 「純粋芸術と建築の結合J
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という j泊で古いておられますね。はっきりは覚えていな

いのですが， ｾｾおと純粋芸術の協ノ ｊ という ＱＱ 寺に，芸術は

単なる装飾ではないのであって本質的な協 j J ということ

は相互の徹氏的な臼己主張の， ［Ｎｴ 論によって ， 建築の合 ｊｾｈ

性，機能性lこ対して，芸術の非合理性をっきつける。そ

して，芸術が純粋でありながら! 高度なノ、ーモニーをもっ

生活空間がつくられるのだというような意見だと思うの

ですが。

池田 荘、は ill 築家とか芸術家とかいって分けて考える

のがおかしいと思います。乙れは怒R瓦t ' f が日本I(_ 入って

来たH寺からの誤謬で，建築家とか画家とか彫刻家とかが

}jl] 々にやっているから，先のような訴しになるのであっ

て，エジプトやアッシリヤにおける 王 寺院建築や宮殿ｾ築

以来 ， 乙れは本来は一緒のものですよ 。 ローＢＷ ＱＱｾｩ 代なん

かを見ると似人の住宅も泣は全部絵で桜われていた。後

ｬ 喰ｾの上に ｔ ･ ｭｰ ･ｲ ｯ ， oi l なと‘ で1[(1長にfi ! i iかれているよ

うですね。

司会 ギリシャｾ築など会』よると ｐ ｯ ｲ ｴｨ･ｮ ｯ ｮ をつく

るのに単に 削除聞 を入れるべき家としてJf えるのでな

くて， ｪ 波 Ｂ ｈ の ｾ Ｚｈｉ ーする対象は ｐｯｲ ｴ ｨ ･ ｮ ｯ ｮ 全体であって，

できるものなら一つの大理石から乙れを彫り山したいと

いうのがその闘いであったろうといわれていますね。後

世ヨ ーロッパ人が，建築，彫刻，絵画を姉妹芸術と l呼ぶ

lζ 至った綬ぶ観念は，すなわち乙ういったと乙ろに端を

発しているわけですね。

小西 現代m犯になって，日立! 邸内 [ζ 合} ) J ! 性と機能性を

j J j >J えしたために， tiig起に絵画彫刻などが取入れられるの

が少く な った。その反動として近年再び芸術怠識が11} び

もどされたという乙とでしょうかね。

司会 メキシコの壁画巡動というのですか，ともかく

政治革命後 I(_ 1920年頃から興った芸術革命はすばらしい

ですね。メキシ コの民族述i l l I ) f( _ 端を発しているだけに，

以! 広と民衆のなまなましい現実をすさまじい迫力で判l い

て，あらゆる公共II 築を絵画で思めつくしているそうで

すね。もちろん現在は親米的になっていますから， i'Iら

土くささというものはなくなりつつあるのでしょうが，

ともかく ，当1I!f20X 台の建築家のクQ ループがその先iij j(こ

立って他築j主主} ) を位進して行った乙と，そして例のイ誌名

な大学郁市における凶書館など当H寺27才の青年9. : l l 築家オ

ゴーノレマンによって設計され， しかもフアサード全面が

￭ｴｾ＠ I'- I，J: J  の予になるモザイクの5 ' f 1凶で桜われているなど

IJ ， J 五lζ 壮観で、すね。

と乙ろで街角の芸術というような乙とについて何か。

街角の芸術

諌早 公問も段 V よ人同地樹元4をやるよう ，- 1.よ J てき

ましたが，そのコンミュニテ ィ・センタ - f 乙は野外彫刻!

などで飾りたいものです。今雄投LI J の香里ニ ュータウン
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のセンターには，都市美協会の方ーから彫刻を寄¥IHしてい

ただく乙とになっています。

吉原 なるべく新しい，いいものをやって1 ' 1わないと

かえって日降りになりますよ。

諌早 1Nの中心! こはどうかと思うようなものがありま

すね。

小西 守口にありますね。

矢橋 今度東京の白木屋の角 lζ ヴィエンナーレでグラ

ンプリをとったグレコの) 彰五IJ を一一乙れはお永惣lーさん

が持って刈って乙られたそうですが一一坂倉さんの設計

の台の上 lζ 置くのですが，乙れなどはいいですね。卵型

をした台で尚さは像ともに 10尺以上になります。三踏の

ライオン l己対抗しようというつもりでしょうが， ライオ

ンよりずっといいですね。

諌早 街の限度に合ったもの，建築lこイ? ったものでな

くてはならないが， II.;! ，のi打は雑然としていて，街全体

から彫刻lを'1 かすようなふんいきになっていないです

ね。

池田 術のふんいきをよくしないと駄 U ですね。右A 似

が多すぎますよ。

元吉 幼縁が惑いようですよ。もっともっと環境をよ

くしなくては駄目ですよ。

諌早 中之島で野外彫刻展をやりますが，私よく見 lζ

行くのですが良いものがありますね。

吉原 梅田駅前l乙二科会が宣伝のために jぷ覧会前日 K

彫刻をｾￍｩべたことがありますが，駅 ｉｬ￭ｪ が非 Ｇｬｲｾ に面白くな

りましたね。彫刻もいいですが，団地内のアクセサリー

を美術家にやらせるとずっと楽しくなるでしょうね。そ

れも; 常識を絞ったようなものの方が面白いでしょう。建

築家がその場所をみつける乙とですね。

諌早 幼児遊園地用のフ。レイスカルプチヤ ーもいろい

ろある。団地名の標識なども美術家lζ 協力 して]立ってや

るとょいと思いますね。

元吉 そのようなものをやる余裕が山てきたという乙

とですな一一。

矢橋 絵副きや彫刻家にもっと{ l 慌を1τj. える乙とです

ｾ Ｇ［Ｉ。

西崎 そのためには，ある程度の予算を， 1日j もってμ

込んでおく乙とが必要ですよ。フランスでは工学 ｩＺｩｾ の

196 は装飾のために使うようにという法律があるそう

です。ユネス コの場合は 396になっているとか¥l ¥l きまし

た。

元吉 日本ではいわゆる大家というものが，乙ういう

ζ と! 日よのってきまぜんねω 新しい娃築IJ そういったも

U) ルデ I} 人れど，.1"-) 1" で会 ていますがねリ

吉原 新 しい美術家か袋米 されている わけ で I .I . . j  0  

司会 では乙の辺で，どうもありがとうごぎいまし

た。

‘  
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書 評 1 1"現 代 建 築 を 創 る も の」 川 添 登 著

￲ｪ ｜ｘ後 ωＱ Ｑ 本主主築をど ｾＡ￭ｉｊｩｊ 、ら論じて μ しようとする。 P. 84J 以上は全休

将来の)j l I"IJを， ，没 ｾｉＧ 者の立場にまで を; mじてので強でもある。

立入って，しめそうとする労作であ 節 21; 1: では， 11，1¥の近代 ijl 築の歩

る。 みが述べられ，第 3 1Eで，将来のブJ

ｾｦｾ＠ 1  i;γ は， ｉｉｉＺ ｊｭ 築の ｾ￘ｊ ｬ ￭ 川、ら ｾＵ ｬ li ljが論じられる。とくにめ 3 ;it r' I.: 

き起す。 rインターナショナ リズ J;( 的人11¥J としてのijl 築家J W築の

ムは名手fi の 民 族 主 jをの波lこもまれ も附lli を生むもの」の 2 節は片: 名ーがジ

て2 形式的にも ，内終的 lζ も大きな ャーナリズムの Ij l心にある人だけに

変化を必要とした。 P. 54J  r現代正II 新進建築家併の1 ' 11
から捌みだした，

築の Ｇｩｦ ｯ 変なｾＺＡＧ足 ｪ は ， 111 : 界性と民的; 性 現代の怠慾として傾聴に l出する。例

とを，終械と人間とを ー 和解させ 々の内特については，災論もあろう

る乙とである。( しか し) いかなる が，現代 という困対な 問 加に対し

悲築も 111界性を犠牲にして，地方性 て，評価の陀校系を一つ促示 した乙

を満たすのでは現代の変求l乙応えら とは，判: 者の労を多とすべきであろ

れない。 P. 57J ζ ζ でいう 111: 界性lζ う。

は機械の進歩もある。しかしそれ以 組対点は談みづらい乙とである。乙

外に; r民衆は n 'i常の物質的，経験 のｾ，を説む大部分の建築家は，おそ

的な行為から ，次第に m界史を把握 らし多忙の余暇を惜 l みながいで

する。 P. 83J 建築家は「乙の法磁の あろう。そのJ易合，読みづらさは，

もとに，国民的な生vt 体系，m築技 説得λ! の無さに，はね返える危険が

やj.i， ｾｾ材の巾 ｬ 乙 ， t.cの『伝統』を発 あるから。とくに，多岐にわたる論

書 評 2 1"現 代 建 築 と 芸 術」 神 代 総 一 郎 著

芸術としての建築とほかの諸芸術 同的があった。第 1 は，現代娃築と

一絵岡，彫刻，生花などの関係を， 諸芸術との，かかわりが，どうある

現在の問題として述べた短編集。し べきか，という乙と。節 2 には，そ

かし，それぞれに大き な事柄を， ffij のがHL ! として，建築および諸芸術が

潔，大胆に並べた乙とには，持者の どこに向うべきか，という乙と。乙

彩国剖刊 ・280円・188頁・B6阪 の二つを具体的な例と ，鋭い観察lこ

よって，活気に満ちた記述の 1:j1! C: 1I計

示しようとしている。

気r; 1章では，建築 とほかの芸術と

がそれぞれ独 fI の発展をしてきたと

と。そのポ尖と必然性。その結果と

して考えられる両者の関係。すなわ

ち，中途半端な妥協でなく「対決し

あい，強い迫力と効果を' [ : . む」べき

乙とが述べられる。

神 代 岨 一 郎 司 j ｾｾ Ｒ 章では ，上 記のお ｊ 編が ， !:f} 3  

訟では再び，E11築と芸術の[ 対決」

の条件が，作者の緊張した「前術料

利リ ｬζ 乙そ ｾ ｉｯ れ ると述べられる。

また全体を通じて， 記述の前面に

(;1. 11¥ていないが，芸術は今後，民衆

現代 !

建築を

創るゆ

ｊ 彩同 ｾＱ Ｚｔｉ ｊ ・ ＳＰＰ 円 ・ Ｒ Ｑ ｭ Ｎ B6版

: PJ I . の反日目述伎が，部分的l乙奥り ，飛

躍とも思える筒所があるため，ザ干易

に}1J ¥解しr. i fい.r，' 5. もあった。

しかし，論旨の大ｾだけ読んでも

深い関心をそそる本である。著者の

JI 画される絞刊を期待する。

( 京都工芸繊維大γ 講師 相 Jlli 告)

と直接，符i援な結びつきを求めねば

なら ないとする。たとえば，床の間

を追われ，美術館で人を集めえな

なった，生花や彫刻が，進んで人の

集りの巾に入ってくる 11寺， r芸術の

社会的綜合」があらためて，新しい

形で求められよう。その場合，何か

の意味で千r)'fl;と なる建築との関係が

問題に なる，と 。

しかし，建築と諸芸術の「分裂で

なくて綜合の方向をひろめたい。

P. 187J と願っ て 空?かれた木で・ある

以上，紘作の仕方が1'1
1
心課題であろ

う。それについて，文中に散見する

「対決，調和. 妥協，アクセサリー

に過ぎぬ」など，どうして，そうい

う結果になったか，lj1に作者の心掛

けで決るのか， もう少しTIl- いて慾し

か咋 Tこ。

面白くあ' じませながら ，感受性をむ

かにして くれる。もっと多く ソiかれ

読まれるべき木のーっと考える。

( 京術工3t 繊維大学講師 相 Jlli 告)



昭 和 33 年 度 各 委 員 会 活 動 報 告 |

建 材 審 査 委

昭和33年度における建材審査委員会の活動についてど

報告を申上げる。本委員会は各種の建築材料を，申請に

応じて審査し，優良と認めたものに優良詞ー明書を発行し

もって優秀な建築材料の普及助成をはかる ζ とを目的と

しているが，乙れは同時に設計あるいは施工にたづさわ

るものにとっ て，好箇の指針と なる であろう乙とを信じ

ている。

木年度における審査結果を総括すると，前年度 lζ 申訪

を受付 けて審査が本年度まで持ち越 されたもの 7 件のう

ち，優良証明書を発行，または発行に決定したもの 5 件

不合格のもの 2 件， となっており， 本年度 iζ 巾訴を受付

けたもの 11件のうち，優良証明智を発行，または発行 lζ

決定したもの 3 件， 不合格のもの 2 件，審査中止の もの

1件，現在審査中のもの 5 件となっている。審査の結果

優良証明書を発行，または発行に決定したものは 1 ア

サヒラ ス，2 .焼成ヒルコン( 姪石の焼成したもの) ， 3  

ゴーレックス( 防水弗1]) ， 4 ハッポウラス ，5 . スプレ ッ

ドサテン( 塗料) ， 6. ポロン( 緩水剤) ， 7 . へ トロンボ

ート (合成樹脂板) ， 8.アロ ンフロ ーリング (塩化ビ ニ

ーノレ床材料) ， となっ ている。

以上の材料を審査の結果，いづれも優良と認めたわけ

であるが，もとより建築材料の審査は極めて困難な問題

を内政している。例を「 ラス J ，ζ とれば，まず優良なラ

スとは何かという乙とが問題と なってくる。常識的 fC( j.

モノレタ J レのつきが良く ，塗り上りが美しく ，亀裂を生ぜ

ず，耐久力があ るとい うような乙 とであろう が， あるラ

スは肢が強 くモルタルが落ちないので下地板およびアス

ファ J レフ ェルトを必要 としないと か， モルタ J レがいやで

も斥く つ くので耐火的な壁ができるとか，あるいは強度

が大で鉄筋コンク リート版 lζ 匹敵する強さの塗ぽができ

るなどいろいろの特徴をもったものがある。乙のように

ラスの優良性というものも簡単に判定す ることはできな

いのであって， i このよ うな箇所に使用する J として優

良であるという結論になるわけである。したがって木委

出 委版 貝

。iJ 末の{I: 七」の 11' ，1仮 lζ 一年間を目して しまいました

① II ¥J 以委員会では何のお役も今 日まではたしていませ

んが，近 く災害委員会で編集の 「鉄骨構造計算と実

例」が出版されます。
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員会としても乙の点は充分考慮して， 乙れ乙れの使い方

をすれば優良であるというふうに，なるべく具体的に s

使用するものが誤解する乙とのないような表現法をとる

ようにつとめている。

また ζ れら建築材料の試験 lζ は相当な時日と専門的な

設備と技術を必要とする乙とはいうまでも ない。耐薬品

性，耐候性，耐久性などの調査研究など，専門的な設側!

と長 ｈ 寺日 にわたる実験を必要とするのである が， ヌ ｾ 委品

会では審査の都度，乙れを小委員会f C 付託し，それぞれ

専門の小委員の方々にこ れらの実験をお願いしているの

で，そのなみなみならぬど労苦に対して衷心よりお礼を

11' 1 し上げる次第である。また審査の過程においては，施

工の実情，施工後の成績，生産工程などをも詳細に調究

し，場合によっては試験的に容室材料を使用して，見本

的IC施工をし， 長崎 r J にわたって比較検討するなどの方

法もとっ てい る。

ζ のように万全を期して審査をした結果，優良託!日] 舎

を発行しているのであるが，その務査はなかなか困難で

あり ，ま た優良証明省発行後， iIj 1 ，志と異る J 場合す

らあっ て， われわれ委員として誠に苦境κ 立ち，われわ

れの努力が果して何かの役に立っているのだろうかとの

疑問さえわいてくる。しかし，今日のように後から後か

ら新しい建築材料が生れ，それらを佼う乙とが適当で あ

るかどうかについて，何らかの指針が必要とされる現況

において，本委口会の活i l l ! J も決して無駄ではないと思

い，今後ともできうるかぎりの努力を続けてい きたいと

恩う次第である。

木委員会と して， 願わくは会員諸子も建材審査委員会

についての関心を高められ，あらゆる材料についての問

合せ，研究依頼等を'-11しl J l，られて，大いに利用していた

だくとともに，われわれ委員会の活動についても忌仰な

きご怠見をきかせていただくようお願いをして，* 委員

会の活動報告とする次第である。

( 建材審査委員長 置 寝 章)
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① 「床の仕上J ，こ引きつづいて11，'1.'，天 jj におよんでみ

たいと思っています。

@  建築協会存在の怒義を高からしめるよき企闘を進め

たいと思っています。 (tl¥版委貝長 高橋 慶夫)



宇

品ま見 員委

法規委員会においては，昭和33年 9 月 5 日第 1 回の会合

を行っ て，本年度の検討旭日について協議した。席上，

法規に迩反する建築が跡、を絶たないが，乙れは法規が実

情 ｬζ 合わない点があるためとも見られるので ， 現行の ｾｉ 日 ｬ

度をどのように改めれば，J♀反のi隠滅lζ 役立つかという

テー 7 を採り上げるべきであるという意見も出たが，結

局，乙の問題をも含めて，建築行政の合理化を計るため

池築基準法を始めとし，建築士法，建設業法等をも対象

として，検討を加え，現行規定の強化または緩和策を考

え，かたがた' / ' 1 ; の迩用，啓蒙而についても研究するとい

う乙とにきまった。そして乙のテーマを検討する方針と

して，まず重要な問題 lζ 焦点を絞り ，乙れを掘り下げて

検討する乙とにきめ，まず具休的に何を採り上げるかを

次回に協議するととにした。

?f i 2 回の会合は昭和33年10月17 日lζ 行われ，前回にさ

めたT主要課題の摂択を行ったが，その結果，建築基準法

貨'; 55条のいわゆる空地割合の規定と取組む乙とになっ

た 。 ｾ地割合の規定は非常 ｉｌ 重要な規定であると同時に

いろいろ問題点をはらんでいる乙とはと承知!のとおりで

ある。 なお席上，山田委員より，大阪市の地盤沈下防止

対策の一環としての冷房用地下水佼周防止条例案に関す

る説明があり，参考までに木委員会の意見を求められた

のであるが，本委員会としては，条例制定の趣旨 !ζ 賛同

するが，案の内界! ( 立入った窓見は差控える乙とにし

7こ。

第 3 回の会議は昭和33年11月20 EI' 乙関かれ，前回にさ

めた空地割合の規定を中心とする討議が行われた。

たまたま，乙れまで何回か足踏み状態を続けた建築基

準法の大巾改正の動きが次第に活発と なり，次の通常国

会 l乙提案される見通しが濃く な ってき ているので， ζ れ

ともにらみ合せ，当局に対し，タイムリーに要望書を提

出すべきであるとして，空地割合の規定の改正に対する

具体的な意見書案の取まとめ作業を行った。すなわち，

当時の建設省の改正案では，住居，準工業，工業の 3 地

域内において原則的，( 30m
2
天引きする現行制度を廃止し

ようとする玄関が察知せられたので，乙れをさらに拡大

し，実情に即する扱いとするために，右』ζ
掲げるような

要望笹案を作った。

乙の要望書案は，本協会理事会の議決を経て，昭和33

和11 月29 日建設大臣宛提出せられた。

ru築基準法改正案は，現在閣議決定を経て，国会に提

出されようとする段階にあるが，最終的な法案について

4

2
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要 望 書

建築基準法の改正に関し 要望の件

建築; [ ，l ; 準法の改正に関して下記のとおり聖一望い

たします。

1.  建築基準法第55条第 l 項 lζ 対する絞和規定

として下記趣旨の条項を新設すること

地方公共団体は土地の状況によりやむを得ない

と認める切合は，ｾ設大臣のｪｪｘ認をねてＮ条例で

区域を限り，第55条第 1 Ｚザ Ｑ の規定 ｋ よる ｾｉｩｬｬ 似を緩

和! する乙とができる。

理 由

建築行政当局の多年のど努力にかかわらず j♀

反建築が跡を絶たない乙とは誠IL慨 嘆にたえ ない

とζ ろであります。逮反建築のうちでもとくに悪

質のものは無届のものでありまして，その原閃は

種々あると思いますが，空地制限に抵触するため

に手続のでき ないものが非' 常に多く， しかも地区

的! ( 集中して起る状態であります。

よって乙の ｦｴｾＱ 限を地方の条例で例えば次のよう

な緩和を行うときは，相当数の無届建築を正規の

ノレート lζ 釆せる乙とができ，柿造，防火など重要

な建築指導を行う ζ とができます。

1  商業地域内で返小敷地 ( 100 m
2

未満) の語

集していると乙ろでは 17/ 10j を i 8/ 10j に緩和l

する。

2 .  住居地域または準工業地域内で業務と住民

が併用されている建物が密集しているところでは

i 6
/ 10

j を 17/ 10j ( こ緩和する 。 以 上

上記要望申し上げます。

昭 和 年 月 自

社団法人日本建築協会会長 足 111な久助

建 設 大 臣 逮1長三郎殿

灰閲するところでは，空地制限の規定の緩和に関する 一

初の考え方が幾分後退し，いわゆる 30 m
2

天引の廃止も

全面的には行わず，土地の状況によりやむを得ない場令

で，特定行政庁がEiE. 設大臣の承認を得て指定する区域内

に限定されるもようであり， しかもその他の事項lζ 関し

ては一切現状維持となっているので，木委員会が立案し

た要望書の趣旨も日の目を見る可能性は少いわけである

が，さらに将来 lζ 残された課題として，再検討せられる

機会もあろうかと恩われる。なお委員会は現在のところ

法政正案の成寸. 待ちといったと乙ろである。

(34 .2.9 法規寮員長 恒 岡俊行)
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昨年 Ｔ 月鷲尾高 ｾ ｪ 委員長の後を引絞いで，平 ｬ 、が委員長の

委 ｊｖ ，ｾを受 け，副委員長の尾 ｦ 色汗 ｩ 四郎氏ほか総員 ＲＰ ｾＱ ， r;= 

いJJ の多い委口会を結成して， 1iT:月 1J n l 以上会令して協

議をmね， 見ヤづT，講演会， 1りと閥会，JI( 示会，懇親会な

どの事業の企画実胞に当り， 乙乙 IC 1"1 を経過した次第

である。乙の閥次 ｬ 乙司 ｬ し述べるような小委 ｦＱｻｾ を設け ，

委口のかたがたにそれぞれ主査ならひ Ｑι 小ｾ日をお願い

して事業活動をはじめたが，t日当のかたがた や，事務局

のなみなみならぬご尽力によって，大体に所 ｊｾｬ のｆｬ (J(J を

i主したものと. 思う。

1.  新建築見学会 ( 主査 山本義樹氏)

京阪神地方の会員』ζ もっとも JDH守さるるもので，10阿

の見学会をf H: したが，学会，士会共f U ' による新大阪ヒ

ノレ，読売テレビ，士会と共催による住友生命ピノレ，西長

郷のマンモスアパー ト， な らびに関西テレヒ・の見学会は

人気を集め多数の参加者があったが， とくに新大阪ビノレ

においては約 300 名の参加を見る盛会であった。異色の

ものとしては 11 月 5 日lζ 最近完成した新歌舞伎座と大

歌舞伎を見る会を催したが，劇場の都合で多) J n者を501九

にf!;Jl 限するのやむな きにいたり ，多数申込のかたがたに

対しj111せんl乙よって参加者を決定 したような次第でJ岐に

心残りであった。乙の 3 月には三井ピ J レと大阪東映会官i ¥

を見学した。

さ て， 新ｾ築見学会については ， 従来関 係 各方面にお

闘いして，年 2 回新建築調査表を提出していただき半"f.

ごと のがI建築見学の計画をたてる資料としているが，な

お一層会長のご2 f 望に応えて，今後は竣工I夜前の建築の

みな らず，新工法により施:了巾のものも見学する ととに

したい。また，建築によっては乙れまでのように竣工前

Jjij の建築を，工事関係者の説明 lとよりーJJ 則する程度の見

学会でな しに，設計，施工，設備等専門別クループ! こ分

れて見学し，詳細な説明によっ て今後のよりよさ参考と

なるようにしたい。つぎに，時間が許すなれば前に実行

した ζ とのあるように，見学会の後有志による原談会を

催して，凡学した建築についての感想を述べたり， . な見

の交換をしたら ，たがいに初盆すると乙ろが多い乙とと

思う。時には竣工後半年あるいは 1 力作を経過した際，

使用者，設計・者， Jj在工才; な らびに第三者をi J t . えた集りを

えて， 使 用 巾 の建物についてのF長談会をf H' してみるの

も，よい試みではないかと思っている。新1 ，1・度において

はなお椛恕を新にして実行につとめたいと考えている。

2  工場見学会 (下e 査 山木茂氏)

工湯見学会はm材工場を E としているが，工場の方か

らノミスの提供を受けて見学にいく場合が多いが 時には

参加のご通知があって不参する方があったり. 参加朽ーが

60 

はなはだ少人数で先方さんに申しわけ な く思うことがあ

る。それで33{ j ' . の当初から見学会ごとに参加のひとびと

から アンケートをとり，会員のど: ' { j ' ， '1J1C添うた見学会を

企画| し，) J 施したつもりである。われわれ"(11門家が 11常

使用している建材はもちろん， 新製! ｉｾ Ａ ｉ な らば なおさら

に，製品の組成，材質， t生状，大きさ寸法，製造工程等

について，ごr . l : J ' j において実地見学してーl' 分な智識をえた

な らば，今後その材料を使用する 上 1 ( ，大いにうるとこ

ろがあると思う。 33"1' - 1支においては 10同の見学会を倒' し

たが， とりわけ魅)J のあったのは 9 月15 日近畿f転車両工

jあのビジネス特二1，ｾ屯Ｇ Ａ Ｈ ( 乙だま弓) を見る会を催した乙

とであった。1 ¥1込者が殺到して断り切れずに 困 ったが，

見学; j ; J l限の人数を趨過する 72名のかたがたが参加，驚1決

に値する新鋭ＧｾＮ隔を限なく見学して誠に有益であった。

木年 IC人って 2 月[ こは旭硝子尼崎工湯 3 月には伏見の

稲正宗i内政と伊丹の東洋リノ リュームユ- 坊の見学会をHt

す乙とにした。今後もアンケ ー トをとり，多数見学者の

ど希望とど芯見を蕊にした，ためになる見学会を企問実

施する考えである。

3. 古建築見学会 ( 主 査 井 上 i兄氏)

il J 建築見学会の企画については， 当初京大の川上京助

教綬のど指導の下l乙ー|・分な資料を基に計画をたて日日程口

を利用尖施している。岡田建築事務所の岡 田孝男氏，大

阪市大の浅野清博士，奈良文化財研究所の杉山信三氏そ

の他古建築に造詣の深い先生方の懇切など説明を受け，

四聞の風光と納まって楽しい趣のある見学会を実施して

きた。 WI ・4ド4 凡の京占巨大徳寺の茶室を見る会lζ はじま

り，利秋の好季に 4 f ' i ¥' ほかに位離出と修学院離宵の拝

観， 乙れはtiT: "fー存秋の析例の行事となり ，会員から大変

苔ばれているが， 11' 1: 作は任縦宮 10同，修学院離7: . . ' ; ・ 6 回の

拝観をお乙なった。新年度において も新しい企阿の下に

春の花，秋の紅葉を探ねつつ，心ゆくまで京都，奈良そ

の他の1M:百深き有建築を観11する機会を作り，会員のど

参Jmを歓迎する乙とにしたい。

4. 新 しい建材説明会 (1:.査 矢野望ifr・氏〕

れ柿i説明会開H l : に関する内規が，昨年 5 月にできたの

で. なるべく広く建築材料B 機械工具. または工法など

について，づち日の便ぷを| 苅り有窓義な説明会を!ltif tr: する

ことにしている。 33"1:.)交においては，プラスチックと木

材の今成材および Ｗ ｟ｾ ［ 土波長尺トタン板とラスゾートの説

明会を僻したが，両会共相当の出席者があり脱会であっ

た。新しい} . 1 ! 材説明会としてはー32"1ミ& においては託金料

について ｮｴＧ したが，そのど ｴｦｾ 2 回は建築) J 11工板をとりあ

げれ々 i 1HI /il rわであるが，昨年は関ftnこ王IJ らず新作伎を迎

えたが. 近く説明会をHI' す予定である。



• ・h

5.  各種説明会 (-1-を 内線一沢氏)

相i I  ｾ、色付税ｉＱ ｊｊ 公の ｉ 良でのべ ｴＮ が，甘ｩｌ 1， 、m JuJ/'f.!;、

lこ，新しい機械工兵， fffr しい工法などとくに会員の関心

をひく説明会を実施し，また時には，: : t . T也見学会をかね

てお乙ないたいと思っている。乙の 3 月2 5 n最近の地下

工法( ペデスタノレとコンポーザー〉およびグイケンボー

ドのぬ明会を111 : すことにしている。

6目 若い会 員の集い ( l : 代 二三 ＦｾＱ 可六氏Ｉ

若い会員がたがいに τＴ を促って ｲ ｬ 分の ａ 、ｾの ｾｴ ｬｮ ｾ をさ

いて，大いにｩｊＺｾ会のため働き ，勉 強もし合い，技術的に

も，人間的にも向上していかれる乙とによって. 協会の

降口交股が ｪｾ｝ せられるものと思う。私はおい会日あって

の協会であるといいたい。その怠味において事業委員会

はとくに若い会員の集いを似して，その: w. 肢と向上を図

る乙とにしている。雑誌、「建築と社会」においても，青

年建築家号を特集しているのも，乙んなところ lζ 理 rJ Iが

ある。 33年度においては，ゲス卜を凶んでの座談会，ま

たは見学会，研究 会等和やかな楽しい会合を 4 回催し

た。席上膝を交えて，腹蔵な く意見をのべ，遠慮なくも

のをきくことにしている。木ｾｦＧＮ ，ζ 入って 1 fl 日 円新森

のｾいとして， 海 外 lζ いった力作建築家( 京大の六J l I

照氏，東畑建築事務所の池田武彦氏) を中心とした会を

似したが 58名の出席者があり有; 芯設な会合であった。

新年度においてはさらさらに研究を亙ねて，若い会員の

好んでど出席していただ く，楽しくためになる会を似し

たいと思う。

7  午餐会，懇親会

午祭会は以前Iには毎月f ! l l していたが，若い会員の出席

が少し年かさの常連ばかりの会合の弊があって. 現在

は特別の場合だけ似している。昨年 6 月24 n竹腰前会長

を聞む感謝i晩餐会のほかに， ＱＰ ｊｬ ＱＳ ＱＱ ｾ 主築会館開館記念、

午餐会を催して，巾 )1: 市長の訴訟1をきいた。本年にはい

って 1 fl 12 口新年午祭会を開供して 黒部l峡谷その他の

ｼ決問を観ＺｮＺした。懇親会は何 ｾｲ 2 同の定めであるが，互

の懇親会をとりやめ，忘年怒親会を路大に111 : す乙とにし

た。旧脈 17 円あべのの唐的奴で催したが，参加者が記録

1政りの230れという会場は立鮒: の余地なさ長盛況であった。

伊 ｉ｝Ｂｲ のとおり関係先から多事 ｦ￭ｬ の得 ｉｾＮｴ 金やかずかずの寄贈

品をいただいたので，福引に. のど自慢，かくし芸など

にぎにぎしく大成功担! ( 終宴することができた。 乙の 3

月30 n は協会の創立記念円 I ( 当るので，午祭会と有名人

の講演をお願いする乙とに決め交渉中である。新年度も

33年度と同様の方針であるが，記念、午餐会においては趣

向を こらす乙とによっ て， 多数会凸のど ;J'd)j r; を促したい

と思っている。次回は会員の余技展，写J ' Lコンクー J レ，

または競技設計の入選作品の展示会などを同時にHli すこ

ととし. いまから準備にかかるととにした。

8.  講演会，懇談会

; 市部会においては， 11' 1下"1" 9 月13 n学会， ー|ーナと j l:f ft ・1-

1 るよ;(λ J1il ，'j' l-jf門 1: の「ト イツの偉物( - 勺い CJ O) 1[百1，

ｾＧ談会 Ｑ ＱＺ 4  jJ 1711 大阪 11 ソ協公と往築 4 [、川本J UWの「ソ

述正t築家を開む」然談会の l fol で，はなはだ付' しが少か

った。新作皮においては ，千干名目] 築家ばかりでな く. 一

般ギ ￯ ｩＧ，人を招いてＮ講演ヂや雪ｾＮ談合をＨＡＢすことを ｾｉ 柿 ｩ し

::t 行したし、。

9. 文化映画会 ( 1作 森 川q:kif l ¥) 

文化1 1 . 央阿会については，会員の{ ネイTしておられるi U: 築

関係( 施工の記録. あるいは訪外岡の風物名手) のムービ

およびスライドのリストを作成し，ときどき貸与を矧っ

てj税1工会をHI す乙とを企画したが， なかなか協力を得ら

れずまだ実現に3 . ' 11 らなし、。新年度においては，よき l決ii'ii

を求めて，ときどき観賞会を聞きたいと思っている。

10 建築写真 コンクール ( 主 査 村上秀夫氏)

ｾ築写ｴＮ ｲ コンクー ｊ レについては ， 募集規定を作りＱｉ ｻＱ 有 Ｑ

32-tf. 1 月末の〆切で，第 1 回の募集をしたのがはじまり

で， 33?f.t([ は 4 月末〆切で第 3 回の募集を行ったが，応

募者がわずか8;y，で，作品28点の内5点を採用した。新年

度は年 1 回とし 6 月末〆切で，第 4 回の募集をすること

とし，優秀な作品は雑誌「建築と社会」の表紙にもちい

る乙とに決ったので，多数会員が立派な作品をどしどし

応募されるよう望んでいる。

11 .  メートル実施の促進運動 ( 主主f 井上j晃氏j

メート J レ法は本年 1 月より実施されているが，昨年よ

り乙れに対処して小委員会を設け，よりよい研究中であ

る。目下口木建築学会近後支部でモデュ ーJ レ委員会を作

り検討しているので，乙れに呼応して 1 11 も早く完全実

施 lこ術ぎつけるよう協力せねばならぬと思う。

×  ×  ×  

以上小委員会の33年度における活動報告と新年度の抱

れについて概説したが，現在Tj 1 : 業委員会で実施している

事業は，協会の本部を主としたもので，各支部を対象と

したものではない。 1 1作壬「・名古屋支部へ出張して原子力

の初演会をIWし，会員の増加を呼びかけたが， ;ifr1，1度に

おいては，地方支郎へ 111かけて諮演会 lこかぎらず刺身の

Ht しをして，地方会員の便益を関りもって地方における

会勢の発展 lζ 得勺せねばならぬと思う。また，一般社界

に対しても講演会，展覧会などの催しをして，建築に関

する智識の啓蒙tf- 及に努めたい。さて， 事業委員会は 8

つの委員会のうちでもっとも会員に1直結した多柿多級の

市業を担当している。木委員会の活動し、かは，協会の繁

栄に多大の ｊｾｬｾｾ があると申しでも過言でない。新年度は

委員を 51門増員して2
51ろとなり ，若い元気発刺と した方

ばかりの集りであるから，なおー庖魅力のある. しかも

有能な事業を企阿し，活発に実行して会員諸君の111] ;:[. に

応え，建築界はもとより一般社会にも丘献せねばならぬ

と意気込んでいる。元幹 lこ大方会員諸君のど鞭槌と ど媛D) J

を 切 望 す る 。 ( 事 業 委 貝 長 岩崎甚太郎)
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編 集委員

イ庄野前委員長 lζ 指名されて，編集委員長をお引受けし

てから. よう やく一年近くたった。

f行手うされた当時，引受けても大役がっとまるか どうか

まよった。しかし， 最近数年間の会誌を通覧して， ミ建

築と社会ミ誌の一つの形と道ができているし， ζ の分な

ら， ロボットでもやれるかも しれないという幻想をうけ

Tこ。

昨年，前委員長の指導と引きつぎを受けつつ ，青年建築

家特集と八月号をまとめる頃，とにかくおよそ二年間の

案をたてた。 その聞に事務局から，編集一カ月繰り上げ

がでて( ある月の号は，その月の一日には会員の手許に

届 くようにする。すなわちその前月の25 日くらいには刷

り上がる ζ と，つまり 原稿締切りはその前々月の下旬最

終となる) 同時に木年の正月号をど覧のように特別の特

集となったのにすくわれて，とにかく一カ月繰り上げて

進んできている。

二年の案函とともに，従来固定されている幹事につい

ては毎号専門の方K お願いすることにして，その者Mr編

集委員でない方でも適当な方にど無理願って成案して，

編集委員会にかけてやってきた。

今までのととろとかく勇気づけられてやったもの 2 編

集委でたたかれたものほどよくできたかもしれない。編

集委でもんだものほど‘ 需品が入っていると恩われる。

と乙で考えられる乙とは，協会とミ建築と社会ミとい

う会誌とのつながりである。会誌の本文はほんとうは，

理事の巻頭言，各委員会の事業上の連絡と報告，会員の

声，建材協会の報告などで，作品作風欄や記事は，乙れ

住 委宅 員

前年度より引続事業として進行中の，カラ ースライト

「家の出来上 るまで」が概ね完成した。乙れは鉄筋コン

クリート造の住宅を，整地工事から唆工までの工事過程

を，カラー写真κ 撮影し，専門委員によって各種の用問]

きに編集したものである。詳細については近く発表する

予定であるが，一般大衆に P.R する材料であり，建築

の学生jζ 対しては要領の良い教材となり，また会員各{ 立

が研究資料として広く利用していただける内界を持って

おります。

次』ζ 今年度の委員会として，住宅に関する技術的およ

び住い方の資料を，広 く欧米各国の建築家と連絡を取っ

62 

4

2

 

手

向

とヒ

ロ
動 報

らをにぎわすものであり，広告側は業界，材料界のニュ

ースの提供の場であるとの考えもできるのである。折角

会誌を /PI すなら ，もち ろん会員に役立つものをつけ加

え，建築界のi l l J J きを知り ，啓蒙，反字iの場とすべきだと

思う 。学会誌でもなく，市販を目的とした雑誌でもな

く，協会の目的にかなったものでなければならなし、。

かりに雑誌がよくな ったといっても，もし，その部分

だけがよくなったのならば， ｴｨｨ ｾ ， の活動が盛んに なり，

目的が達せられつつあるという ζ と の 証 明K はならな

し、。

だから 2己事はもっと tU会活動を示して会員の会誌であ

るととに な らねばなら ない。発行日の厳守も必要だと思

う。荘、としてなおお引受けした期間がある。その間 lこ協

会活動の動きや会員の戸をもっと発表し，また広告主へ

ももっと P.R してほんとに広告ヨが，広告Pl を協会誌の

ために払って下さる価値づけをしてゆきたいと恩う。

それにはやっぱり 2 理事，評議員の方々はもちろん，

何といっても会員諸君の JJ づよい発言と批判を待つしか

方法がなし、。ど叱 II - r ; を期待します。

また寄稿をいただく各位 lこは，騒めて短い期間 lζ 勝手

なおw.t {， 、をしておりますが，幸いそれK よって会誌をか

ざる乙とができますので，乙乙でj享く御礼申上げます。

なお編集理事，同委員の方々には旬月ど無J l l i な奉仕を

｛ｾ ｦｩ っておりますが，今後よろしくど椴縫と と 折導を阪い

ます。

.  
4‘  

一34. 2. 15- (銅w委員長 塚本猛次)
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て集める計画を立て，試みにスエーデン，デンマーク，

イスラエノレなと1乙働きかけたと乙ろ，彼らも乙の日 l' 画を

よろ乙び，積極的な協力の申しl I

J

Iがあったが，相当経費

を必要とする事業となる公算が大であるから，先般の委

員長会議 lζ 提案して，何がしかの予算が与えられるよう

協力方を要請すると同時に具体的な事業計画の樹立に

若手する段階となった。

特κ イスラエノレの SHI KU N 住宅会社のレポートは本

委員会で糠訳し，広 く関係方而に頒布する乙と lこした。

Ｈｴｾ ， 宅委貝長 西向島徳太郎)



教
コzx

同 委員

木委員会では，建築教育に関する調査 ・研究を行い。

技術者の技能向上 ・知識の普及1[. 資するため論演 ・講習

会，その他の事業を企図 ・実施している。

木年度は昨年より開催している事業を継続実施する乙

ととした。

新しい事業としては前委員会より企阿中のミ空気調和

設備と電気設備ミを講習会として開似した。以下事業の

概要を報告する。

講 習 会

第 3 回左官工事講習会

7 月15 ・17日 ( 2 日間 ・8 時間) 131 名受秘

於大阪建設会館

第 2回現場管理実務講習会

10月 2 日- 11 月29 円 (25 目前j ・50時間) 791'，受講

於大阪建設会館

第 5 国鉄筋コ ンクリー 卜技能講座

10月 6 n - 1 4 R  ( 6  n l臼1・12J1寺/]¥J) 81化受消

於大阪建設会館

10月20 円- 21 n  実利 於大阪生コンクリート伽工

場

第 1 回空気調和と電気設備講習会

空気調和l設備 l1 JJ l n l - 1 9 11 ( 3  i l問 ・18時間)

屯気設備 11 Jj 21 iJ - 2 4 日 ( 2 n /:l J ・14時1/¥])

1221'，受 講 於 大 阪91設会館

第 4 回工高生デザインコンクール

工業高等学校建築科生徒を対象として，その設計技

能の loj 上実励に資する目的で，昭和30年より ffl"f 9 月

20 円〆切で全閃の工業i . .:j 等 学 校 か ら 応 募 を みてい

災 委貝

宣

ロ

本委員会は， r建築に関する構造 ・地震 ・風 ・水 ・火

・工事現場の災害の調査研究をなし，災害の予防対策に

ついて普及宣伝をお乙なう」乙とを事業活動の純聞とし

ている。本年度は昨年度よりの引織の事業，( 1) 土質試験

の標準仕様お ・簡易地耐力の調査方法。 (2)杭耐力の試験

法。ＨｾＩ実際に役立つ欽行 ＮｊｉＮ ｲ，ｲ便覧，の Ｓ 件と， ｾ，乙企画

した， (1) 地震について。 (2) 建築現場の災害予防につい

て。 (3)風 ・水告の災害調査について，を雪作業としてそれ

ぞれ調査 ・研究を行った。とりわけ鉄骨構造の計算と実

4
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活動 幸E
とヒ

E コ

る。木q : . のコンク ーJ レlζ 関する事項は次のとおりであ

っTこ。

- 設計課題公園内 l乙建つ公衆休愁所

・応募数 26校 87点

・審有会 10月18 円iTて午- 5 時 岡橋委日長外 4 審査

日で午ti 査の結果，入選10作品を選んだ。 ( 入選作品

・建築と社会39* ・12月号 ・P40- P43([_ 掲載)

・表彩式 11 JJ 7 臼 2 時- 3 1時30分 入選者 Ｖ ｾ 九の ＱＱＧ ，

席があり表彰状 ・記念品の授与 ・空審査概評 ・政談会

を行い，終 って岡橋委員長案内で・住友生命ヒソレを見

学した。

現場実習の指導

現場実習の実質的な効果を芯義づけるためには，一定

の方針で指導される乙とが必裏であるとの観点から，昨

年ミ現場実習指若手ｾ領ミを作成した。各関係者のど協 力

を得て一応の成果をみたが，* 年は昨年の受入側 ・学校

ｾ｛ｉｉ の ｅ ・ Ｕ 包を採り上げ ， 指導姿領の内容に検討を加えｼ作 ＱＱ

に倣い関係先lζ 配布するとともに建築と社会 7 月号 P 7
8  

に掲載して協力をお願いした。乙んども研究 ・調査を行

いたいと思っ ている。

造型に関する座談会

数年前から木委日会に小委日会を設けて. 造型に関し

て研究してきた。本年も座談会を催して問題点を有1111¥す

る乙とになり 8 月24 日3 1時- 7 J1与30分の長時間l ζJ L っ

て刊時迭と芯匠ミのテーマでそれぞれの関係者がキタン

ない意見の交換を行った。

( 政背司買貝長 奥島正一〕

ム

玄

エ

白動
主主

ロ
幸R

伊IJ ( 実際に役立つ欽何・計 算便覧 ・改組) は昨年より企画

の検討を，新年度からは石崎滋雄氏を幹事として原杭の

調整，実例図面の検討など進捗を図り，昭和34年 5 月ど

ろには発刊の予定で現在印刷 rいである。本図書をテキス

トにした諮科会を地方会員を主にして企画中である。木

作のポ業一つ一つについては現花研究の段隣で報告まで

には述していないが，来年度委員会に引継いでそれぞれ

の成果を期待したい。

( 災醤司E貝長 馬場善雄〉
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「工程研究会」を新設し述LiI :.TJ りlの|尖 ，-;.J :;J ji ょについ

ての方針を決定した。

12日 311!j 、ド- 4fi !y' ド 於 会friti 集会室

;1' ，席者 ，hl' .旧車十Ji ，J t. II .l k f 1外 5 安口

泌さお ｈ 本工事の工期｝を判断するＧＡＱ［ＴＭ ｾＱ こ関して芯凡の

交換が行われた 。 なお Ｑｩ 員の対 ｾｌ ｄＮを決定した。

通 常 総 会

26日 Ｔ ＱＱ 与 ＲＰ 分 ｾＵ 時於会館集会京

出 席 者 尾 崎 会 長 外 13名

議 事 1. 監事 l 名，評議員35 i'，逮挙の件。

委員長連絡会

11 日 Ｓ ＱＱｾｦ ｾ＠ 4 時 ｽ￬Ｇｾ会館公ｦ， ｪｴｾｩｾ

;1' ，席者 岩崎 E草木，西嶋， ｦ 豆岡 ，奥凡 ｲｾｊｴｾ 各ＱＺ｛Ｑ

長

塚本編集委員長から「建築と社会」の編集ブ'hll その

他， ｛ｬ Ｔｨ ， ｉ ，ｾ住 宅委員長から事業予算刑制のす ￬ ，引などが ｊ 主

べられ 立見の交換が行われた。

評議員懇談会 ( 技術部門)

ＱＱ 日 正午 ｾＱ 時半於会館会議室

出 席 者 滝 本 副 議 長 外 7 評議員

評議員改選K . { 、ドう技術部門選出評議日候補手刊t般の

件について懇談。

事 業 委 員 会

小委 員会 ( 若い会員の集い)

小委 員会 ( 各種説明会)

2 日 6 11寺- 7 時 半 於 会 館 会 議 室

;Pl 席者 三日，内藤田l主衣外 3委n

両委員会とも今後の事業企日 ＧＱ について ｾｩｾ［ｾ｜ 。

理 事 会

11 目 Ｔ Ｑ 時 ｾＵ 時半於会 ｦ 出会議室

，'1'，席者 尼崎会長 ， 東畑副会長外 Ｑ Ｒ ｴｾＢｊＨ

議 事 ( 1  ) 通常総会開併の件。

( 2 ) 常務理事任期満了に関する判 。

( 3  ) その他。

( イ) 新建材展示会後援の件。

( ロ) 創立記念日行事の件。

( ハ〕会館張り 11' 1し宕板取手i の{' ¥。

(  4  ) 入退会者承認の件。

(  5 ) 報告事項。

委 員 会

9 日 5 叫半 - 7 11与 Ij 合会合[i; 集会雫

iI ｾ席者岩的 Ｎ 尼 ｦ ｑＮ正高 Ｑ ｝ 委口長外 Ｘ 委日

i員五Ji ( 1 )  3 )J の市業企阿について。

〔イ) 見学会。 ( ロ) 各f OE 説明会

(  2 )  ￭ すれ、公民の ｴｫｾ 、」の企画について 。

(  3  ) 次{r[ I [ 委員の般民について。

(  4  ) ハードボードの険ふj に閉してー新i i . t 材泌

切l小委口会と /1 ' ，) 仮委口会と述絡に閃する{ ' ¥

臨 時 理 事 会

20臼 3 時- 4 時 半 於 会 飴 会 議 室

11 ｾ席者 尼崎会長，鴨池副会長外 7 理ポ

5 月大阪府知事表彰の候補者批H?l の件。

部会 「工程研究会」

7 日 1 時半- 3 時 半 於 会 館 会 議 宗

tPl席者 尼崎会長外各部幹事及委日 14氏

瓜

誌

で

曲

目

だ

と

御

同

ら

包

下

三

れ

広

美

し

γ

力

タ

ロ

匁

目

R

忠

世

帯

剣

選

リ

曲

悼

し

手

持

: 4 ¥社式阪市東淀川区三田町 一一一層富業所・実京
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一 特許 防火シャ ッター全般

(@)) c ' 諜223
、""' --〆 オ ー トマ テ :/ ク

22 小 俣 製 作 所 大 阪 出 張

( 旧問中 ν ヤッター)

大 阪 市 北 区 若 松 町 3 0 T E L 1 9 9 0 1 6  

実 社 及 工 2 ・ 埼 玉 県 与 野 町

京 事 務 所及工場 ・東 京 都 北 区 田 端 町

小委員会 ( 各種説明会)

21 日 .tl午- 1 時半於会館会議室

出席者 |付総主査，ｾ ｉＺ 上 袋口 説明会社 3 社

3 月25日開催予定の rｾ 成 近の ｬｬｩ 舵工法と新 し いｾ 材

の説明会」の災施について打合。

災 害 委 員 会

小委員会 (鉄骨裕造計算書)

12日 3 1時半- 5 時半 於会館会議室

/ll席者 石l脳幹事外 7 委員

「鉄什構造;; 1仰と実例」の編集， 日程などにつき議議

23日 4 11与- 6 1時 半 於会館会議室

山席者 l i崎将事外 4 委員

i j次骨構造J Ｑ Ｎ ｦｴＱｾと実例 」 の レ イア ウト， il¥) 坂t-'i ，定fali

などについて審議。

住 宅 委 員 会

9日 3 1時- 5 時 於会館会議室

山席者 凶嶋委員長外 5 15:日

議 事 ( 1  ) 資料vl を来年度予算r al' i求の件。

( 2 ) エレサ レムのシンクン住宅会社の住宅政

策について。

( 3 ) スライ ド「家のできるまで」試2手会1m他

の件。

(  4  ) 学会支部の住宅研究分科会と捉挑の件c

• 

.， 

編 集 委 員 会

幹 事 会

14日 3 時- 4 時 於会uu会議室

出席 者 塚 ぶ 委 員 長，川名幹事

6 凡 「都市計画特集」弓の企国立2伝説Lii義。 座 談 会

「日本の現代建築の形成過程について」の座談会

18日 4 1時- 7 時 於 北 浜 北 水

出席者 司会鳥田氏外 5 氏

会誌、 4 月 「様式 ・デザイン特集」 号企図として開

11li 

見 学 会

旭硝子K.K尼 崎工場見学会

28日 1 11寺- 5 時 参加者45名

委 員 会

14日 4 11寺- 6 時半 於会館会議室

出席者 塚本委員長外 9 委日

議 事 ( 1 )  3 月 「共同住宅特集」一日経過半世告

( 2 )  4 月「総式 ・テザ イン特集」号経過報告

( 3 )  5 月「学 校 特集， 八械製鉄戸畑工場

特集」号経過報告

( 4 )  6 月「都市計画特集」号企画審議

( 5  ) 明治，大正l時代の建物資料の整備につ

いて

( 6 )  Ｗ 月 「 青 年 ｾ 築 家」 の募集要項 ｋ つ い て

h

μ

ク

O

グ

刊

何

軒

雰

-

五

三

九

号

越

量

各 種 陶 管 ・大正便所・ S. P. 石 綿 パ イ プ ・ モ ル

タル製敷ブロ ック・腰掛ブロック・スペンサー

セ メン ト ｾ Ｈ瓦・流司洗濯槽 Ｎ ｊＱＦ 芥箱Ｍ空気抜 ・ヒューム管

各種 セメ ント製品・コ ンクリート製品製造 ・販売

裂

造

販

兇

器風通
二比

一

日

光

=

鏡
刷

三 舟 建 株 翁 舎(⑧ 
ｅｭ ＢｬￋＢｩ￱ ｩｬ 聖書ｾｾｾ

大阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 三 一 番 地

電 話 @2  4. 2 0 番
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幸日
必』

コヨE分月

. d恥

ｾ＠協材建西関社団法人

0 代表者更迭

味の系 KK では) ! ，谷龍太大阪支庖長は本社栄転の後任

として生盛貞彦氏が取締役大阪支庖 i互に就任

0 電話変更

は 岩住鉄工所 @ 51 2 3 - 7t ζ 変更

ジャパナイト KK @l 5201 - 61こ変更

大 Il * セルロイド KK @ 3151 ・4151 fi;，k l己変災

IIH和アルミニウム KK lJ t① 1181代表に変災

O電話増設

サンエス石' 口 KK 大阪営業所

Ｉｪ 長本ｾ材 ｋｋ 旬 1515

J泌総主lH"j ' KK 大阪山桜! 針

。社名変更

竹原，lil; 長KKは，竹川l化成工業KKIこ

‘F  

11 日 向ー焔E話料E禍: も必盟主見舞参上。

16日 ｲｾｬ 収士会並に関係業者 ＱＱ Ｐ 字以ぷｊ､，ｪ μ 学。

21 白 川木高IJ会長，大和常務理事は 中村会長国l公，記念、

事業に関する件ｾｬｩＮに今回東京ｾ 材 展示場大阪分室設凶

反対; 立見について協議。

21 日 高原岡山建築上会長来会，常務理事と天満} 豆油築

J'Pi と産業会館説明会打合せ。

25日 午後室谷理事長，大和常務理事は会長訪問上京中

につき木村総務部長と面接，東京展示分室開設反対立

見表示と全会員 lこ共1¥日を求める方法等懇談した。

岡 山 県 ｾ築課姻係長 ， 岡崎事務員Ｊ会 ，出 品打合せ本

会事務局員と 市内廻 る。

￬ｾ￺ 福岡県 建築課吉田技師来会，福岡ｾ築上会々誌の広

告募集協力打合せ，

福岡展示場委員会開催通知発送。

26日 会資改正細則一郎変更通知，新名簿巾込について

注意事項全会員l乙発送。

勢一動貝

. o.  

一一ー ヨミ

各部門別部会 2 片下記のi並り開 1111

お1材， f以設，組紅i工事 6 日， 金属ｾｬｩＮ Ｑ 乙姶共＼ｩｽＺ物工 ｊ Ｍｐ

11 ， I，)'i [- ，合成樹脂部11 日，木工家具，装飾部 16 1J ， 

タイルゐ.工 ' Fl i 官部 17 Il， 防水部18 11 ， 建物保全 19

11 ，屋根設備部23 R ，内装郁24 日

以上各部会は 34年度評議員半数改選候fi li 推的。岡山j裂

と説明会，新名簿発行， E; 住材時報協ノ' )， 会名改称，会

ｾ改正共他協議した後，各都共特別会口出席を乞い約

11時間余座談会を催した。

大阪展示場委員会 ( 10日午後 3 - 判 的

高田委員長外 5 名出席。入口問題，; n担文掲1b} ，特別j民

示新プラン，展示品交替の件等協議する。

各部長会議 ( 12 日 1 - 3 11寺)

青木副会長，室谷，笠原，正直IJ 理事長外各部長出席。

記念事業主主に総会 lζ っき協議。

理 事 会 ( 12 日 3 - 5 11寺〉

青木副会長，久保監事外 17名出席 34年度役員半数改

選創立10周年記念事業，建材会館建設問題，会名再検

討( アンケートの件) 等協議諸報告を了す。

講 演 会 ( 14 日正午- 2. 301 . た損害保険協会)

民法家族制度と政治経済に つ き大川光三弁巡士( 参議

院議員) を招き午餐と講演会開催約30人山席。

講師大川光三氏( 弁護士，参議院議員〕は皇室の婚! I l I .1

制度より説き起し結婚離婚，内縁問題や家族i!jl ]1支と イ¥'i 権

w磁. -ili JJ}i財lヰ: 分配，贈与等K 関する件。

ピルマ， インド} j 商事情とネ ーノレ氏との会見談出前ね l

の政治ブ'j s，! ・，厚生年金法促案内容等政治の話や設;H，hl!i 

T.， ｾ材三味一体と本句経済界等の活に興味深く予定時

間延長有Z主義』ζ 終った。 19) 2142 

。3798

×  

3 日 大平 Ｑ ｊＧｩｦ［Ｎｦ若ｬｬｉＮＡｾは本会顧問神戸大学 ｦ ＺＡ［Ａ Ｑｻｊ上と会館問

ｪ 樋につ き敷 島ヒソレ建物検分 ｾＱ｛ＧｩＱ ｩ＾ ［Ｑ 顧問弁必上と協議

7  8  ＱＱ 本ｾ築協会連合部会開催ｾ材郎として万年スレ

ート ，mr.i; 応用化工出席。

×  ×  ×  ×  

介紹

| 住 河 川 JtRI MUH' i  

t 大阪市幽区江戸 拡ド通2 I  @刀15 ・2803 I予 防 JdJ

の38 ( 西船協ビノレ) I  <aI "  ，- - - - - - I  

大阪市凶医立売堀北i峰3 I  @ 7531- 7 I事 務 局

大阪市東区瓦町 3 の 15 I ③ 1168 ・4391 I事，f s 局

貝

4

2

 

入新

大 阪 展 示 場 大阪市東区北浜 3 丁 目 近 畿 建 築 会 館 1 階 と 地 階 展 示 小 間 100余あり心

福 岡 展 示 場 福岡市万行寺前町14 (1等多駅より 5 分 松 下 ビ ノレ横入る櫛回神社正門通) 電③1225_ 6 出品62祖

休祭日除き 9- 5時 どなたでも御自 由lζ 御立寄 り御it 下さい，御用は常駐係員へ御命じ下さし、。

広 島 展 示 場 広島市鉄砲町一 ・今夏日開設目標で進捗中。
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装 飾 と 実 用 性 を 誇 る …

株 式 会 社 ラ イ ト 製 作 所

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 3 (京阪 野 江 駅 前

'r E L 代 表 ⑮ 1751- 4 ・3638

京 ・広 島 ・和 歌 山

スチールドァー

88cm X  121 c m- 800円

88c mX  152cm'" 900円

121 c mX 152cm'・' 1300円

152cmX  152cm…1600円

， 182cm X  152cm"' 2000円

別 註 寸 法 の 場 合 は

一 ~ 二 割 高 です

ぺンチレーター 田中工業( 株) 大阪出張所

大阪出張所 兵庫県尼崎市南竹谷町2 ノ 89 電 話 @0  5  4  5  

本 社 東京都墨田区吾嬬町東4ノ122 電話城東⑧佃70 ・ω7 0

設計施工

続 式

会 i l

錦 来 工 場 東 京 都 墨 悶 区 錦 J展開IJ l ノ 25 電 話本所@ O790 ・5133

小 倉 工 場 小 古 市 赤 坂 上 の 宿 3 7 電 話 小 倉 O筒 3 ・2833

川 崎 出 張 所 神 奈 川 県 川 崎 市 東 波 間 3 / 4 3 電話 川崎②4540

札 幌 出 獄 所 北 海 道 札 幌 市 北 三 条 東 7 / 4 電 話 札 幌 ③0515

盛 岡 山 強 所 営 手 県 盛 岡 市 木 伏 179 氾 話 盛岡2554

名古屋代既庖 名古屋市西区西菊井町2 / 121司悶建材箇 m賠 西@ 0121

大阪市北区真砂町 5 番 地 電話大阪 (34) 207--8・4836-- 7  



一一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一

電 気 工 事 設 計 施 工

電気冷蔵庫・電気流濯機

修 理 販 売

ネ土

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

ゐ

宮株 式

畠 -

ヌL浅 海 電

、

海

大 阪 市 京 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 北 浜 @5 2 7 3- 5 ・5 4 5 1- 2

営 業 所 東 京 ・札 幌 ・沖 縄 ・福 岡

雄正;実取締役社長

株 式

大 阪 市 北 区 野 崎 町 八 O

電 話 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1ー 5 番

場 大 阪 市 西 淀川区御幣島東一丁目二O

電 話 淀 川 @ 3  4  7  7 ・3 4  7  8  

東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡 山・ 広 島

社

. 6.  

ｾ＠気藤 電エ

ヱ

営業所

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中央電気工業株式会社

事

エ

エ

施

気

針

電

設

社朝

騰

本 社 大 阪 市北区梅ケ枝町二五番地

電 話 大 阪 @8131代表 - 4 ⑧7263

営 業 所 東 京 ・ 新 宮 ・ 御 1方

村今取締役社長

社本

営業所

電 気 工 事 設 計 施 工

出張所

電 気 工 事 設 計 施 工

三菱電機・冷凍機工事特約庖

株 式 会 社 野 上 工 業

取 締 役 社 長 野 上 清 二 郎

本 社 大 阪 市 東 区北浜三丁 目 四 七 電 話 北 浜@770- 3

支 庖 福 岡 市 上 東 町 十 五 電 話 東 ③ 5010

支庄 松 阪 市 本 町 電 話 2 4 8 0 - 2  

出張所 東京 ・名古屋 ・神戸・直方・田川・大分・四日 市

ト 電 気 商 会

取締役社長 山 本 龍 太 郎

社 大 阪 市 北 区 西 掘 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 ⑧ 代 3 0 5 6

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁目 4 番地

全国燃料会館607号 室 電 話 東 京@7464

名 古 屋 ・四 日 市 ・福 山・ 福 岡

陽 電 気 株 式 会

取 締 役 社 長 山 本 博 三

大阪市北 区中之島三丁目三 朝 日ピノレ 7 階

電 話 大 阪 局 @9  5  3  1  ( 大代表)

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 リ 四 丁 目 十一番地

電 話 大 阪 局 @5 2 0 1 番 f代表) - 3

京 都 ・ 福 岡

ヤ マ株式会社

本

東京営業所

所

.  
、

所張出

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

電 気 工 事 設 計 施 工

社

大

タ ケ ν

大 阪 市 北 区 絹 笠 町50有害地 ( 堂ピル703号室)

電 話 大 阪 ⑧ 2138 代表 ・5018

東京都中央区日本橋箱崎町三丁目 二番地

電 話 兜 町 i @1478 ・1479 ・1470番

大 阪 堺 ・名 古 屋 ・下 関

興

井坪

株式会社

取締役社長

ネ土

庖

本

支

社

取 締 役 社 長 嘉 納 侍 三

社 大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁 目 51

電話@5148 ・6460 ・日46

大 阪 市 北 区 絹 笠町50 ( 堂ピノレ 3 階)

電 話 @3 8 6 2 ・1 1 4 1

東京都千代同区飯田町 2 - 15 ( 飯凶橋

ピノレ 4 階) 電話@8520 ・8527- 9

名 古 屋 ・ 光

. 6.  

コヨE式株機電宝

室

庖

本

分

支

出張所出張所

社

電気設備工事・設計・施工

4 企』

Z 玄株 式

A::::'  

ヌL中 本 電

電 気 工 事 各 種 震 計 施 工

電 機 翁 庖室
φ 釘

' :L: 1'_L. 

明

大 阪 市 減 東 区 野 江 東 之 町三丁目 一五

電 話 大 阪 @ 5  1  4  3・5 3 ? 3  

大阪市城東区野江西之町三丁目 一一三

電 話 大 阪 @ 2  1  9  3・2 1  3  4  

正本中取締役社長

社本

松 本 芳 太 郎

松

取締役社長

機鑓工場

資材倉庫

大 阪 市 東 区 今 縞 二 丁 目 十 六 番 地

電話 北浜 @ 6951(代表) - 3@8121

2  



暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施
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商 会

@ 代表7031

@9278  

③1820 

1596 

②1938 

@1158 

工

三 晃

大阪市北区堂島北町一四

東京都港区芝琴平町四O

名古屋市中区新栄町二丁目 ー

福井市宝永上町一0 五

広島市石見屋町五五

福岡市養巴町二二

暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 段 備

設 計 施 工

工 業 株 式 会

取 締 役 社 長 山 田 文 次

大 阪 市 西 区 京 町 拐 上 通 1 丁 目 7

電 @ 代 2 6  1  3 ・ 2 0 6 1  

神 戸 市 生 問 区 北 長 狭 通 7 丁 目 1 の 1

電 ④ 1 7  7  8 ・ 4 3 8 6  

名古屋市中区梅ケ校町 2 の3 電@ 1765

東京都北区上十条 1 の10 電@2346

広島市西魚屋町31 電 ②1375

株式会社

本 社

出張所

社田

社

営業所

山

本

.  

所張

H

H

出

ｾ ・

庖

腐

阪

幌

大

キL

庖

所

所

所

業

張

張

営

出

出

沢

井

松

金

福

高

本

名 古 屋 庖

暖 房 ・冷 房 ・ 水 道 ・衛 生 工 業 設 備

股 富十 施 工

賀 工 業 株 式 会

大阪市福島区堂島浜通 4 丁目

電話｀ ｾ代 表 Ｑ 1 7 1 番

l 代 表 1 3 5 1 呑

東 京 支 底 東 京 都 港 区 芝 田 村 町 6 丁目 電 話 ⑮ 代 表 7121

名古屋支庖名古屋市中区材木町 1 丁目 電話③ 代 表 7856

京 都 支 庖 京 都 市 下 京 区 烏 丸 通 松 原 下J レ電話⑤1989・2255

神 戸 支 庖 神 戸 市 生 田 区 北長狭通2丁 目 電 話 ③ 代 表 5101

福 岡 支 庖 福 岡 市 千 代 栄 町 電話② 代 表 4735

暖房・冷房 ・衛生・水道 ・電気・厨房 ・築炉

銅 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

電 縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

創 業 暖 冷 房 ・換 気 ・空 気 調 和

大正二年 病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・衛 生

株式 ョt 詰位' J J > ー圃宮! I : ' 片E

会 社 茄冒 n票' 目ニ: . f同 11亘

東 京 広 東 京 駅 前 丸 ピ J レ6 階 6 7 6 区

話和田倉@3761・3762・3763・3764

大阪市西区土佐堀通大岡ピノレ714号

電話土佐掲@ 1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2594

札 幌 ・北四・ 西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② ∞ 10・0956 ③ 4661

名古屋市中区南大津通ー引 自 千 代

田ピル 522 号 電 話 中 局 @ 1766

水道 ・衛 生 ・媛冷房 ・其イ也管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式 J レーブドレイ ン製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区 )1国峰町通一丁 目四四養地

語大阪@ 代表4496- 8 ・4993- 4落

東京都千代田区丸ノ内 2 ノ 8 仲12号館 5 号

電 話 28 局 6505- 8.(存

金 沢 市 高 岡 町 三 五 電 話 金 沢 本 局 ②2074

福井市減之橋下町一o 1宣言号 福井2436

高 松 市 二 審 丁 九 電 話 高 松5195

社須

機 工 業 大 阪 支 庖

2951 

大阪市東区高腿橋三丁目壱番地 ・電話代表26局 3076

本社 東京都千代田区有楽町壱丁目十番地

支庖・ 出張所 名古屋 ・福 岡 ・札 幌 ・広島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

一
一
一

.  
， 

給水 ・排 水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置
空 気 調 和 装 置 ・ 設 計 施 工

社

大 阪 支 庖

大阪市北区中ノ烏三丁目( 朝日ピノレ九F酌

電話北浜@ω 41 ( 代J

東京都中央区八重州三了 目 七

名古屋市中区西万PIJ 二丁目ー

キオ建

株式

会 社

社

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南通二丁目五一番地

電 話 福 島 @ 3 4 1 5 (代)

東京事務所 東京都港区西芝浦三丁目一番地

電 話 三 回 @ 5 2 8 1 (代)

会式株

本社及東京支庖

営 業 所

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商 会

大 阪 暖 房 商 会

取締役社長 菅 谷 三 郎

庖 大阪市西区江戸掘南通一 丁目 三 七番地

電 話 大 阪 @ 代 表 i i i i i 喜

東 京 ・ 名 古 屋

京都 ・神 戸 ・岡山 ・高 松 ・広 島 ・福 岡

熊本・ L幌 ・仙台・新潟 ・金沢 ・福 井

株式

会 社

設 計 施 工

22大 阪 城 口 研 究 所

生

気

- 術

・ 換

給 排 水

暖 冷 房

本代 表 取 締 役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・包話大阪@7575- 7

京都市 東山区大和大路大仏前 ・電話京都 ⑥494 5 - 6

神戸市生田区下 山 手 通 六 ノー ・電話神戸@5892

庖

所

3  

B  

支

出
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東洋キャリア工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎日大阪会館内〉

電 話 大 阪 @ 局 8 3 5 6 ( 代表)

東京都中央区日本橋兜町三丁目 二四器地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工暖 ・ 冷 房 ・空気温湿度調整装置

工施計設

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

社

広

場

本

支

工

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 番地( 朝日ピノレ 7 階)

電 話 北 浜 @ 7 6 4 1 (大 代 )

社東京都千代田区神田駿荷台 4 丁目 2 器地

生

置

房 ・ 冷 房 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

媛

温

本

株式会社 朝 日 工 業 社

大阪市北区中之島 4 - 39 電@6671- 5

mm支 庖 東 京 都 港 区 芝 浜 松 町 2ー 7 ¥!i@ 734  1 - 5  

北海道IMN所 札 幌 市 北 同 条 酉15丁目 Hl ③2203・③5374・5969

仙 台 山 狼 所 仙 台 市元寺小路( 五城 ピル) ，U(g: 8061・③9261

名古問削減所名古原市中区破防町 6- 5 fu @1210・1484

広 ｉ［ｾ 11¥ ')11所 広 ぬ ，Ii 中 町 3 '，u③ 7  9  4  9  

拘 剛 111 ｾｉ ｬ 所傾向市業研町 Ｓ ;U@0788 ・@O296

ゐ
一
品

株式会社

底

本

支

出彊所

温湿度調整・媛冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

社

⑨日 JEZλ 宅lt 雪会

京 都 市 中 京 区 両 替 町通リ姉小路上J レ

電話②2290・5532・6945

大阪市北区天満橋筋1- 37(天満橋北詰)

電 話 ③ 8829

四日市市浜田西末広町電話7503 ・3665

津 市 栄 町 2 - 1 1 1 電 話 3 6  1  0  

社

大 阪 営 雛 所

本

温 温 度 調 整 装 置 、 媛 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第一工業株式会社大阪支庖

大阪市 北 区富田町 ＳＰ 包括大阪｀ ｻｾ読ま ｊｐｚＷＰ
本 社東京都千代田区丸ノ内 2 - 10

電 話 ⑧ 2 6  3  1- 5  

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0

電 話 7 3 3 2  

名古屋市東区東門前町3- -6

電 話 ③ 2 8 9 3  

仙 台 支 庖

.  
、

四日市営割健所

濠 営 事 儀 所

名古屋出張所

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 盤 装 置 設 計 施 工

各種送緋風機・エロ ヒシヒーター ・キ ャビネ ットヒーター

冷 却 犠 ・各務:ν ヂスタ ー・アネモスタ ット類 製 作

CONT R ACT OR  PAI NT I NG 

媛 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 輿 商

取締役社長中 山 俊 入

社 大阪市福島区上福島北二丁目 ー務地

電 話 福 島 @ 3 3 9 1 - 5 携

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 務 地

電 話 ③ 2 1 7 7 - 8 務

神戸市生田区下山手通八丁 目三三

電 話 元 町 @ ) 3 0 3 5 務

負3青事工装塗

社

本 社 並 工 場 大阪市他区劫'111町三TII 二 八 電 話@1264 - 6

梅田営業所 大阪市北区神明町冗 の 電源 ｀ ＱＱＴＴ ｾ Ｕ

名古量出強所 名古照市点区駿 ｾＧｬ 町一丁目 三 ｭ 話ＨￏＩＴ Ｕ ＹＴ ・ ＵＱＱＸ

寝 屋 川 エ 繍 f J M! 川市大字太間一九冗電話( 夜嵐) 1 1 ) 0404

.d.. 

' : z4 式株エ鉄本藤

底装塗林

株式

会社

TEL . 大 阪 @1756- 7・東 京 ⑧ 1335

ド床・床材料リグノイ 工業用及建築用各種石灰製造販売

小 野 田 セ メ ン ト 特 約 販 先 庶

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

製 造 ・販 売 ・聴 工

大阪市北区曽桜崎新地三丁目五十三ノー

( 市電位縞停留所前) 電話大阪@1274- 6

支 応 ・徳 島 ・や11 戸 d e1 ｾｘ ・ 米京

福 屋 工 業 株 式 会 社

大阪市西区南掘江上 jllf 日丁目 _"ー

電話新削 ｊｾＳＴＲ ＶＭＷ

4  

庖本



鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア I

会 社 大 阪 出 張 所

タ ア 商 会

-
0

・…
一

タ ア 工

鈴 木

ヤ木

株 式 会 社

ν  鈴

1' f l 話@∞98 ・5837 ・8729大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33
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民

司

制
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附
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沼
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発 売 元

大 仏 組 ET} f f F5

京都市・東山区今1浅野池田町) L ⑥3555 

大阪市東区内淡路 PIJ 一丁目 ⑧ 975 

.. 

管-

止
防

持
活

量

刑

ソ

風

軽

い

け

耐

定

一

~

鷹

市

宮

-
K

爾

、

/

蔚
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11品衛生陶器
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ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

蹴

お

警
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喜

一

元

町

一

百

七

宝

塞

附

五

己

主

本 j苫

大阪営業 ｩｾｩ

4 ・ょ 高 月 報 掃 海 等 逝 畢

。 井 田 商 事 勝 司 、 会 社

大阪ｾ浸透区酋問手町ー Ｎ Ｐ ー七 Ｎｪ 也浅町駅貨物八号門前
電 銘 ( 5ヨ) 4 8 9 0 ・ ( 54) 0 8 0 8 - 9  

• ， 

金 剛 商株式会社

大阪市西淀川区野里町1231 阪神国道電車 聖子星電停前

策京 坂 巻 サ ン ヒ ッ ト 商 会 電 淀川匂1() 417・4091
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建禁抑思待孟料宗A晶品錠伎一一一一-一一J -一-

2剖益勾fl..3. - 目. ，仰ヲ

日本住 宅公 団・ 公営住 宅御 指定

艇 を 山 製 作 所

居申ゆ; 甥1思呂ア
.  --_.ー

大阪ガス会社指定

ガス風巴

回 申 風 呂 銭 信 京

大阪市浪速区元町1丁目742 但 ν賑 橋 電 停 前 電 話 ⑧531:$ ・8128

ｅ ヨヨ ｾｈｾ 週

シヤν9・

大阪工渇 大阪市浪速区河原町 2 丁目 電 @ 5 7 5 0 ・8 4 4 4 • ｾ＠

東京工場 東京都太悶区椛谷町 4 丁目 篭 ⑬iO 1 6 0 ・1 7 3 3

G函盛診

妙シヂドメ Ｇｊｾ スタンダードーメタルの大島化掌

場

+

噛

+

化

化

島

島

大

大

の

の

}

ト

引

ト

肺

イ

れ

ィ

開

-フ

7

-

フ

剛

プ

ト

マ

九

-

S

シ
ー

パ

川

一

日

エ

げ

オ

ぼ

谷樋. 屋根民是非自宅

大 島 応 用 化 学 工 織 3路

本 社 工 場 K 阪 市械 東 区 野江 東 ノ 町 4 丁 目 電 鱈 雄 東 ③ 3679 ・ “ 81 ・8471

算 二 工 場 太 阪 市 械 東 区 古 市 中 通 2 丁 目 電 話 城 東 ③ 8 8 1 3  

支 腐 新 居 浜 市 西 I原 町 電 話 2 3 2 7 ・2 9 3 8 ・3 2 5 5

曾 療 所 名 古 理 市 電{ 中 ) 7025 ・広 島 市 司[ (3) 7582 出 護 所 四 日 市 市 電

石 綿 セ メ ン ト 製 品 の 最 高 水 準 を 行 く グ

アスベストパリヤ (硬質石綿板)

建物内外壁、間仕司、天井扉

電気室、発電所、配篭室、製鋼

ガラス工場の壁、製糖、製油

製薬工場の床スカート 壁 など

に長適

Asbest o. Barri er 

呈 カタログ

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 1 1  

電 話J 堀 川 @ 3 4 4 2 ・4 0 7 8

6  



吸

音

テ

ッ

ク

ス

神戸市生田区長狭通四 J 一地ilr ピル

T E L 三 宮 ③ 0 8 8 1 - 3

大阪市北区絹笠町五0 22: ピノレ 5 隣

T E L大 阪 ⑧2021 ・3486 ・1141

ネ上

応

本

支

， 

ｾ＠

味然えない建築資桜

1. ‘ x 、F否 ' 即

…  

タイアi - 悶

モデ ルル ームへどうそ

間昆! I i 遣置国

后碁7:ljf{-ド

安イ芳一トＭｾ
絶対に亀裂 E 生じない劃期的下塗壁材

すで色時般世lζ 統 Lょうど紡 l l  Y、まず

辺諸踊 姐m

工場文阪市住舌区西加賀度町4丁目81・電話住吉 (67)51 09

剛院画廊ｾ
叫

本

竹 島 式 固 定 型

べ

キーンヌセメント

各種焼石膏

告野厄膏太阪支庖

出張所

特許サンワ印

東邦商会

タ

全国各地有名金物庖 lι 有り

製 造 ー

発 売 山

レン チ

効力絶対武任付

回転式の三倍強

カタログ送呈

大阪市南区南綿 屋町

霞 話 (27) 4755- 7  

7  
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四
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江
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刈電

進
珂
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来

初

1・
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ポ 3 エステノレ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

製造元大日本硝子工業雲霊

大阪市北区玉江町2- 4 ( 三菱倉庫ピノレ) 電話土佐掲@3389 ・1389

社 東 京 都 中 央 区 京 橋 3 - 6 電 話 @ 6 9 2 6 - 8  

寒 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 アスファノレ ト防水 工 事 選

選 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスブアノレ トタイ ノレ工事警

察 耐酸モ ノレ タノレ工事 各 種 床 工 事 ミ

， 

大 阪 耐 酸 Z 業. PJ {

大 阪市 北区 浮 田町82番地 電 話 豊 崎@1333番

一えた I r

¥ 

¥ 

川ｾＮＺＺｾ ［ＺＺＺｾＺｻＺ ［Ｚｾ 主 ーーーＭ・ ｅ ・・ ｅ・ＭＭ ¥ 

闘 . G. C 試

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D . M38 番 責 任 施 工

米 国 パ プ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

内外Z 業株式会私

N. G. イン ν ュライ ト断熱材製造発売元

8  
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' ‘  

‘  
‘' 

.  

跡て初ω 年限仕様

(A) 

組 A  同 員 名 {主 所 電 話

( 妹) 久 保 商 庖 大阪市北区真砂町 5 北 ｾ ＲＰＷＭＸ ・ ωＳＶＭＷ

近
( 株 ) 木 下 謹 三 商 庖 大阪市西区江戸堀南通 5 ノ35 土佐掘@s 制・5揃

( 株) 明 正 ネ土 大阪市北区樋ノ上町45 ゴヒ @8157- 9 

• ( 株 ) 井 上 浄 夫 商 庖 大阪市西区江戸堀下通 1 ノ 7 土佐掴⑬邸31

( 株 ) 大 和 商 会 大阪市南区高津町 4 番丁73 或 8 1瑚・1蜘・揃7

!順 ( 株 ) 石 田 建 材 庖 大阪市東淀川区元今塁北通り 1 ノ31 . 崎 ⑨33ω ・3505

不
石 井 建 材 有 限 会 社 神戸市兵庫区荒田 町 1 丁目 湊 川⑥'2140・2697

間

、. /

タ テ パ ヤ ν 商 庖 京都市下京区四条大宮南入学校育iJ 壬 生184468

田島応用化工側大阪出張所 大阪市西区京町婿上通 1 ノ14 土佐掴@1773- 5・809- 10

• ( 資) 岡 回 建 材 庖 名古屋市西区西菊井町 2 ノ12 西 @加7・0121

(株) 名 建 商 会 名古屋市中区宮出町41ノ 2 中 @1329・2817・2106

海
高 橋 建 材 応 名古屋市中区材木町 1 ノ12

本局 @3295 

ｾｴ＠
北 川 工 業 株 式 会 社 金沢市西側町 8 金 沢 ②必52- 3

北 川 工 業 (株)富 山 営 業 所 富山市奥田新町28 宮 山 ②'2218 ③1014

小 島 工 務 庖 高岡市大坪組町 2 丁目 32ノ 3 高 l凋 2必3

隆

小 島 工 務 庖 富 山営 業 所 富山市神通町 3 区1∞3
宮 山 飽21

中

青 盛 建 材 株 式 会 社 広島市鉄砲町108 中 ②2281- 4 

青盛建材( 株) 岡 山 営 業 所 間山市東田町 3 附 山 ②7911・8169

( 有 ) 小 野 甚 商 庖 岡山市内山下30ノ10
岡 山 ②4272

国

( 株 ) 浜 原 豊 商 庖 尾道市若宮町 尾 道 幻ω

( 株) 浜原登商庖防府支庖 防府市大林寺
防 府 1037

高 松 ③4239

国 正 和 商 事 株 式 会 社 松 山 市 1 番町21 絵 111 5'l5・1159・2159

九

州

青盛建材( 株) 福岡営業所 福岡市万行寺前町14 事且 ③ 1225- 6 

暁 建 材 工 業 株 式 会 社 福岡市薬院町65 中 @4326 

高 稲 工 業 株 式 会 社 長崎市大黒町45
長 崎 ②位28

建般省阪建 22 号箆可 出資金 510 万

主 西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 ー の 一 四

東 京 連 絡 所 東 京都足立区小台町六三三 (田 島応用内〉

北陸・ 東 海 ・近由民・ 中国 ・四 国 ・九 州

T E L ⑭ 代表 1 7 7 3

T E L ⑧ 代 表 1 1 8 1

9  



押 出 聖 枚

⑨ 

アルミニウムの押出型材は線維な型状のものが容易

に作れ製品コストを下げ、経〈、美しく、錆びず、

合金によって鉄鋼に匹敵する強度を持ちます。 ｬｲｾ 近

保めて広範囲に使用されています 。

アルミニウム工業に於て伝統を誇る当社はMi fr式 押

出機により管、後、線、その{ 也れ磁の型材を生産し

ています 。

昭 和 ア ル ミ 二 ウ ム 株 式 会 社

ー

本 社 W! "i illi 山 田J 6 の 2 2 4

東京営業所東山部r ! ' 央 区 日 本 編 綱 留 田T 1 の 1 2  

T  E  L  w!  3  - 1181  (大代表) 大阪 (67)3522 (代 必)

f ・.

骨

エ

鉄

施

量

計

軽

設 新 鏑 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 吉 田 信 武

本 社 大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁目 25 電 話 @ 6ω ・6575

工 場 神戸市東灘区本庄町青木古堂町 53 電 話 神 戸 ③ 616

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3010 電話尾道2総 8 向島西19

- リ ーフレアトの用意があります ご請求下さい ・ 様逸品が一都市場に 出ていま すからご注意下きい

-‘  

.  

署幸吉 ｃ 型ＮＢ・干 ｰ ， ιＭｾι
A - I O  

東 京 袋 備 工 業 機 式 会 社 東 京 都 中 央 区 新 川 ト 6 T E L s s l o 7 7 1 ・5

住宅や家具につく自アりや害虫を退治します、そのよ 「アリノン」は

くされ・かびにも特効があります。

協議

員一 ｐ リｾｾ
山宗化学棒式会社 MJ L践F府Lr d三誌FF品主22??ま・1fii:223

10 
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F  

t  

.  
6町

(  ア ス フ ノレ | 防 水 の 材 料 と 工 事 は |  

4 製 造 禦 社

協 和 JI

k.k. 工

k.k. 工

大 恵

国 島 応 用

東 亜

材 工 繁 k.k.

英 社

盛 社

工. k.k.  

化 工 k.k. 大阪出強所

工 署員 k.k.

日 漉 化 学 工

4 販 売 業 社

S匝 k. k.  大阪営重量所

浅 野 物 産 k.k. 大 阪 支 庖

池 田 商 事 k . k.

内 国 商 会

侮 本 石 油 k.k.

敏 松 商 会

大 阪 朝 日 i I f 膏 k.k.

三 友 ア ス フ ア ル ト k.k.

川 崎 物 産 k.k. 大 阪 支 庖

中 西 涯 育 産 . k.k. 大阪管* 所

k.k. 長 野 商 庖

日 本 建 段 興 . k. 弘

前 田 商 l i 5

村 井 工 ， 量 販

山 女 商 事 k.k.

4 工 事 業 社

勉 化 建 工 事院 k.k.

k. k. 井 上 浄 夫 商 庖

k. k. 右 田 建 材 庖

大 阪 耐 酸 工 * 所

大 島 応 用 化 学 工 滋 k.k.

カ ナ ヱ 商 館

共 栄 涯 膏 工 . k. k.  

k.k. 木 下 泊 三 商 窟

k.k. 久 保 商 信

清 水 興 業 k. k.

k. k. 大 和 商 会

友 田 エ * 綜 式 会 社

内 外 工 業 k.k.

日 新 工 . k.k.  大 阪 支 鹿

日 本 涯 育 工 業 k. k. 大阪営* 所

k. k . 双 . 商 会

松 本 z 膏 エ . k. k. 大 阪 支 唐

マ ル ヱ ス エ . k. k.  

k. k. 明 正 社

米 国 工 事 院 所

石 井 建 材 有 限 会 社

k.k. 中 出 商 会

三 信 工 業 所

中 村 涯 膏 工 業 株 式 会 社

有 限 会 社 小 野 甚 商 后

k. k. 浜 原 筆 筒 庖

青 盛 建 材 k. k.

古 市 断 然 エ . k. k.  

正 和 商 事 k . k.

k .k. 山 本 商 会

惨 賛 助 会 員

丸 讐 右 泊 k. k.  

大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 5 丁 目 91

大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 丁 目 2 4  

大 阪 市 城 東 区 西 嶋 野 6 丁 目 4 3

大 阪 市 西 淀 川 区 姫 島 町 1 6 9 0

大 阪 市 西 区 京 町 掘 上 通 1 丁 目 14

大 阪 市 天 王 寺 区 姻 越 町 2 丁 目 1

大 阪 市 東 淀 川 区 姻 上 通 3 丁 目 39

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 ( 三 和 ピ ル )

大阪市東区道修町 1丁目 11(加藤ピル)

大 阪 市 北 区 万 才 町 4 7  

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 丁 目 5 2

大 阪 市 北 区 道 本 町 4 1  

大 阪 市 西 区 南 堀 江 一 番 町 1 4

大 阪 市 天 王 寺 区 掘 越 田 ，r 2  

大 阪 市 北 区 絹 笠 町5O ( 堂 ピノレ二階)

大 阪 市 北 区 老 松 町 2 丁 目 7

大 阪 市 北 区 中 之 島 6 丁 目 8

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 北 通 5 丁 目 35

大 阪 市 生 野 区 生 野 田 島 町 94

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 1丁 目 1 3  

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 下 通 1 丁 目 7

大阪市東淀川区元今里 北 通 1 丁目 31

大 阪 市 北 区 浮 田 町 8 2  

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 丁目 104

大 阪 市 北 区 空 心 町 1 丁 目 3 0  

大 阪 市 東 区 船 越 町 2 丁 目 3 4  

九 阪 市 西 区 江 戸 掘 南 通 5 丁 目 35

大 阪 市 北 区 民 砂 町 5

大 阪 市 北 区 鶴 野 町 3 4

大 阪 市 南 区 高 津 四 番 丁 7 3  

大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 6 丁 目 41

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1 丁 目 5 1

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1丁 目 4 0

大 阪 市 北 区 富 田 町 4 0

大阪市東淀川区 木 川 西 ノ 町 2 丁目 6

大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 7 丁 目 4 5

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 南 通 1丁目 152

大 阪 市 北 区 樋 ノ 上 町 4 5

大 阪 市 天 王 寺 区 南 玉 造 町 43

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1 丁 目

神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 丁 目 9

神 戸 市 兵 庫 区 神 田 町 4 3 9

神戸市生田区北長狭通 6 神織共栄 ピル

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 若 宮 町

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

高 松 市 天 神 前 2 2 0

松 山 市 一 番 町

松 山 市 茅 町 2 丁 目 9 5  

大 阪 市 南 区 長 郷 橋 筋 3 丁 目

( アイク エオ順)

(37)  6002 ・857

(66)  8861- 2 

(97)  44ω ・8288

(47)  3131- 2 

(44) 加 9- 10・1773- 5

(7'1)  915 

(39)  S24- 5 ・2045

( 23)  1731代 ・2931代

(23)  1345 ・1346 ・お81

(36) 蜘 . 2841 ・2966

(54)  3785- 7 

(34)  8 ω3  

(53)  4520 ・8401

(77)  915 

(36)  774  

(34)  4305 

(44)  853 ・5196

(23)  2771- 2 

(44)  5223- 4 

(73)  2514 

(44)  0255代 ・5392代

(37)  6555- 7 

(44)  3520 ・4お4 ・1∞5

(37)  3340 ・3505

(37)  1犯3

(33)  3679 ・“ 81・8471

(35)  2922 

(94)  5561- 2 

(44)  5408 ・5486

(34)  207- 8 ・必36- 7

(37)  1お3 ・2933 ・9377

( 64)  1588 ・1905

(35)  4779 ・αゅ7

(64)  3434- 6  

( 53)  5281- 3 

(34)  1ω 4  

(37)  3375 

(35)  9231 

(45)  23ω ・2030

(34)  8157- 9 

(75)  7271 

濃川 ( 5 ) 2697 

iI川 ( 5 ) 4630 

元町 (. 4 ) 6930 

元町 ( 4 ) 見84

( 2 )  4272 

尾道27ω

中 ( 2) 2881- 2 

高松 4239

鉱山525 ・1159 ・2159

松山 2717

(27)  1251(代)

l  _ l 人 ア ス フ ア J B 卜同 業 会 関 西 支 部 :! I  66 S; "' I ， 1  • . ">1; . '  
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新 し いALUMINUM時 代 … え る に は

不 ニ の F R型

¥ ¥ I  I  I  

フりレミ吃少ツｾＮフりレミドフＧ・ヲりレミＮＺＺｯｴｾｾンドレ ｊ レ・フりレミ吃炉ツ辛〆・ヲ ... ＩレミドフＧ・フりレミＮＺＺｯｴｾｾＺ［ドレ ｊ レ

l  

副

胴

輔

揖

漏

ブ? J レミ

a、
、rII

営業品目

ア ル ミ サ ッ シ

ア ル ミ ド ア

アルミスバンドレル

スチ ー ル サ ッシ

ス チ ー ル ド ア

スチー ルシャッター

不ニサ' ' ) シ

様 式 書 批 木 ニ . 憶 病

本 社 : 川 崎 市 中 丸 干 1 3  5 番 地 電 話 72- 4281 ( 代 )

車 京 事 務 所 . 東 京 都 中 央 区 値 鹿 西 6 - 5 電 幡 野 一 日 26(代 )

大 阪 支 1苫 : 大 阪 市 西 淀 川 区 御 帽島 町 中 3' : " 4 電1 1 ( 0 47 - 1 ・5 4  

嘗 揖 所 : 福 岡 ・ 名 古 屋 ・ 金 沢 ・ 仙 古 ・ 札 幌 工 場 : 川 崎 ・ 大 阪

12 



車

曹、

‘  
.  

広
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回 目

ア アスフアルト開業会関西支部 11

青山鋼材kk … ・……. . ..・ H ・-… 14

浅海電気kk … …- …・… H ・H ・.. 2  

kk 朝日工業社…・・ ・・…・…… 4

伊奈製陶kk ・H ・H ・. . … … … 中挟

泉石綿工業kk …・…・…. . . . . ・ H ・. 6

弁回商事kk ………・……. . . ・ H ・. 5

kk 岩住鉄工所. . … …...・ H ・-… 15

岩元工業kk ・・ H ・H ・.. .. ・H ・. . …… 14

kk 栄興商会. . . ・ H ・... .. …・…… 4

栄進鋼業kk …・・…… H ・H ・- …… 8

kk 荏原製作所…・・… H ・. . . 表紙 4

オ 3 エジタノレメタノレ製造kk 前付

大阪建材工業kk .………・. . . ・ H ・20

kk 大阪城口研究所. . . . ・ H ・H ・H ・. 3  

kk 大阪電気l暖房商会・… H ・H ・.. 3  

大阪耐酸工業所・………. . . ・H ・. 8

大島応用化学工業kk … … … 6

kk 奥村重兵衛商底…・・… … … 32

奥山化工業kk …・・…. . . ・ H ・-…・ 18

絵本特殊構造研究所一- … … ・ 16

カ 樫野石灰工業kk … ・…・…… ... 4  

kk 川岸窯業・H ・H ・. . ……. . ..・ H ・. 5  

川口ゴム工業kk ・H ・H ・- 一…・・前付

河津装飾kk … … ・・・・ ・… … 前付

kk 関西機械建材社・・… … … 19

関西ベイシト. . . . …目次対抗商

工膝電気kk. . … .....・ H ・- …・… 2

kk 久保商庖…. . . . . ……・…… 1

kk ケジトク…・…- …. . . ・H ・....20

kk 建材社. . . . ・ H ・. ..・ H ・- …・…・・ ・3

kk 工英字土・ H ・H ・.... ..・ H ・-一表紙 2

kk 小俣製作所・…・…・・・・・…… 65

kk 金問i崎 会・…・…・… ・・・ ・・・ 5

サ 斎久工業kk. … ・・…… ...・ H ・. 3  

kk 斎藤省三商庖. .... ・H ・.. ...… 3

三機工業kk ・H ・. . . . . . . . …・…… 3

kk 三宰商会・・…・… ・・・・ H ・H ・. 5  

kk 三 興 社 ・… H ・H ・... ...・ H ・...… 2

kk 三晃商会・ H ・H ・- ……・…・…・ 3

三宝電機kk .. . . …- ・…・… … … 2

特 別 広 告 関 係 ( 順不同)

kk 大林組・…. . . . ・ H ・-…・・・…・ ・4

日本板硝子 kk.… ・… …・・…・…・ 5

kk 鈴木ν ヤタア商会. . . ・ H ・..… B

kk 矢橋大理石商底. . . .・ H ・H ・H ・. 6  

稲田kk …・ H ・H ・. . …・・・………… 7

大阪市南区大宝寺西之町35

:i，@，∞唱0・1566

次
( 50音)1慎)

建 築 と 社 会 Vol . 40 No.  4  

kk 三和ν ヤッタ ー製作所… 前付

三和金物kk ・・ H ・H ・- …・・…・・… 7

敷島金物kk …・…・・目次対抗面表

彰 国 社 … . .. ・H ・...・ H ・.... … 52

昭和アルミニクム kk…...・ H ・" 10

kk 新興建材工業所. . . ・ H ・...・ H ・.17

須賀工業kk ・・H ・H ・. . …. .....・ H ・3

住友金属工業kk ・・H ・H ・- …表紙 3

鈴木ν ヤタア商会… … … … … 5

セメダインkk . . . .… ・…・・前付

夕 田島応用化工kk ・・ H ・H ・. . . . 表紙 4

田中工業kk … ……………・・・・ 1

kk 田中風呂製作所…. . . ・ H ・.... 6  

田辺工業kk . …. . . . . ….....・ H ・.65

田村商会建材部… ・・ H ・H ・- ・・'I't火

kk 谷山製作所… .......… H ・H ・. 6  

第一工業kk ・……… H ・H ・...・ H ・' 4

大日本硝子工業kk … … … … 8

大目鋼業kk …. . . . … … ..... ...19

大仏組- … . . .. ・・・ H ・H ・H ・H ・. 5

高砂熱学工業kk ・・ H ・H ・. . . . …… 4

kk 武智工務m.. … H ・H ・- ・…・・ .32

中央電気工業kk ………. . .・H ・. 2  

朝陽電気kk... . .・H ・- …… … … 2

東邦商会. . ... … ....・ H ・....… ・7

東京鋼板工業kk ....・・・・H ・H ・..14

東京装備工業kk . ・…・…- …・ .10

東洋キャリア工業kk …・ …・・ . 4

東洋陶器kk .…. . . . . . . …… …前付ー

東洋 3 ノリュームkk ・H ・H ・. . 前付

東洋レーヨ: Ykk …. . . 目次対抗商

ナ ナニワ瓦kk … … … ・・… … … . 5

内外工業kk …・・. . . ・ H ・.... . …・ 8

内外土木建材社…. . . . ・ H ・-… ..15

中本電気kk. 一- ……………・・ 2

中之島製鋼kk . . … … … … 前付

浪速合板. . ..・H ・- …… ... …・・・ 7

浪速建材工業kk … .. .. ....・ H ・..19

日; 本管工業kk ・・ H ・H ・-・・…・…・・ 4

kk 日本金具製作所. . . . ・ H ・- …中挟

住江織物kk ・・ H ・H ・....・ H ・- …… 7  

kk 三晃商会....・ H ・.... ・H ・. . . … . 8  

kk 平間タイノレ・……・…・・…. . 8  

kk 上野製作所・・ ・・・ー. . . …. . 8  

大阪市天王寺区東門町日 :i:i@0408 

高砂熱学工業kk 大阪支庖・ …一 9

日本ナッ ν ュ協会補助会員前付

kk 日本ν ヤッター

製作所 … 表紙 3

日本製板加工kk …. . . ・H ・.... ...15

円本 ｾｪ y  f 防水剤製造所……表紙 3

日本ドアーチェック製造K K …・・中挟

日本ハードボード工業kk. . .rl' 挟

日宝蛭石kk …・・・・・・・・・ ・... .15

日涯化学工業kk …・ ・・H ・H ・- 前付

西日本アスファノレト

事業協同組合 ...... 9

kk 西原衛生工業所…・・・……… 3

kk 野上工業所…. . . . . . . . ……… 2

ハ kk 林塗装応. . . …. . …. . … . . . 4

kk 汎建製作所… ・…・- …・… 16

kk 目立製作所・… … … … 表紙 2

kk 平川鉄工所・・・・ H ・H ・- …・ ・前付

フタパ黒板・・ ・… -一 … … .. 5  

藤本鉄工kk ・…....・ H ・- ……… 4

福屋工業kk ・一.. . .・ H ・- ………・ 4

1長森建材kk ・…・………- …前付

kk 不二製作所…. . . . .・ H ・-一…・・・ 12

kk 平和ν ヤ ッター製作所… … 6

登国セメツト kk … … … … … 一 14

マ kk 松重電機商庖・… … … … … 2

7. k谷ベイ γ トkk … … … … … ... 64

kk 美索工業所. . . …目次対抗菌裏

kk 三高製作所… ....・ H ・.. …・…・16

kk 三谷製作所. . . . ・ H ・....・ H ・. . 前付

kk 峰岸商庖… … … … … … ・・18

三舟建材商会…. . . . ・ H ・.. … … 65

kk 室谷商庖・・ H ・. . . ……・・… ・・ 7  

ヤ 山田工業kk . . ……………・・・ 3

山宗化学kk ………・………・・ .10

kk 山本建材社… … - … - … 中挟

kk ヤマ ト電気商会. . . ・H ・-一 … ・・2

kk 油脂化工社……. . . ・ H ・表 紙 3

kk 吉田芳雄商庄一 H ・H ・.. .. . . … 5

吉野石膏kk ・・ H ・H ・・・・ H ・H ・..… 7

ラ kk ライト製作所・・. . . ・ H ・- …… 1

kk 大阪電気商会大阪l暖房商会 9

工藤電気kk …・………・…・… 9

大阪建材工業kk.......... … … 10

大阪窯業セメシ トkk ・H ・H ・.. ... 10 

大阪生 コンf ク 3 ート kk .........10 

13 



園

東京鋼板工業株式会社

‘  

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0 0

電 話 ⑧ 8 1 3 1 - 6

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 18 番 地 ( 衆鴫ピ ノレ3 階〉

官E 話 @ 0  6 2 1 ・o 6  2  8  

名古屋市中区大池町24 (丸 菱 ピノレ) @3048・4593

広 島 ・福 岡 ・富 山 ・札 幌

本社及工場

大 阪 支 庖

ドアー

タ

ユ

・ン
ヅサ

ム

ス

ゥ

レ

己

ン

ル

テ

ア

ス

ツヤ- J l .シチス

名古屋支庖

代 理 后 '"l 

8  

社
必恥

2 寓式株トー/  メセ国豊

町

京

12 回

阪・ 東

岡 県

倉 ・大

福本 社

事 務 所

! スカイライト並開ベンチレチ|
岩 元 式

• 、

， 

， 

サッシュ、ドアー 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オペレーター、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

社
会

似

引

式

駒

ぺ

株

関

山

業

賊

⑧

.

.

司

話

E

阪

園
田

大

電

一

冗

柑

山
石

建 築 ・ 家 具 ・ 電 気 の デ ラ ッ ク ス デ ザ イ ン に

アラ ヤ特殊パイプは本邦唯一の製法による 電縫管で( ステシレス ・

軽合金 ・引抜鋼管も製作可能) 下記の様な特長をもっ ております

1. ｾ尺にでも真直ぐな製品が出来ます
2. 表面地肌が非常に笑しい

3. 従ってメッキ及び塗装が非常に楽に行われます

4.  製品価格が非常に安い

カタ ログ ・値段表送呈。見本御希望の方は ( 8 本 l 組) ￥370一要

製 造 元 新 家 工 業 株 式 会 社

青山鋼材株式雲市主府知

大 阪 市 西 淀 川 区 野 里 町 1 2 3 9 ノ 8

電 話 大 阪 (47) 0012 ・0013 ・∞14 ・3760

段何千ー 1¥-

干ー ＱｾＭｈＱＷＰ

I i ヤ命者製品 |  
Ｓ ぎ彩緋稼ｾ

寛売元
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畠

'  

‘  

、

号

ー-1

耐火断熱( 宗;E f果; き防音

吸音結露 F月 止 に

③ 白 書 蛭 眉 株 式 会 祉

ヲR傾i f i J BO稽3 - マT EL ( お) 1601. 1704.  ＵＶ ＧＲＮＷ Ｎ ＵＶｚ 止法 ｾｉｉ 工場・大阪市興津川区量豊雷原町 ｉｉｓ T E L  ( 36)  ?I 0  1  

ベ ン チ レ ー タ ー ( 筒型各種)

パーチカルベンチレーター (電動式)

波 型 硝 子 屋 複 完 全 蔓

般 E十 施 工

練 式 会 社 内 外 土 木 建 材 社

大阪市西区土佐掘船町23 ( 大阪商工ピノレ) T E L  (44)  3鈴 3 ・4396

岩 住 の サ jツ シ • ド ア

弊 社 製 品 の 総 て に

オートメーションに依る ポ ン デ ラ イ ト を

錆 止 メ 塗 装 は 焼 付 塗 装 を

実 施 致 し ま し て ｾ＠ 全 防 錆 を

期 し て い ま す 是 非 御 採 用 の 程 願 上 ま す

株 式 会 社 岩 住 鎌 エ 所

大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 東 二 丁 目三 一 番 地 電話淀川(47) 代表5123 ・3( 削

，固圃-

ｉｩ、ｾタイトト J I S 日本工業規格 (1) No. A 抑 4

取氏、徐敏弘 j 九今言、器時、パ恥&、船令

( 軽 量 木 毛 セ メ ン ト 板)
製 造 元

SI  Z  E  
日 本 製 板 加 工 株 式 会 社

中細木毛 3' X 6' 1 0 mm 1 2 mm 1 5 mm 

大 阪 出 張 所
1 8 mm 2 5 mm 5 0 mm 

極細木毛 3' X 6'  1 0 mm 1 2 mm 1 5 mm 大 阪 市 北 区 高 垣 間r 8 "0 ( やよひヒソレ)

1 8 mm 2 5 mm 官言語大阪( 代〉⑧ 1 7 8 ・4 1  6  1 番
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鴎孟孟玉置百五百

大 阪 市 東 淀 川 区 西 '1
'

鳥田J 7 - 6 9  

大 阪 37- 1 7  5  4  ( 代 表 )

本社工場

電 話

'  

ユシ

タ

ツ

ツヤ

サ

シ

ド

'

V

E

V
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u

v
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J
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J
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ス

ス

ス

伝 統 に

輝 く ア

品

由

元

製規新

優 秀 な

製 品

全 密 閉 片 引 き 窓

気 密 度 極 め て 高 く

開 閉 軽 快 ・ 堅 牢 ・ 低 価

所作製建汎
株 式 会 社

ー

2  ｾ＠ 0  3 ・ 4 4  6  1  ⑧ 花此電話大 阪 市 此 花 区 恩 貴 島 北 之 町 1 1  

d  

， 

ｰｵｑ またヂベ ｊｾ

ン
-

フ

附

一

(

ク

ョ

4

1

、
一

/

γ

h

k

 

…

山

崎

与
設計の御依頼に応じます( 胞工は御自由です〉

カタログ及び置建計穆考資斜贈呈

考 灘 織 本 建 築 民 訴 計 算 事 務 所 販 売 織 本 特 殊 構 造 研 究 所

東 京 都一市 夫・区 日 本 格 調 耳 殻 町 3- 2 ( 水天宮交叉点角) T PL  ( ol ) 倒43 ・7凹7・7062

鉄材が少く てすみ飽工簡易な格納庫 ・工場 ・体育館の建築には

“ ORI MOTO"  DI AMOND TRUSS 

神

d

v
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強力・堅牢・高能率

穿孔・削切兼用・ (電灯線使用)

コ ン ク リ ー ト の 穿 孔 ， 削 切

目 粗 し に 高 性 能 を 発 揮 し ま す。

独乙ロパート・ポッシュ会社製

日 本 総 代 理 底

底商

大 阪 出 張 所

大阪市西区江戸堀上通 1 丁目 8 番地

電 話 土 佐 堀 @0 8 4 2 ・2 1 8 1

‘  .... ・
厚峰

株 式

会 社
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浪建式

スチールサ ｉｾ シュ・ドアー
シヤ ｉ ＡｉｾＭ . オペレーター

J¥乞カライジンクa処理I場完戚

一製造販売

第 二 工 場

浪速建枚Z業株式会社

本社 ・工場 ・大 阪 市 城 東 区 野 江 中 之 町 一 丁 目 九 番 地 m怒城東⑧1171- 3番

第 二 工 婚 ・大 阪 市 城 東 区 荻 田 繊 堤 町 四 一 番 地 包括械東@喧153 ・ω 24番

東京営業所 ・東京都中央区銀座東六丁目木換館ピル六号館 flJ 7号室 ¥l i 括東京@4611番

福岡営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サ y ピ ル 内 ) m結稲岡0 8462揺

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 fu 話 大 分 1お6番

d  

､ｉｲＡｬｬｬｮｬｾ＠

建 骸

4

a

・
p

・

》

F
'

ルドロール 1::.よる

，，-r 7
0  

特 姉 軽 量 形 室 岡

' !' cコh 也
社

日 本 特 殊 形 鋼 株 式 会 社

大 日 鋼 業 株 式 会

大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 七 丁 目 二 一

電 話 (54) 1  7  2  1 ・1 7  2  2 ・1 7  2  3  

発 売 元

‘
，

J

可

・
T

廓

押 上 式

捲 上 式

横 引 式
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ス チ ー ル シ ヤ ッ タ

ラ イ ト シ ヤ ッ タ

鞄 便 シ ヤ ッ タ

特 殊 機 械

株式会社繍. . 機械建給批

/ ( / ( / (  

{ カタログi l I 呈乞醐一 報 }
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ス チ ー ル サ ドア

ド ア ー

• 

アルミサッシ・

大阪市東淀川区新高南通 1- 14

:ノツ

ス チ ー ル シ ャ ッ タ ー ・ オ 竺一位- - y 三

場)

エ 業 株 式 舎 社

工堺宇土( 弊

達 材大 阪

ｾ、
、ｾ

電話 @ 836- 839務

電話 ⑮7127 ・7047ifi:

電話堺②3323- 3327添

包 話 ⑮ 8 3 0 裕

電 話 @2  2  3  ｾ＠

大 阪 市 南 区 九 郎 1守 衛 門 町 二 十 一 務 地

会 所

堺 市 松 展 開J - T 目 六 番 地

大阪市南区久左衛門 ｾ ｉｲ 7 番 地

大 阪 市 大 正 区 泉 尾 浜 通 凶 丁 目 六 若 手 地

名 古 尾 ・ 金 沢

営 業 所

工 車 部

本 社 工 場

経理部分室

泉 尾 工 場

出 張 所
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定建材足場痢銅答

1  . ャ11 立や俳 lドが簡単で h主九できます

ＲＮ 強くて付く、ＧＯｊＮ ｎＨｦＮ ーだな ｨｾｪｊ､ ができます

3. 府 iI! f!せず，ki fJ ，!:IIJ できる為、 本付ｊＮＮ ｅ ｟ￌＮ崎より ｨｾ ， 汗日 ＧＮｊ です

4  じ j W，}が j主代としてスマートで、羽; ji の夫毎Jを1t i じません

主 友 金 属 工 業 株 式 会 赴

大 阪 ，11 泌 氏 瓦 11町< 1 T  11 3  1  

I!! J;i 都 T ｦｾ＠ EU 区 丸 ノ 内 f 新 h ピル)

セ 〆 ン ト 増 彊 防 水 脅'1

株式甜日本セ〆ント防水剤製造所

本 H  ｊＢｗｾ よ宝塚市必ず＿上の池 ｊｴＲＸ 1  '，[i ，［，ｾ＠ ιｾ＠ 2  1  5  3  

大阪辿給所 大阪市東医船越町 2 3l ( 船越ピノレ)

1GHR⑧2626 ・7056( ピノレ代表〉

工 場 j己 崎 市 総 波 本 IlI r 1  3  4  '，[i，;，fj 大 阪 ⑬ 8544 ( 代表)

ｉｬｨｋｉＹｲＧ［ ＱＡｾ，目見｛ Ａ［ｾ＠ ( 43)  0 8 7 4  II11 令 (3) 072 1  名， ｉｪｴｾ｟ (32)  1  33 1  

高ｊｬ ｵ 二業東京 ＨＲＵＩＰＱ ＶＱＭ Ｓ ・ 安保工 Ｇｪｩ 制ｼ品 ￴ＨＳＩＵＷＶＵ ・ 六三工業 ｉｾ ; )怯6710

- - y  

行

w

m

A

"

1

2

m

H
押

M

V

あ5ゆるシャッターの零門〆- 力一

ヮ，ータイト式防水工'H

代 1j- 1，1; " む 話

日本シャッター

製作所

株式会社

川崎 di 新 丸 h U3 了r1115 9  

悩 ｬｾ ｩｊ di 綬 1[1 mr 1  2  6  8  

( ，巨) 代 37- 8565 ・ 東 京 工 場

ＨｾｇＺＩ＠ 24- 4811 ・九州| 工場

大阪市東淀川区印川通 6丁目 38

名 古 屋 市 中 区 宮 出 町 2 3  

11111111111111111111111111111111111111111111
1

・
S

・
H

・-川・…

卜用

圏直 ｾＭｊｾ 盟国｝

日本建築協会優良謹明

ヲ元- qィ1- 0雪

1) 
クンJ I S 合格モルタ) 1 ，コ

続

章

紫

褒

本 社 工 場

名古屋支鹿

ｅｾｩｦｾ ヨ
ｅｾｦｩＧ 竃ヨＯ - J L - 垂亘E民意董ヨミｾｾ奮三ｩＱｊ Ｑ

八 幡 メ タ ル ホ ー ム 区 区 推 奨 品

東京都品川 lベ二葉町 1 - 441 電 話 荏 原@ l 7  1  5三

大 阪 市 刺 闘 今 別Ir 2  - 48 屯芯⑨47応・側，3 :: 

. .  圃・・・・圃圃・ーーーーー一一一 :  

責 任 ・ 施 工 ・ 請 負

さま ミ 由 脂 化 工 社本社

矢 中 龍 次 郎 大 阪 営 黛 所
取締{ 支社長
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田 阜 応 用 化 工 株 式 会 泊

表 1 1  8  1  

表 1 7  7  3  

電言舌北 浜 ⑮ 9648 ・9649 ・9640

振 答 口 座 大 阪 3 9  9  7  5 番

T E L 王 子 (91 ) 代

T E L 土佐期 (44) 代

御 入 会 の 御 申 込は・ー ー・

「建 築 と キ士会 J 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪市 東 区 北浜 3 - 37

東京 ・東 京 都 足 立 区 小 台 町 6 3 3

大阪 ・e 大 阪 市 西 区 京 町 婦 上 通 1 - 1 4  


